


ウシおよびラットの胎生期に診ける

性分化、特に外生殖器の分化と中腎

管澄よび中腎勇管の消長について

麻布大学下下解剖学教室

猪　　股　　智 夫



　　　　　　薯　　　旨
　ウツ宙よ’びラット〃）月台庄期に畜りる，｝生廊ノ6、

　楠に零丁殖嘉の宛／b野中騎管およ容ヰ鷺留

学の硝夜につ＼《

　　　　　　1、儲畜

雄ヒあ、悔副庄殖器おび〃性繋属の伽6

餉ヒ・働く毛のし計れ！い・づう。雌ヒあ＼・てつ彦

殖器の郊6底釦レモン派存性で1舗…　そ
てで拓所管烈⇔、ウン柵びラットの胎務セ

用＼・て、庄殖腺の雌雄へ0郁6覇期し副、

学的殖駕0雌雄へつ郁6瞬期しの脚て、珍れ

のゑセ町道づろ二乙に1セ。房生殖嘉。あ感

覚見るのにね、月工門生殖舵・平間距雄（蘭9♪

あみ。副生殖旨しt’（駅務昂期には、『中靖確…

（w嫁）、乙中驚勇管（日管）同説1スk・ゐ・

w鰺ね胎注耳；期1二おけろ尿俳諺り王糟であな

　　　　　　　　　　q）



ヒ、乙セヒ、雄ヒ’お1うb副生殖一賜り淋し｝乙有ろ，

口槽は雌っ副庄殖賜の被し存ろ毛ので励
伽，　凌の由来．発生ヒフ＼・てld、畢i諦か醜い。

条禰醸t（密＼・ては．雌雄しむヒw管と【管り

須泉セ調べ看てしにし灸。・組織学約i二直跡づ

ろ℃ヒ毛K：腎管の直経「し下僧し在。　このよう

擁蘇越、勘去ヒ＼・く肋、の厨鱗熊があ勾
が，　そり結更｝づμすt毛一致｝’（＼・うヒ1逸名

久春＼・。　⊂の下階万一下僧起二っ仁原因セ翻

べろ疹とキ1二、ゲしん・ク二等ヒ対1’（ぐらに噺

／V多実セ加うし・うこどじ寺、）、性の発生肉ノ6

し借レ1る知識学探りる二uつt仁，なお、雄
ヒ’お＼・てり舶つヒ、W層が1雄性水1し毛一ン派存

姓であうので、これらヒ対づろ内囚性和し毛

ンリ楢・の鴇耀嬬馳ろために数顕の雄ラ
ット胎移・イし下官肉1ぐr顔衡ヒた。

　　　　　　z、材惜し力笏＼

　り男台一瞥｝しス弼ン纏で、づぺ㍗貧掬

四獣猶かう入租在キのであろ。屏長（⊂尺．

L、）1、Z㎝かB46猟急での勤修財用＼・ち．

　　　　　　　　　（z）



　ラッ！ロウ凶スダー・糸セ用’い在．交尾のi翌

日セも。1（妊娠第1日ヒ〔た。妊，娠13日ガ5

双臼急での胎／手セ用＼・在。構う勢の易磐克調べ

＝る仁反）、　妊：娠ヌリ日百に薩ラント万台ノ早り手墨書

での去勢聯〒・・、て日綬k調べた・

　紛bの言糎1ヒ1訓・姻ウシ脚下掘び蜘ラッ
ト営門で’な，袴移艮てイクロメーター免用＼’「：

禦擁顕正鋭1ド／cの計須粒！獅っ表・大言港ウ》

胎務でねメギス℃ディ／ぐ／ダーセ規v在．屠

庄殖器の4貌1有，11、鷲胎棚湘鄭緻微鏡、
夫窒庵胎／手｛つね肉印灸々．宅．て翻（すた。

　W管，γ1疹の直屍針測じは．ホく：、ウン胎

勝およ・びラント胎移で1つ、綴：躯セ．尾の巷蓼固

ミヒよ．て，w鰺告よ・ぴh冷多つ亀宜の腸鮪rし

周囲組綴し℃宅1二とりだ｛雇瞭1る秩1た・ご

れ5η嗣二三、組綴移4｝観昂｛二毛屠＼・た，

　　　　　　3、紬果．あよイドノ多癖を

　　　　　　　　　（3）



1）Pフ　ツ月台，イ耳　ヒっ　＼・’て

　酒αつ1学長ふ6伽、3、r伽上あvて、雌雄

タ殴殖器〃！続こ／報て・7鍬（椎絶月獅潮∈1

5雌雄っ後別がつ廷雁夜3ズ猟（47日）ヒ
癒うと肉眼幽ヒ毛居易に雌雄のτ3馴がフ＼・表。

生殖線〔な、組綴彰飾二三【つよれ1ず緋長z・δo肌

く41目）にあ＼・一（雌，雄1貿3別ぐれ，覇巣ヒ1つ

緒細青し閻細彬が観扉され在。づ為わ参、間

細胞か七二てか5タ／庄殖悪言×らっる弓で

。期間セ椎包胎紫で劣ウと、約4日渥れて汐ト

比殖廃にアンドロツェンの影瑠か訓ぐこ必が

和勲峠．生殖等割笠雄．で豫茎亀頭、雌

陰湿し、心頭z夜、雌一ぐ．頭端下陰籾脱皮しる

9，　主、緋口耳巴ノ蓼1て干裟旧く彦：戸『’）と看・多．　庄，

殖隆勧4、雄で惨憂賄IL雌で1づ、庄，轡右

＝のて：と，【づ、　今尋でヒ，トセはじめし｛てプタ、

　　　　　　　　　（4＞



／和っ翻《、修庵（しくにヒトの大惨后）
ね庄殖虚説じ由家づろ傷われてをた説，に君

つちく反づろむのであっ一（、つく看くと毛反

照類でね、朦唇耐碗雌蕊庄殖ピダ（しトの

バ・魚心1尋肋）に拷むのであって、生殖隆

起1弓、兇皇ト心証りう＝とか明かと有・在〃

腹ノ壁に訪越づるこ℃ね、腹髪じ勧移ち吾っ動

し恩わ軋勿。

　w管、牌多言在にフ＼・てこw鰺は民心窪で雇

長ヒωし録瞬二佐が裁ケづう．雄でね扉長に碗

じおvてw直直権．か景一小℃穿9、鼠降縁長｝4

（納沸再びw櫛η直言伽増加1た，雌で点
心長にωUoあ、・てW疹【弓須失叉た。猷，ヒカ・’5、

イ報」z伽でw勧二雌雄髪か認めら敬た。【管

14雄で面長3曲金1雛人ど直雁！弓僧力膨す、

副長ぢ、3鍬かり直心が城’レ1、体長臼翁面で

　　　　　　　　　（ピ）



櫛博砕長の増加じ搾・’て’発産した，9抹上か5

扉，良3、βωtで屑夢に雌雄差均v認力回れた・

　w管、同誌り組緬：掌的所見こ蘇長4猟亀て

は、紳長75鍬ヒおVて雌：よ1｝も明介bだく

た。鶴雄で臥つ緩，宅擁のバ二二／半ってw

管吋太く庵るか、雌では、／ヰ后L7、4忌敵か5わ

すかブっ1ヒ皮の嬉縮互柔1てゆく・養研輿。

所見力・5、ウ）・胎洛精密ヒ間細胞セ認29仁の

か、／賑z、施妖4凹）で、w勧二雌雄疹が

認りられf乞／井長75似（6旧）の瞬期に、W
鰺か緒東か5直宮イ敵ちアンドロ：ンェンリ・影

響旬愛・・†仁と角之眠ぱ、／葬・夜z，、3c飢の三期1二

認め5れ仁緒東の間細胞・がづでに了）ドロン

ェン覧有膨づろ毛のじ’すれば、間細胞・0出現’

夷・り椎に胎嶺一ヒ猶z，1日髭れてW杉llっタ三つるア

ンドロ〉エンの易響か硯・われろこし免守篤し

て＼・ち。m脇窃緋烈託夙，1冨猟の胎疹

　　　　　　　　　（の



）り初期の毛のが認め5忙老。N堵の鞍Pお
よ奮一陪Pつ発佳｛二つ＼・てね、本所禦に♂れば・

ウツ胎盗融，長t、β顔力・93、o猟者での犀辞『に

お＼、て．η膨の尾端ね、W壕ヒ密老1て共題

の茎彦膜ちもっており、最尾端1旬w層k％左

に融右t■いた．そのノ変．貸下末蜥ね噺進爾

尿生殖劉に至11色、膨置，づろ．二の所見ね・肖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ管の主点1弓W膨から肉離・乾比つるUう％

ね、融夜3ωt旬忽るあ頃にU管配管が、尿．IL殖

胴じ敦産ヨ、々Vで、雌でね珍んザん直履セ

心の嬬火が寿くi各ぼ一定であ・たカ’5、胎平

緒更かりの二言抑制囚志づ．ウ看くと毛、扉

’夜3日頃1つね、有秘閣殆ヒぐv匂し潅，v癒v

し氾われ老。

Z・）ラット月台／多にっ＼・’て

　Aq・レ妊娠16日ヒ・お＼・■ね、湾G・Dヒ差がi認

　　　　　　　　　（7）



めぢ眠寿か。ち．ての瞬期じおvて1つ．注ラ直

腺，つ・組織学掬種二二よ才uざ’．緒細擶の朗瞭存

心密二よ。て雌雄のち別かでさ、かっ1覇東

1引欄細胞力傲在函に認りられた，妊娠17日
じ密いて矛与り！（、胎・Pヒ廟寛怠た、差が認めら

間細胞が噌殖1、集団吃ゐづヒこうが大ガフ

毛．Aα・Dの雌雄差1つ妊娠1『臼か二三老じな1）、

肉眼旬毛。て毛瘍易ヒ雌雄の函別が可能しな

った。

　糾1と殖審昇貌ご外生植容ηん／61尋、妊娠18

臼二観燦ぐ久姦。雄で1つ月工門℃尿生殖口じつ

間の距離が雌」、1を温く、、尿．庄殖口は雌♂リ

毛（鰹v。4た、佳．殖隆起七雄でμか・た

　心匠畷釦、妊娠1砲し1胡工門つ両劇1ち位
置1獄、仁が、妊娠17旨に筋と尿比殖ピダ

の後方で肛門瞬ぐ厨レ位置し、尿下下ピダ

の尾側セ1れ也ようじ彦在鮪．庄殖紬皆L

佳＿殖結節ち！しリノ乾：〈よう1二7なろ。　〉乞の4後，ノ雰斐

　　　　　　　　　（6）



生殖ロの尾感応四℃の間1二生殖薩セ！弓発産

し面名中央で盛名づう。雌’で面この惟走多はあ

穿り尼産．1た＼・。　＝の隆起博、　ウ》にみけろ1

ようし，ヒ多じ煽動すう二となく、その心置り

書多∵辛修し寿看。比履発，達．’すう豫、唇じつV

て口、庵お屹輿t甘薯込すうか、⇒くなくと
セウツ℃比飯！すうし屡有・うようじ旭わ乳勿。

　N檬・u疹直履じつ＼・てこw管は、比殖腺

の面くで1焦妊娠」5日、16日では雌雄ヒもに

良く畜産／、直4径じおVて．雌雄差コづ存か。

た。妊．娠17日にお＼・一（14、雄つW感力V老1く

≠（くなろのじ対tて、雌のW捗1訓暫しんど太

く磨らなv。妊・娠16臼じなると，、雌のW膨は

極度ヒ細く痔り、虚誕R日で’弓菊失【て＼・た。

畜生彪胴レ近v所で鳳雄1っあ、＼・て、W笏ね

桓常餉仁心く看，てゆく。雌で1す妊娠」頒言

で太く庭、1糸彪けうが，妊娠」7日にお＼・ノ（、づ

でに、　W膨は鐙ヒぐらべろ、乙4函＼・，妊娠．1『臼

ト庵る巳W修の直佐か急廠ヒ城・ケL妊娠勿

日で口硝和て＼・た。N勧弓、生担腺の匠く

　　　　　　　　　G♪



でね、妊娠1ちa，16目で直姓か雌雄ヒもに肩

で口槽の須失かあ．た。妊娠】7日に1理ると・

雄1二蔚＼・て図修1粥乙左に崩塊一1て＼・仁・雌：に

あいてね、凹鰺ね雍画レ船脚1て＼・・た・

　w膨、口鰺の・組織膨勺所見・w疹ね勢娠P
日に≠ブいて、　づ・でに、　雌広彦ラント月下存で、　ジ尿一

生：殖祠レ直、て＼・仁．W疹翻胞1⇔、単層で・

狂方寿＼・L円柱状つ細胞か今厭・！τvた・淀

管セ権成プろ丸払毛記し、棲膣毛筆しかろ・

妊娠．1βaじ至。！し、雌のw膨に置下弓が見ら

瑳生1俗心セ記めた。　丹管、オ両性・し毛妊・女辰」ち日に

お＼・守肋て、縮上端、膿舶lt面の腹膜L皮

　　　　　　　　　qo）



ヒ右蛎レtて＼・た，妊娠」6日に春るヒ、　口傍ね

1ヒ端かち修脛．セ、備瓦うようしなう。口噺尾端

博、さらじ尾力ヒ，，伸・び■＼・うが、東端ねw層

に昭着iて＼・仁。一卸の材＊斗1づ、w槽力・5角

離ロ尿生殖矧二部て、・た。妊娠17日でね

煮て古論で豪物乏尿生殖胴に産八つフあ。

仁帆雄にお＼・てt勾、瞳の細月比内k、椋
ll・鮭と心火り蕨≠手性顯諦念夘数認めた。　ミ。

ア呑貝．14、　ラットトお＼・’て毛尋た、　卜1管の：主／毎

は、W膨から虜’離、産生づろしk・う言κ吃強く

女楕1てvろ。

　露胎移去嚇の髭梁こ照・Pl寸鉦血刀日に去均

した雄で、去勢日留旧縁一く痔、て＼・ろカV、

妊娠Z凹よソ短かく、同履鮒照り雄に1訓⇔う
ぬ・1二反ばた＼・。同歯含の雌1し比べ脈1ず長＼・。　）＼／

層t4去勢3る’乙、指しく細く寿り．去勢隣寺リ

セ細くな．た。組緯学納ノ観心から，W管，ヒ皮

は、背伊良く、細胞数セサなく、細胞の劣多匙

∠焦セ1客しんじ認め近かった。

　舶・D，W鰺じつ＼・’て林1二の・結黒セ尋℃りる

　　　　　　　　　qD



込、　ラ・ソト三二精更じ間御山t認めたのか妊

娠16日・で、ハ6・D，w高じ雌雄差か認り5眠ち

妊娠」7日ヒ、これらか精東，からタ旗ミtkるア

娠16日ヒー認やられた精由り間細R乞かつでにア

ンドロ》エンt夷％づろ吾のヒつれ1ず、間細
目包η出・畜力・り1日渥．しK一（、湾Crつ、　w層じ影響

が硯，われ珍二℃免急峻し「〔いた。港右、雄ラ

プト胎修の心乱じよソ、舶つ，W管が雌性／し

づろ＝℃がイミしKうし、しセ1¢、艀融及び三冠

の卵東，訓矯に二二ら｛し範産・ミ七つうアンドロ

》エンち薯衆できな＼・二・しセ年ヒ（V仁。

　h噛二っ＼・烈づ、一獅の維で畦動多肖炭が

観．雍され仁妊妬こ16日頃ヒね、3く旧く℃も胎

漏精藁からのN管抑制囚：手か痴ヨψ開始【てk・

てうヒ潅vゐVL謡われた。

　　　　　・一4、結果の髪薫、

D雌ウツのア会雇rは、刀と．庄．〃直．ヒニダ“（ヒトの1ト陰

唇に相当　）　じ由来，3；う毛　ので、　生二三縫：走多（　ヒ

ドの火陰屠ト相当）は，これ力・ら離れて発生

　　　　　　　　　qz）



t、頭彩へ勅湿てし尋う・雄1協・＼・てt往

生殖結節か頭うじ第匪レにイ申び冶乙bう粒置て酌

相’対関締力vあそ，たや1（、庄，植晩起」寸酋ヒ庄殖

ん）ラットで1な、生殖隆亀1告及生殖ピダし門

人で旛在し、雄で晦勲し創、雌二で1野坦
矛朗瞬：し存るが、働働づろこどなく、　そり巻

巷の／立置で誇在づう．　D，Z）の：所見と渥L去の

女南f旬ちわぜ冴うに、Dの疲ノしね反畠類写角

のものと鬼われわ。3）N嬉ねウツ，ラットと

セに、W層かちあ離6虫ゴしつる．　このこ℃時、

ウ引二おすう鍾特異4臆宅ので庵くて普痘的

寿毛ので’あ；うと老え，5れろ。　4）雄におけろ1汽

鰺の昆編は、m儲が、尿．比二三K潅．1■カ・り起

ころ．岡管の抑制因豹な、U層が尿二二和二

髭づう弓でld、その二丁セ発揮でモ斥vこと
力v斥峻写れ勿。づ存わち，二三づ帆ば、卜／管

ト1なこの淫乱弓で、三管抑制図手に対づう万ざ

受，1珪がたv毛のしノ考乞られろ．

q3）
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4、

ぢ、

垢4奪

、

、

生

3．観察

3）、タ1生植一窃1二雌雄差が言社め5

　淑ろ爵期

討議
Dタト生∂武器の↓控有／｛し1っっ、・て

z滑忌門生殖縮飾間距離kつい

　1ぐ

3＞陰ノ香の御淑！ニフ＼・て

4）彦致つ彰菰じつい一（
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　第1｛章　総山

　競ヒ労・プφ恩命殖后帝よイψレ生殖局の劣〆ろ

掬κ聯く凝りじぐlkてちソ，雌ヒあVノ（つ左下

熱意つ刻囲、荊レモン魚心挫で1筍叡乙い

は、ウツあよ・ぴラッL胎メ手品用…て、膨；泣訴

彦の心密へつ雲斗つ瞬瑚乙つ閻k、惨眠だげ

。ずれ伽あ多かち鋼べ勿じし若に、腫閻っ舶

羅1っっv1（綾射づ多（例二し老。タ！捗諺后の・

痴／6尾見φつにね、取四診殖，拷飾閻距雛（編

・一 ∞A頑丈I　Jiラモ餉ce）紀側定づろのか擬昇1｝…

であろ。　ま表．更誹総出鏡あよイバ肉眼によろ

タ！心心局0概藻毛膨寡・で’あ多．

　創臨急レして物稗瑚ヒね、雌雄、島’（
津屠諺（wち19壇）しナ面心修（晦H6L膨）：

菟角　1丈いわ，　Woほ8瘡1弓，胎二期1るあけ多

尿排雍η歪諺！じあφしし吾に、雄，ヒ秀ける蕩1

膨殖，届（縮修，緒質）つ告しし斥’ろ。雌一ヒお

　　　　　　　　　　（り



v如な、wd話愉飢巳二二炭してしまう。猷
llひ彪ね，雌1こお1づ・る副匡二二（卵彦，手宮ノ

か4ダ＼・）つも・し℃寿ろ毛のであ勿か、兇の痢

束し完膨kクv／ひ4異論が搾＼・。雄」てあ＼・1（

は．冷U記田噂直ノィ硝失してしまろ。フ本例輿

にあ・＼・一ぐは、雌雄し彰Kw6【舌｛嗜，ハUuひ槽

り詫1主め殉我・見診夙べわ二で！にt壱。両確屯組

織膨餉に彪断寸多めし杉【（、そ甑らの直ノ毛丸

劉定し右。

　くのよう意彪纏は．渇去に＼・ぐ5かつ所袈

報勧略ろ蹴、兇0舵果副屡すし宅一歓して
＼・勿・しね宅え，准v。ミっ様看ガー毎回喰く．

癖図媚　・↑φ℃姥に、弥り忌門に娼し

の％比如6｛つ二三多知菰菟裸め勿（沙1・し在。

寿右，厩に労v’ての形開塗殖二二閻影・干しu／・

腐雇が雄蕊ねレモン孤伽珍ぐあφので，⊂

鯛べ’ろ老19に，数顕の確ラット胎房ち多彪内

　　　　　　　　　（z）



’

（3）
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　笏乃奪　ウゴ舶／手庄殖線」二つ・・て

　　　　　　1、　はじめに

　ウウ胎仔り膨殖腺k間づう追山ね．壱くか
らフリーマー身ンし心寄琢上．〃タr数の教岩が
／手　匙　ゆへ一て　＼・rろ　 （　Ck　6㌧Fレへ　　　R　lてノ　　Ll　0　1〈L　　　R　l7／

1いいひ　n刻ノUlロe3　1rzz／　B邸。・舶　1り

Z3，鴎5…¢振　n糾，伽r5・m』　R4乙，
H久s」i陥。七。　甘　n肱，Hemトic5・茄3　R5『，

Y氏轍嫉じ垢　R6乙，　R久丁久k・≦ki　3　R64ノ茄5七

3　、ら73）．条蜘1翼ヒおけるウン胎ノ拷殖腺

。面面夢顔槻痒ね．ウシ胎房。、｝佐一三過艦セ

山べ乃例畷η一寵しして祈・侮のであウ・

あ多，

　　　　　　て．賜心し乃菰

　賜羽ね．農肉綾直：所よソ入身し表ヰ1レス／9

〆ン纏胎仔・し用＼・表。胎／手は拶屠と券影回た’だ

考ヒ豹召内よ、1玖り出し、ねレマリン固定し

た。〆崔我が5（隔より毛匁廷v月｛男チ！二つ＼・ては、

固定時腹都・し・切閉・し、す曾》カ、k固定が内卸

　　　　　　　　　（4）



づでづすむようヒし鶴鯵長力曲（猟東殆のも

のにつ＼・て賦朱知置の調固定液1二入眠勧

1｝、7ノひ、夙の／ぐラフィン薩し両切片しし　確色は

ヘマトキツリン・エオ》ン簗色マヅソン0
二皇三色寛施八た。生測線の組織学釣下網1な，

擁長1、え翫から／版3、几ω潟でとし、生殖黒

房磧り須IP記は、生殖腺の断面績セ薩長．β・ぢ碗

上のものについてね、舛0ノ猟ご℃に，生汐直月東

の左長Kわた。てラ則定／し、房種切家b在。

　　　　　　3、観察
D計須1隊下思一

　三一1，図一1，Zlし柔1ちょうk、緋重
トつ＼・て1つ、雌雄で平泉っ鋼明しし毛に増1

てゆく。雌雄毎1づ記りられた＼・。庄殖腺．今世

も扉夜。増加ヒしセに増tて避く伽、緋長7、

ヒω））雌「し韓、＼・1、雄の方が雌よりも丸であ

っち。

乙）組織学・的観駿

　　　　　　　　　（甘）辱



仇水．，劣／6摩噺期，・，㌦冠1

　鮭・長しZ，伽ミ中賄の腹，肉麿1に中靖上卸か5

屍噛し向って泉＼・台彫家っ中皮の月巴厚と1て、

彦殖腺がわすかに認2ワら耽ろ。庄殖腺の扉腔一

ヒ面し在部勿は．畜と色性の筒v円杜状の細肥

から伽1、その断面つ両蜘一層の細胞で温
血匙眠ていうが、中央．・師五二4～ら層’し、厚く

寿。！（＼・ろ。1生殖，丹灸り頭覆惰Pあ参qで1つ、　こ

　kし中曙糸雨羅η巴縁し密ゑ1て＼・仁。　（n

曾5’　｛’几’3・4）

　／葬，艮1、6畝1生殖，腺iづ発心，し，そ〆）断面1・ま

疎働ち呈過つ。・全．轟幽に律色ノ性が急く，庄：殖

腺丸盆．う表層の細膨昭、円高状で1～λ層℃

たう。その下層で1づ、同rじ心知二楕円形の細

胞’↑配列1ていろ・（砺5．ζ・6）

　応長1、βω’Uこの鍛1でね凌後ど髄笈しか
i琶別されちょうに港ろ。・髄質1つ皮後よソ律色

…1無血ヲv。生殖腺紀被う桶の細胞は、円柱

なぞ）。　補直下の1支質1つ．　6へ7ノ脅の細胞’か

　　　　　　　　　　（6）



キ寿仁1害い。同舎に、下色質の細吃七細・下男t熔

込んじ祷たんかっ在。　生州くの頭側『畔あちソ

で1ぐ、中腎細心し生殖腺耀序して制・
中市糸球舛。翻膨か綱索t勧破｛て＼・う毛り

し冠われ在．この曙驕で～勤直腺か5雌雄
セー｛3別づうこ℃喝で窒す，厚始生殖細胞や間

細胞，暑た・精索の御放キ観め后かった・（，

f｛含ラ’7・β’9’10）　　　　　　　　i
』）性肉／し1ち塒；期　　　　　　　　　　　　、

　／報乃3伽雄こ生殖腺岡、巳曲蛇4そし右i
精教蜷蘇＝さ鼠ろ・精鞄ね表層ヒ直続づろ・i

君在、生殖腺，の中1じ卸ヒあ5綱索℃七鹿一続すi

る。：緒索ね簗色・｝生が商く、　中に夫型．で早く、

舳胞，質【言詮窩で明う＼」，疎働のk窒た阿亀楕…

殊二子生殖繍包か認められ観精牽の周囲，

は、細吃が疎で、細胞質平時しん珍梼た乏い1

，線維芽細胞か嬬F劣｛し占めうが、一時1二広v｝
細胞賛セー楕・。た、比，下墨畝の≠こ，rと＼・細、吃が認

めら吐う．線維著翻吻づ、へ《トキヅレト

　　　　　　　　　1・（7）λ



良く兼寄つのじ対して、この細龍冠エオ》
ント律守り、得お、　マッソ：ンの三二重一多と色’でヒ’。

ンクし律書。在。oの細月乞が間細旋の初期・）

　痴態Z．、5C八雌こ毎長」、βωtし同橡の所見克

癒し仁。厚子生殖細胞や精1紮は認め5れ看い・

（千竪・B－4）
辞泉z、7倣雄こ馬追中には楯r細皆の称成

か認められつ．助’し屍産、嶋、・ようであ

っ．明認舶腹1二訓、　補の細心乙＝轍慌
し力噛て5れう。白腹1⇔細吃働。亥1＼・漏乎

細心肉1二／位置t，そり危じiづ存在しなk・・間

　細心一3、Z．幽雌1こつ崎糊しゐ，尺毛生心直腺，

ヒあ号1｝疲∠しが認隠りれ寿いが、助直腺1つ1つ、

気後し徽℃旬吻け勿判省の倉腹か綴靡でれ、

夜篠は屠ぐなう。雇始比殖翻影慰雌1で弓だ認

幻ち輔v・〔千19ラー5－9’乃。）

　　　　　　4、計議

　　　　　　　　　（8）



　膨飛竜つ組綴学釣親旧から，ウ》胎ノ手り圧

面線は、細断Z；、30勿Kぢ、・一て雌雄つ1う別が言忍

　9づ颪麦。　ζ二で購声皇二恩別L在獲由1な、躰

夜乃δ餉駄履、偏ぐ噂．彦殖腺に労＼・て雌雄．

ち心密づ多つK困難か剃羽はなく、扉衰z、7

醐ト寿ろし、覇青膨η励放も朗・露し寿多，こ℃

イ・あり、鵬ぐ1な．磁．夜3、z側ヒちいて壱、覇

臆意の御調が認め∋甑乃vこ・しであ・う。　ウシ

胎／手彫雍L腺、の痴の1猪糊1つ．kLe，k』iel　（n63

）ノ6レick≦・m（1脇）51つ、4嫌3r日で，
Doし5c◎㎝　　 〔　Rz3　）　　　LI　ll　le　！ラ　（　1『zz）　」タ　lr⇒．

　　　　　　　　ノ
磁心：乙乱闘　 To　5七』5　（1『7z，）i尋，誹・夜z、4

　　　　　ノ
㎝カ・5z、60’恥の閥・で知多じいて＼・多．差例弊

」・’うし隠わ眠右，

　偏膨面緯．ヒ．三綱屹掴観）9リホ表η1づ、赫2気

z・3鏑で，Ll宙¢只Rz乙鴻、露霜7、7例
か53、0側　B久5（燗　G躰3）、焦慮長3、・
　　　　　ノ
幽，丁・ラ七5（1貯z♪ね，乱心zヨ側であ弓∠

してVな所．見ギリむ卑、・暫：期吃そt一い・だ，

　　　　　　　　　（r）



　膨殖腺躍循つ多十　則で1弓、一獅（η雌吃蛛を雄

り多が1雌よリセワkでち・た。こηこしね舶券

緒東殉吻麗寿肉あ鋤亮祈逢＼・、胎／多φロ巣が・

陥彦期旬匝してほしん汝内劣郷％捗が有＼・’乙

弱臨ld¢γらqr77），　P・1ゐ5（laβo）5

の微阜吃亥緒づうセのじ弛わlkわ・

　　　　　　5、　・1・捨

1紗殖線曲目学如露力、ち，メ娠z・3例に
潴東の掬ルが魏わ》眠、同気：期1二間狗刃乞も認

りられ老．

渉免の多か鵬よソもりκ一であ・’た．

qo）



　梯う暫　ウシ舶イチ4ト膨殖后。範産ノ6玉込門肱

　　　　　殖．縮節閻距離につ＼・・て

　　　　　　1、　1づ　じめ1く

　汐卜底心．后。劣彪は、雌雄。康楽がっか橡舶

移岸期K．金腹側面で緋みから物隆し老膨殖

結膜、レ膨名臣晩セ、告よが充血膠じダつ打ク放ヒ

よリ始なみ。つ、て、斥直賜中隔ヒより搾宛

膣勇窃醗ζ収うし、煮面の排多世鯉レダ｝4、、琢

庸愚レダし肛門レダじレ吻か嵌ろ。レ1ち1言

じηしtて、ブ汐，／ヌ寿かしあ＼・て1窟房
膨彦后乱吟ll伽じづ蓋しをね，膨担締櫛1つ哀く

伸・びべ蔭葛っ勿澄し謙る陰笙亀頭し存リ1尿

膨脹レゲ｛4陰雨の外回告よか乞細し看ろ。比

殖晦勉145・くらんで陰雨ヒ方ゐ。ノ／評論肪が

秘蔵化づろし乏は．記臆細節14ノ伸面し寿V弓

な、兇η諺置に℃・び弓リ陰橡彪頭し方ろ，斥

膨嬉レダ14、船名ヒ劣・＼・／uづ一寿麦に．晦杉（修

疫し存刎効、．家娘心1創奪・乙ん沙璃戻づ多乙

Vわ賦’てV看。4在、膨殖，隆乞ね、直雇（Z

トわ火臨屠レ相あっ多セの）ヒ寿ろし＼・わ　k

　　　　　　　　　Gl）



て＼・ろ，

　4卜書一業ηあ／し1つ関・す勿報名【な、　じト（5F

久州dl略　 lr矧），ブタ（甑榊¢』εト亀　RZI・

nz4，　Rzの，／ヌ（御鰯n74，　lr7r）／
ヤヤ（Bδh噸　Ro5）ん珍の報堵セ隔子・ろか、ウ

ツし閲1・uな薔御な衆堵ち昆意い。よ禰畷1て

肴vては、ウン船移のタト疹殖一分つ麗一彦勧試ゐ

ら伽に，＼・フ（ご二うかうダト膨殖一業じ・陛易llかノ観廉

ぐしkろかセ調牟’た。

　ウシ聡脅は、復三権重所より〉＼身し雀寸1し

ス4／ン種で．・約『o！例証．用＼・仁。舶ノチ博超扉

の彦椴履在だ考ヒ超融チ修より諏1】揚し，ゆ

勿イ1レでリンで固定しセ．固定緩，誹履（頭

1殿玖，　C．rぐし，．）わよ’び准重継劉志し老。　フ＼・

甕肛戸雅’獅腰間虜磁耀11｝歓三家、P定の
墓葬は、月φ門か引タ：殖彷痴の頭側控書拝なでし

し老。巷れ、月∫門比殖，薩起間直々脚柱、記し’た。

国定り捲葬14、月工門劣、与膨殖惟を。昆劇端な

ぞしし在。距離つ劉定14、胎修の火養さしょ

　　　　　　　　　（1z）



フ／（，顕徽錬閉マ／ク1り〆！タ！秀よびブ’〆

ノぐ／ダー払ノギス0誘用レよソノ行寿・‘た・霧寺

劉綴、ウシ濾紙〃レ彦殖，后三夕！射身嫡用顕・徽鍾’

あす虫歯厚艮、つよソ観照した．つ＼・でd・ミ＼’ワ

シ心移、4兇つ参弓七声bよソ7ノ・・Mのノぞうスン

、トさ＼・ウシ胎／仔η，｝左回は、彦殖一線。組六芸6ウ

所見ヒよ。た。（認り。皇・続切片は，三眠腺

η鵬雄蕊．庭Ol穿か、畑鼠1二劣・v久毬ベカ中心

嗜あ・よ／び、ヤ晴勇修η発塗じ須玖・o編一1ζ用＼’

’た。4（4有筋移！では、多ノ吻柔膨面直威民旬兇・0弓

4｛二心して、諺の腹児職：掻菟麻去し老胎ノチノ後

うち、心移の六廷セヒ．よ。て、数教・お乏に蒙

珍し・ち，4・た、ぐヲ1つ火之かセのね、二二力多．

津晴窃香り直証の協面一切U骸し！で観心ノっ隊

／老。　二しk5ね友賓レ告＼・／て新しく庄べろ・

　　　　　　3．一寸
　彫門比殖稲脚閻膨鵜修。刎1記／直，塵門膨殖薩

　　　　　　　　　q3）



斥し仁。

1）1ト生・的ヒ宋勿ルた蘭：期

　彦殖腺。租綴洋掬靖婦．から．るた輪東・卵

東の5別カザっカ・鳶＼・％夏月であろ・

　緋ゑ1、Z側こ覇鎌、レ屍愉しの間i二、わすか

レ睦勧が認ηり眠争。　兇の中ノじ名b1て纂翠り排

多時曜膜か畑鼠づ’う。膨7彦紡痴，排多t甥彰レダじ

η頭劇で，訟側K・トさ乃6・4㌻かがあソ・こ
れ1づ雇レ多直下髭ンη初製月乏しイづ吾つであ多・　（下1

宅5・zl・zz・）

　／庄哀L6幽：鰭忘し密訴り閣レ見・ら玖在晦

4襲払1て＼・多。二〇膨殖彷痴の比端め・ら昆

核榔ヒ伺，4蕗枢栃泳迷鼠／（v勿。（の翁’つ

学割つ唯毎，脅Pめ・俳形膠じ〃“し存う・捗胆薩起・

り偽書甑1し．二眠り勧η須劇で両側ヒll・さ鳶6’

45｝＋も1て梨～oラ鼠ゐ。（チ；浄う，z3・”♪

　　　　　　　　　　q4）



　鮭辰Lqひバ賭洋し昆娘とつ間っ隆勉ね左
階が神・艮し，℃くk誕り苑端・恋明露：ヒ輿弘1

表膨殖姥痴℃たφ．　（つ崎：期ヒ杳v’（キ、　往

殖結痴っ施蜘か5彫版し向，！て蛸が声ゑ1■

査り、　二つ満り萌照射擁雍纏レダであみ．彦

雇晦起ね、膨殖髭蜘っ財η頭側で、淘劇k一

つゲ！フ認めり承ろ・（γ1卿Z5）

z）注殖！腺」二雌雄髪が誕め参乳ろ崎期

　膨諺腺つ組下悌餉所見！二二いて、三下，∫緒

御膨η勇∠じが認η5改ラう二℃じよソ，雄セ彦

別づ多く℃がで乏る．ぐく初期の岨四壁期の

キリで威覇鰹功罪二障っ郁助糖℃か5と
＼・つて、雌L判勇乙づろ（しじ困轟14’あっ’が，

屠ラ娠毛薪刺で略、覇簾，覇’劒疹の痴／6が認

めらしK二毛の1づ、聯，長：Z50助ヒ緋，夜Z、7〃ム人

上の毛のであ。く、二の犬曾で雌雄り＊1腱
ヒ間ろ観扉材料14寿く，魂の3）で睦べろ誹表

z、9伽の下剃・1づ，鍵／良z・3〃”で控殖腺っ精東

窃ルが見り面表⊂℃かち，雪下・腺っ所易力’ら

鵬であろと判曳ヒた。

　　　　　　　　　Q3）



　鮭表瓢3伽こノ能段Lρ伽り宅0し奔彦殖霧
のタ！見1し未をた違いカv認めら嵌だv八丈排地

膠しダ師画し一脈殖レダ胡工心馳ダしが
包別ぐ眠珍。く眠ヒより庄殖儲痴じ見ラ眠3

矯1づ．康応恋気し始り，尿彦：姦しダi二念弓畝

勿，　疹論稿痴〆）刷η頭劇K14．急劇に！クづ

。膨殖，睦毎のて・く5のか認　σ5娠珍．専制剤

時好殖一所鮪鋼片よソ雄じ判1註し乱し
力・L，〃1膨殖1腸つ綴磨．力’5醗雄風移ゾ1レす1る二

3）汐！三審届じ雌雄彦ゐ1・認りらしk脅崎：期

　鳥夜z、7鋤雄こ彦植結節の屍．側の尿屡殖レ

ダ1二あφ縦走づう青り乙二多に．・1・ぐな楕円

蕉η1卜私が生じ，琢誌面ロL看珍、（η言忌

殖ロ込月∫四レダ℃の間ヒ、わずがながら広徳

無線の戒心が弓冠りれカ．（f；a6．　z7、zり

　癬玖zア乙〃7雌＝尿膨植ロあよ亦広陰纏，線の

禰観め5賄v・（rlεう・刀・3・・）＝こ
1っあv4，タ！吻修局の外貌かリウ）胎／手。雌

・雄ち後別づ珍（も伽・でき勿。堤η諺，クL観か

　　　　　　　　　（、6）



5雌雄η憎い免囚ηろしろuつない・
　／鍛ヒ、⊂η畷月でld．1雌雄℃キに疹殖稲

締つ弛噺1づ昆倒1・向・！て秀幽し，膨値舵痴彦

緋1弓わすかi（力劇ヒねじ凱！（vる。焼身脆毎

η屍握1噺1つ、膨雍孝老痴っ斜幻屍劇つ向1二及人

で＼、看。（η暁期に、刑η／（雌．雄．L毛1二考レ落

が観螺きtk勿。釦却1づ．4穆画聖。勧η頭側

ぐ，未腿捲都に近4、腹諺k希っ1て秀右そ衷

それ前物机つブつ認肪幡・（宕曾ラ，規
zg，）

　誹我5、9砺雄1脈膨生じダ』【づ函老馬玄壱つる。

平して，彦秘結痴控孝Plる円イうつ斥彦担ロセ霧’

し，肛四レゲカ・ぢ尿膨殖口せ・でη間に朗瞬ゐ

広聴維線が励削ぐれ㊨。跡槍溝前控毛戸に1つ．

尿膨嬉レダη鍾側／位り毛のかVくらかβ・＜ヲ

んで、　膨殖愚痴り周回党ヒリ囲・ム。　二つも。

ね、鴉来乞夜、しみφちの乙尾わ～kゐ。屡殖隆

勧づ勿。てη曝恥二寿ゐ乙、三戸『脇直葬物間

　　　　　　　　　　（17）



膨離1つ、雄のラφ吹ヒ延べろ雌よ’1キ溶くな

つ4v勿。こ。蘭二期玉壷．膨齢看痴1弓賄葎に

伺．4事々に暴動し、雁・長の摺力既乙宅i〈そ

の動感・乞躇してゆく。（fl　3多．3！，3る，家一

Z，　劇・一3，）・，

　雁，寂3、〆吻鵬：琢膨殖猶14．虚心紬断胡工

四しの間・じ、擁形膠z魚じ多斥膨擢口L看ろ・

尿膨値じダ14＼・く肋、鯵忽つる・月工戸弓必尿比

ら、髭＼・参修轡東が認刃ら乳珍・膨感心毎博

づろが、固略：期のむ〃）よりわすかに・1・ぐ＼・・

（砺ラ・33，34’）

　ノ往，艮4、56妙齢こ肘壷晩知あ・よ依嶺1ξね．膨

殖三囲が須多に勉働づ・う⊂とbより、彦殖稽

く。琢たし殖ロロ，4クケ膨瞬右痴り牝鋪に向・

｛物厚し、吃ηつぐ屍履IDく櫨つ磁亦党見多。

捗狸稿痴捲群の乞皮毛明鱒にな珍・（鞠6．

　　　　　　　　　q8）



3よ，3∠，）

緋，良4、幽雌こ月工強暴＝漸繍昌膨山面駅

ん℃傭加1適いたの、膨殖唯彪14轟表っ彪加

に／粋v、醸し1磁に、焔心函に％直佑痴の
¢負イ喫qにr卿重力し　てゆく。　（：茅く一Z，　厘1－　3、　4・

i面置1久＼・勿。（fl　65，37’」∂・）

誹秩と、3下垂こ脇齢伽，悪血の近くヒ
癒し，膨殖感奮は、在后の毛のが正中で庖賑
して晦教っイク無党狛1い多。彦1殖稲痴捲考戸

に易5れ幽暗膨面ロね、ゐL：殖鮪痴の拓硝lk4

置づウようドなり，戯絵穂痴控多Pね閉鎖1，

吃の名筋がザηロ脚《一ワごつ℃隆セ・づ’う。

：雄の食うが雌上り毛、診かけ上1艮く易うしづう・

　緋，良し。醐雌こ彦細論引4．虚し1づ淫に些

擁近して￥勿が、雄のようヒ繭角庫右！すろ。

　　　　　　　　　qr）



℃1つ捲v。　急だ、庄殖隆起は、雄ヒくりベ非

彰1二li・ぐv・庄寒冷痴告よ殊尿挫フ直レグの形

鎚14．誹夜1曾、0伽あた1｝弓であ実り疲ノ仏が易

1う　淑；ない。　　（fl匂う．　4Z・．　43’）

ゼη口封じごっこっしした鯵惣1な須東し、庄

殖結官選卿η腹側面ね乎圭旦で，縫）線が認のら

れろ。糸鎌1つ．庄殖結痴の牝蜘考Pみ、甥工門蓼

嬬1ている・（fla，4・，）

無我78鋼雌：卿1吻画し在生殖隆セ14．
逡縮11（・須凍しかかっ1くv「う・（η8≦・44

45，）

づろ．　　（　fi曾．　　4L）

暗夜跡伽聡イ娠7ぢ側℃困ガ1品詞でわ
フiフ。　　　（　flξ｝r5．　　46；，　47，　）

　融，長9、β（凋雄1膨殖寸書1る．その％蜘（論

集彦笙亀頭℃論結して勿）泣訴vて．心心ヒ
1毎℃人でノ被われろ．　腐り4後．麓1C同楚を函ヒ

14、こり所見L同榛の撚選々守ヒ（ゆく。　（

　　　　　　　　　（z・）



f噛ラ，　49・　49，）

　誹夜io、oαM雌1上蔀唆毎目恥曝脅P心心ヒ萌

凍レし格勿。捗心心威14、わすかヒ遠谷ロ1

＼・参・（fl　35，ぎ・，5L）

　雇，夜討。佛雌こ三佐穆じダi4、二の菌糊ヒ

也ようヒなつ・（fl　3謀る）

　緋哀こB、o剛臆：旅崖殖ルダが箔kく屍髭t

彦殖結節ち博とんガ被う．（チ15、ち3，）そり形

熊ね．放融の陰雇ヒ類瓜1てづ～一），感応傷ヒ

タト膨殖雇ね菰縁型℃寿ろ。

誹！夜4∠．o醐雌，㍉方k愈愈’しダ1づ，％左ヒ彦殖

稲束・し徽、・つくし，修房しして〆）秘能イしイづ．

修幽弓唯飽し色彰備考あ、Lゑ膨臨池う。
（　丁二13　，』；4，）

　　　　　　4．封議’

　〃ト豚錫に間づ乃払置の観聯課なら’びk．

メk一几，固一3、にあげを針測値絢、弼て．
ウシ胎移タト鼠害彩の吻ノじ；期・乞D　十鋤勺仁柔勿

幽鯛考槻z）膨殖腺ゆ肺諺期．3）タ捗・

　　　　　　　　　（Z4）



担后り性坊巡回．のう瑚ヒ夫別づろこ℃がで

建窯，賜刈り観固し也娩別で鳳注植線が組

轍膨餉K見て、緒東じ毛卵巣しキ判別がフか
凍蘭：期ね、緋考、z、Ooパ酌悟るで1乙氾フbオ（ゐ。

　誹哀しんω、ヒあへ・一（、認可霜融・つ励能は．

彦砂、乙｛■1なつさluな＼・孝耗た唯莚で，ヰ

吏に塘膜裸つ斗彬康応膜丸有雲紙1くづぞた＼’・

＝り隆毎ね、！物ゐ眼頭イ則り庄司紬二二屍・頭夏｝1の

凍彦禧レダ，あ・よ・び肛門じダにわか4（，膨循

晦御ま，（れ、い捌K、脇珍晶晶η4籾頭側ヒ

悪評づ珍．　ヒ4ヒ、膨殖唯毎の％注雇置か．

（のようにす減てベフうて℃ね．　じ・トィしはじxフ

ヒづカゐ種動物％勝につvての・今4でり先人

の弓6徽覧1二【な　なv毛のであね．

　生殖腺の組織学掬航見！ぐ，精孫の励旗→し見

ろ誹茨zO（凋粒η晴：期！じ14、崖埴腺一1二よ・1（

雌雄の判別布／ぐき・ろに毛かからわづ“．タト庄殖

あり。　よ。！ぐ、％角ね．　この賄瑚・吃膨殖線の

・修あノじ瑚し【てわけイヒ4フて“！めフう。

　　　　　　　　　（zz♪



　藩我Z、7例1二吃っ1て．雄．にわ＼・1て、尿彦〃直

融く欄嫁の修しし1久の原湯気・が念じ，
これから屍．側方向の肛門しダヒかけ！ζ．わす

か斉がらム陰鶴の肴φ旗が諺旭やられ責。雌に

伽・4口．これ与の盤面1な肩らフ挺な・りで，

二の二七揮．辮面面彩つ外虜％売’り雄しして移

燭県で朗かヒ庭っ表．
　林崎、ノト膨殖，彩のん貌、し，肛門膨穆骸櫛間

彫覇画く幽し！（、雌雄の秀が顕嘉し毒ろ！矛で

の雌雄袖への窃ル例観瑚（σ七f副P¢ト
io6　）し％灸ちれラう。鉢イ、外心二一腸つ殆葎

Kっv！（種訓・免雨気φ．

1）月チ四捗狙品詞間距離（久〃・9θ御｝甑1　♂；％

久！ηo｛乙）につい1（．

　一班に．胎忍耐鮪／しヒおv4ね．10の動
筋纏ヒ査＼・梁毛．者ず捗雍腺の三三が纏ニク乞・づ

勿。捗殖’腕14、膨諺雌毎（80痴モα1　レiJ8e）

ヒ刎痛し表原始膨殖翻脇のもつ重膨・！的性ヒよ

　　　　　　　　　　（z3）



つ1
ﾄ、緒東あφV熔．卵巣1し掬冗しづ・う肩ン命セ

毛っ。勧劾｛っ4～・け勿膨多直線の坊イじヒわwて1守ド

／級に痛巣の郊じの多が二七のあるよソ

煮し蔚、1ぞあろ。雌の彪殖届森が赤し多ンノ依1

毛ン蘇右・珍！rあ二二創フち雄1紬Wて1窃

多の窃％ト」ソ．肉ゆ七二帰劣彦二二か痴メ仏、
し　1て拶〒く　（r壬）・多七　　｛乙～61　♪o　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　膨診縢。あル｝シ舵＼・て毎二ろw61まf方多，鵬；

R｛レト槽り功オじ吋鋤物1つより砂ケ髪庵るが．ウi

シの捗吻ルレフVてね，⑰多七5qgZ乙）ね，　i

尋ず，場修腺（覇菓へ）の郊ωるつづVて，
尿直曲の彩威，月少門膨殖瀦痴間膨雛り彪加と，

V『プ恒レ勇肥づう抄して＼・ゐ。恥ウ七5ぐlqzる

）が多う序品『娃！須鋳看二間距雪下丁，歩彦の多が雌i

よ、彫長く写るηゆ船灘47日ノ疎夜3．る圃

ぶり毛・や〃箔v賄瑚じあ老珍。　しくかし，寒砺

　　　　　　　　　Cz4）



畷一。の増森担燈の　観心でぱ，応長乃7伽（推

妃胎謙44日）の釣棚卜聯修が　観雍ぐれ，この

てし1言、影円膨殖，紡耐雪膨箱彦り’彪伽が始弓勿

贈ぼあ。て，先1嘱べ甘ラ、（一つの1餌
期し、て特痢二心・すろ。oれ1な，覇東じ閻勧

膨が出硯！づφ崎糊，／フ響り，舛哀Z、3個，（

携乾面心41日）に非幣レ擁匝ヒ（労り，て「・う毛

（回茜）が斥摘し1ヒような、IL殖腺力・5蕗湘

セの陰℃・捗〃」メ6が産八・，しいラ蕨レ屯膨すし七

女物し呑℃毛0であな。
ス）　陰雇の呼勿論i二つ、・て，

　隔酩』¢ト9q制）翻期の歯応で，ブタ
kあ1ケろ陰雇14，じトの1卜陰子（双疹殖6ダ

由衣）翻心の論りで，じトの火回弓（彦殖
唯毎由衣）k相当づうも／のね、須攻レで1尋

彫1捗瑚1（づ（陰面1つ膨ラ鉾晦応力’ら確1つ形笏（ぐれ

物が，無益心癖，錯乱修ノ菰／薩Zがうレフれ

4，昂例じ／作られ右≠晦彦1つ衆募1二は。をリ

　　　　　　　　　（zき）



、ししたく寿・う℃弓＼・直1てvタう・Rα仕e！ハqr

49）はこしk心後1ナて，フ“タで！寸．斥一彦殖じダ

1つ、1、金工し寿リ。注殖・唯を14火陰線に寿’ろ乙

比覧べた。・

　一応滋雨レ鰯（n79）！言，／スの陰房

しl！（辱勿。　しかし，尿彦殖じダがUりよ：う

ヒ寿勿ガヒっ＼・てね．秀明確つ省巷に1てv

φ．（れ威臨い（Fト・舶，H鱒。』。ト31豚

う三囲旛，づたわち彦根隆起に幽家1す多もり

’であ匂℃vう昆解℃！敏1てv多。

　ヤギ（脳醐lq・ぢ）でね，脇雛．魚朗雛
瑚b須訂し，；親1ク見，ちれヵ彦ノ珍は、房L膨ラ彦6’

4“1二由泉づ巧七の！じあ多℃rさ去てL・φ・

でK1じトで＼・う火，陰．房（注，二二雌、起由桑．フし寿

勿もの1蕨ン乞ヒ窮次づ多初であり，ウ》の
陰藷ぐ陰戸『）1つ．斥．膨殖．じダカ・5毘産し先毛

ので’あ珍（・し吃明力・にイ八！しV・づク。　こη気ヤ

　　　　　　　　　（ズの



心気Bδh繊　no5）についての考険岩℃一致づゐ

雇威七二減じダ三二！cあ多しvう説力“亥椅

ぐ既ろ。試植隆葱1つ1旦時励放ざしkるが，惨、

漁遠近づつし博多瓦，っvヒ彦壱づ多（℃セ

つなく．　しかも膨雍結団ぐ陰縁℃方φモの♪カ、

5離心て頭劇へ℃脈動1す多・》U’（・ワ＼’に

1つ須琢、1／〈lrきう毛ので’あ勿・

3＞感激の勧八’ヒ7＼・て．

　陰薮ヒっ＼・一いな．舵の動物纏（κヌ’fv鏑

ラ1鰯ノブタ，H醐。』¢トqnμ，ヤギ’

で弓わ敢1で＼・ゐ通．、），彦穆醗毎由卑であ・1（、

レト（多ρ卿｛よ酬含　19乃1）し一致tてvた・

秀所部・ら．ウシ1二制禰二階臨巳の出吻づ、
，ノ注哀1、：乙画の瞬：期であり，彦ヲ直隆彰が，・雄ヒ

賄県肩であっ・た，

4）、　セL：夜のイ〃ガ×1るっ＼・！し

　　　　　　　　　（Z，7）



雄如な、〆娠3、令伽り＝うに庄玖鰍う纏都

の砲加じ搾るつ久閉窪し丞り、緋夜臥6ωノ位

の左。ノ崔・尾i低し人が搬，て1｛｝う。雌で1つ、非

痴℃つ境一掴わからたい。飼老っ二才ヒつv

く威古無く原二丈レ柏っ由肥する毛ので
あろし鬼わ：れ在。

当λ乳蔦の晶晶1二つ＼・て

　急ぐ1つ、膨殖稲痴が頭側へし吻動づろた均．

心置づろ。雌ぐ1つ、二三縮櫛の物動が寿く，

この鍛側の脇壁1二絃翻庖てれ【告嚇切
富加1っノ伴寿う相二心二物働1回忌リ，1雌雄／C琢

、伽レ見高紡、肋影鉤づ、雌の矛が鐙よソ
セ多レζし4レ気、しの間隔毛払く，着典の脅し彦と

去ろべぐ、晩毎ヒし＼・在。

　　　　　　k．・卜括

　　　　　　　　　（乙の



1）タト場殖后砺擁痴ル1つメ蔽z7伽で，雄
トあ・v久、月工戸『し募膨殖一口℃の間1るわすかな

参審尋垂i線η硝猷が認～oられう葦・，縮円働の琢，

彦殖口が認りり駄ろ落・殉・5雄・dll喧zで窓、雌1

にあ・＼・！いづ、二甑・d昏ぼ同騎叱り毛っヒ、払

託の角昆・絶認めう（・し1つで養彦悔寸。⊂れ艦づ．

恥四庄殖結痴間距嶺彦じ雌雄弟が認みつらこk多玉去

z）陰子覇飾弓、琢冷冷レダ影トη覇卜吃
雇1湘当）1弓・斥膨面じダか嘱色Ψへ久・瀦自i

し耽臆し，緋夜の彪欲ししセに、薪クに頭’側｝

1二存ろあ彦リで見畠に須継て飼う。寸たi
わち、ウシ1二おける陰尾1弓及彦殖レダに由来：

1！（v嚢。この二め14、8δh荊（Rok）ηマギ；

’での所見，℃／敏し’（お1）、他の動ノ物し屡寿る

．反書類ノ特廟のし恩われ壱．　　　　　　　　　i

（z9♪
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（℃．じ♂り兇汰が維痛感秩づう。　しかし，雌～

，で時，W修口丞墨画炭づ㍗（丁。5・し　R61／　Pト

｝じe．しP蜘久し㏄ke．ト　lq協　）。　N修！づ、胎移

緒柔力り掬％〈此珍凶冷抑剃囚み1二より、雄

の列槽1守昆所轄庚づ・う（To多50　1　q7【久，』一『

7z）．雌で14、牌i蝿祷発窪寸φ（蕊三七
愚q4マ，　R61）。鼻」二つよう1く、　w堵月寒1⇔上

賓ン0・7シドロツェン物日瘡柳回田多レ苦ワあ

み／超η聖1鋳期旬境ヒして細船・ちは多占劾Y

魚ニカ。

　奔L例畷14．ウシ陥イ写丁子v，卜1杉1）菱ン星洛

ちびに，縄，瞳の聡く1ニクvく／生り彪

針須1レ彦力て匹レよリ，＼・つでわ方うW堵，”

確レ移あノ仏が妬癬ζ此力・カ’党看周べ托．

　　　　　　z，耕新し矛菰

／ン酒盛蛮篠玖隷属醐・5zl乙磁での毛

　　　　　　　　　　（3D



1な房鮭し雪線夷だ引て多¢差り〕恥、）齢1寸1し

修ヒつv！しは．固定哨，腹鋒レ切開莞1創びこ

ようじし，ち働索橘の毛ηじOb4は、非至
論の初破，液1つ入れ在，固礁，ヰオ羊物房

4ッソンη多’多律｛多々／幡三つt乍・σ火き庵ウ

顧綴起用4／ワワメ／’タ／妬用いて斎っ在．

劉定獅診は働殖痴話廟噺が，w嗜，門槽じ有

1雌擁・1し・｛多馴し毛。

　　　　　　　　　（3z，）
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多吻1レ瞬／4＼嗜．中齢し物痔＼隙意の
W縫御剣r4，・やはり，美直な五多形の尋田園乞／て’●、

伽諺修60豊移寿津虜の翻膨かを多∠z並んで

＼・九⊂砺ラ・7・，7／・π，73）

　紳亥z、3酬lw堵り歯並砺dを、雌雄し毛に

鮭御、7副の毛のじ痩わら寿＼・，

　階表み7（凋こW権、守ヰ靖・o屍．側蜘じ密…（、

マ賭組繍iギの槽・し1！くで1を毒く、一つの膨旨

し／し融ラー！す珍。　＝の　肖糊ムk瞬、脅・秩の・彪慰し

中点り直所【二し壱脅つべ開瞬含幽し亘り。二

の砿・i匹1也w纈に，中潮つ・5鶴緑色蝋引1で、

彫短鼠彰廟昂冶咽痛レくい麦。二の瞬瑚ム勝｛

1クw耀し佑殖姦）多蜘節が君ゑ1す5二℃14認η

られ寿＼・。民事、崔材羽14擁1ぐあ・多・が，二η

頃瑚あ仁1｝で雌雄りw聴力・り尿諺・が騰れ、撚

匂し首1鷺イ則の斥佑殖’瑚、寸毒わち，將率の霧

細し關1コ1べv表・（穐，7／）

　／彪紹伽短の飾瑚こw管細乾感，【管の蟹

創移協ち噂＼・て頭側粥篤イ則の面心植

　　　　　　　　　（36）



豊溶溶細月乞かう万又’ワ、　きうん’乙しf三幅別立希

し・（＼・お．　（チ｛3ラ，74一βo，βZ，β3♪

　、敗血4働／位のE肖：期こ上柳のW棲は、雌雄ヒ

毛｛二直経の繊サか認～0られう。　この獅つw！壱

η塁，府は、雌でこり修が感心づ・う祷・艮1：乙（遠慮

ね、匝に雌下し毛ヒ太く看うようであろ。（

宕aラ，β4，6与，96）

　ノ奔長ら。州／位の晴：期こ頭イ則・9上御ヒおけ多w

鰺ねミ5に直．雁しが巧麻ケ［・（点く9　しかし、下

獅のw物4鹸直増、てウく，w嗜細乞1な、
ヤ崎・1準層の弘多彫旬し右命朗乞一ぐをちんしし

表配列イし煮【一（k・た。これ5w疹り組織！像1弓

雌1無し右同様でわ・右・　（旨旨多，87，69）

　皆紅6一位の時期こ上脅ηW励4同糠ヒ直
4易が粉一サiてウ＜．　〔かし、て脅のW》で口、

毛子で挺り断面1つ三細多雨呈はくう。雌で
14楕円琳でわっ右。書だ、　この獅のw槽細胞

【づ、1雄：で【づ背が傷＼・の｛二1灸し，　雌：で腱遜く、

　　　　　　　　　（37）



書ラ，9・・93♪

　雁二軸7乙凧イ立の鮪二期＝この蜻て期に存うと、　下

獅のW膨＠雄のうが雌よ、）毛去く雌罐の差が

認のら、k在．雄でね、　w癒の外側ヒ精豪の嫌

基穿㊧泊一対認妨峠・雌でt仁眠t弓認り
られ寿ゐ・っ客．雌雄し毛感応ね二の二期ヒな

うし箔1く露煮tて＼・ち・　（予隔5，雄こ94・
9とrノ　　雌こ・　97／’．91多・ノ

　辞玖¢幽紅の時斯擁PのW瘡で1筍、注意

まし，W膨掴胸噂層で立ラ働であφが．背

吃もつ・（、・在。雌で1つ，　wκ多1づ忌凝し｛なじめ、

吃の・劒胞薇1つと柳Wゐ彦η毛のに麺孤1て、・右．

（flqう，97，　／0／）

　届｝哀『伽／＠の頃：期＝雌雄の碁客5w諺；ねせう

ヒ且」行し直．梶・が非彰ヒ4田く寿っ！（＼・査。　1r獅

　　　　　　　　　　（38）



ηW管1つ、雄τ口あ急1｝後引し陪見5・kな＼・が

雌では、W権が非常に細く、直4径じ潮ける雌

雄獅備しく鶴てk・た・（聯，／・る・／0

4）

　町長1Z，伽／位の崎期こ雌の㌧べ！壱1倉，　上獅0卵

菓罰ね蘭噂勇毎，ゑび腹・付直のゲ1レトナ

ー嗜腫旬猿【て卸k、て＼・た，雄のw槽ね、

この竪襟1二景・トした・1細＼・，し力’し、f群で

ゆ直梶がわすか1二去4みろようである・（千l

aう’／・9’1・9）

　鮭鱒！4働，zl伽イ立り噺期＝．ヒ獅の雄w管d、

この1矯最前か5角’び直4径．が・喀卜し太く．有，て夕

く。w層細胞｛4、指り・低v立ち形の細心で、

〃0，　〃！　）

：乙）凶嫁ヒっ＼・て

　届琴艮1、：乙旨い凹権1っ、上・卸中騎・っ世外・倒永

徊，申騎宅中腎・種紙膜靭第℃η附箔卿、；後多ヒ．

中皮のわずか有月三軒℃tて。叶露国り5れ考　。

ミ嬬四、中賭覧破っ4＼・ろ彬っ中んくう

　　　　　　　　　（3r）



ギ、佃胞が円牡探・じ，梨色性郁鳥く、密だ鶴

坐り船守づ・《隔5，誌’焔）

　砂，長！、6ω、こ中事℃、ヤ賭横隔膜勧昂℃の村

箔御4後多1つ見り曙tち中皮つ肥’房・tづ、さ51つ勉

齢て4へ与層の息筋む・り庵1｝，律色姓が角

く女専し一て単球セ1塗寸心。明瞭ヒ申購より毛

擁起tヰ史が陥凹tて劃，この獅1つ將来η
凶修の腹諺細越脅（卜1孝のしたう卿菊℃！兎わ

れつ・　（宿aう’右9－69）

　緋岐溺囲こヰ疫の解厚が見与れ儲争伽づ、

朗鹸三千（目鏑）しして繍さ眠、万規．則寿

配万1翫イづ細胞で蜘搬敗ていろ。この場り

屍ノ則1つ1つ，同・様ヒ煮恭ち星1仁弄愚直寿配ヲ11

竹づ繍乞群弁のら柄。この毛の1弓，島中
でわすわ一ヒ膨晶々／泊づろが，そθ屍劇1つ再び’

閉じて＼・て．前生繍修群で構勲M℃仁。
卜1膨ねW層＝じ左塚乞セ．直、1（擁1てVろ’が，註

2ラ’　　70　－　75　）

　結長z、3個こ二の菌糊の岡物づ、【矯の昆

　　　　　　　　　（4の



ノ倒・じ諺睡旬角し、草彪の円牡魚皮bより謡わ

れ1ぐvろ。　この也14燐毛1・β（凋のもつ℃i呑℃

ん℃匁わりるV。　しかし，　ミの瞬期に生殖ハ東

、ρ尋且緬’営函線潔か5雌雄の率い定が可能’し看う

が，　口槽1づ雌雄し七し同橡乃・％動丸年kて＼・

ラう。

　ノ辱表3瞬鉤三期ここの春期の口翁ld、誌
御溺伽，几、5働し壌た、｝、単層の円柱上皮

で形疲さ娘Vう。弓右、彫靹膚ち、トさく

寿ろ。この晦庇口働嫡し肪叡山k歪1隆づう
か、尿庄殖ラ同。イ髄一で1調ぢ乱言聞多放セれ

一（お・9す、亨し更性でw層℃拷旛している。召

おこり馬面にq、た力・ヒ岡嬉か万し比勿出羽k虚

して＼惰＼・材料セ認められ，N槽の泥制端1つ

w槽ヒ密ジ自虚誕11＼・た。N諮り走ノ〒づ、づ

す国画がL獅ヰ賄り腹心ノ則k勝：在し、屍，穆1ヒ

伺うqだいヒW膨，ウ堵の腹心1つ物出し、
中嘱の紳　蜘り・ら時、出動囎η腹側かウ
r『側に位記づろぎ；うヒなり，尿住．殖ラ祠1つ角っ

て＝の喝名w管の内側ちを祈11ろ。雌雄っ間

　　　　　　　　　（4D



じ庵秀ね認められ有いP（f崎う，四一βo・β／・

6乃，93）

　鮭夜4ご扁立の菌期こ二の爵糊iこな。てよう

和く「り惰1仁雌雄海が認りられ勿。

　雄・℃口u膨っ画父上1昏じんど後わう痔＼’・

弓・ち組織／面喰、緋ゑ3働・位のちのと急ぐ肩糠

でわ・伝（通う，64・βの　　　・
　雌でゆ口崎の直硯か彪加tてvち。雌でね
この日考案駄面，鋳泉の偽煎じ焼クてU惰ね古

くなって退く。h修η細胞ね皇ヌそ／こンち応
じ、4ち、トへ鰺の痢．乞イし面じ弟庵の｝巧杉並汝

さ二　　・）　ブ｝　　つ　　／し　＼＞　f三。　　　（　千｛告ろ，　　乏う6／　　｛多9／　　　93！　　　97・

／・／，／04，／o惹一／ρ71／09，　）

　一般ヒ凶槽ね、穿吃り獅／位で直4象時糊く、

中靖の屍，昆劇づ寿わち1牛騎鼠雁靭帯か附ゑづ

う獅財力・5をわ”ス直直が太く庵ろ・ぞた、

h嫁口塚蛇卵1っ直ぐ庵ろZ、函箔か庖右し
’て一盛η壕1乙脅り，尿比殖，瑚の直前で再！びを

右し儲陥か雌で朝室ヒ雄で1守首障脇1＼室

　　　　　　　　　（4乃）



に有る獅勾し思われお・ぐη野，％，％2
　陣杉（ち側駄復こ≠珪の上獅凶槽に｛艮所・像・が認

仁博槽月豊のない壱の，須塚しし’てk・うモつがノ観

り、上皮の葡さ’が繊’七し，内腔が須快して、

誠フおし夜・細胞は上皮尾象・｝囹也線維箏・細胞

η輪で級られつようじ見憎しろ。激；死・細胞け1出

し人が脅血しなb。髭で口、この須炭母纏か

働紅巷でヒ蹄勧h矯の一考匿格衆の点点腺
，1一室．℃存ろ面心克蕨して他，ねづぺて須厚しづ1う。

（千崎ら，β7，％，9・・9／，9Z，94’9ζ・99・

／oo　　／OZ・ノ　／oJノ　）
　　／
　　　　　　4，出講
Dw管η須彩」1しつ＼・て

脇4雌雄、しちに中購の鍬〒じ梓って直梶ち藏
サt・（ゆく。雄でねw修の直ノ星力㌧毎長1：乙（踊・位

で昂d・し春ツ，僻長」4伽欣から再1び髭酌ロ｛ね

　　　　　　　　　（43）



じり払雌痴話／勧z幽！位で楕痙の思量レ体，

画しけ一槽点し1て直城づう帝腕免薪、回

吃0左辰が須脚セ。と獅のW壕で時薩泉IZ
ωヘメ豆省で，雌雄の間ヒ朗曜な葦が認め5れ遇

い。　て眠に対し，下之（棄し比殖国財也く）W傍

セ毎購尋つる℃、鮭・良4伽厘からW管が太くな

看区民ヒあり．牽庵のう⊃多し疫ガリ円柱恭ヒ
フ讐っ一てくる。　／を長70胤イL豆，1二〆なる・乙二4フ毛…｝3グ）＼へ／

柄多ね雌のものよリ太く7きり、ノ差乏し9㎝ノ位11じV

謡う詰論1二洛つた．購最初胞毛この時＝期ヒ

・貨が融くなり．律色性毛彪1ていうが、雌で

口直ヒ、」民生の短編「細雨よう』倉う・寸右

わぢ，七卸の噛鋸1驚卑く’f獅のw杉ヒ雌
雄毒擁由れろわ→である．噛多の硝切口、

．戸閉で獅で屡みりて、・ち．丁。5七q脇）応

の髪離力吟，胎樗の粕東＋1し毛ン1つ樽動座官

ヒ’劉1て、溢血血免イ「tてんの〆宿用ゲ負迅ぐの

でんく、組繊肉セ獲薩づうことヒよリ・紀の雌

　　　　　　　　　（44♪



朝脅露罐マンドロ》エシの作用旬後けにく
くあXじ％：期が就くれうししてVろ。秀厨震で’

蔚、　W1蜜ヒタ寸tてヒ｝、三雲のム冨’3つ’シドロ

》エ）の影響が、覇凱’の影離が乏い下毛やの

W槽、二多しヒ現わ眠セニL｛づ・To　6七d『竺3）’

甑じし武γレe朕lq　60）らがvうように・緒藁7

＞ドロ》エンか組織1髪透ノ陛で，精東力’3’離甑

ち届官ヒ義じあ／ピ・イゴ産＼・℃＼・う見心耳じ玖づろも

のであ，た。

　W臆ね縮」菓よリ有ヨじされう了ンドと1》エン

し友配・さ：ψL・うY〆ミ己へ（＝Ibヶし　　lqち3／　Pト1じe≒5

1嘱）、このアンド・男ン血塗メ備東の闇
・細胞力・ら有稚さ甑ろ・し～Cわ畝1て」・てう（ト｛｛伽i

箏　【q61！　Hl七⊃・eノ頴。）y、　　lql〆る！　13久liUe〆　3　1q64）。

なくて毛須炭3rうしいわ湿ている（遍vlレ0
’Toう七　　　　1（λ47，　　レh　　vl七ト。　　　　PトiCe　　3　　　　1（そ6ζノ　　1『

∠7）。渉爾駅の所見力・5、ウツ胎／備勲二間

細胞免認め色のが，扉．敦z・3働（認定舶梯41

日）でlW鰺1二麟差が召乙め5敷雀の’カ“7・よ

　　　　　　　　　（43）



側（椎心血骸61日つ一ぐあう。3な」bち、w管

W疹力持菓力・5虜鋤されるマンドロ》エ）の

面謝克髪叶仁毛の若％逸れば、巷た、碑泉Z・

3醐0萌篁日ヒ認め今眠仁心繍勧吋でヒフン
ドロツェン吃有課してVうもの・乙3眠ば’、悶

細吃の出脳力つ椎兇胎鹸で約z田淫績・W
瞳に耐づう7ンドロ》エンの易響が後，の歌ろ

く℃が斥峻’されち。

乙）i「構の：乾｝圭につ＼・て

ωn惰腹．虚空安穏名黛（n…劾）4）紀注．

　扉表μ幽，ト6伽の胎修の観察から，中

耐殆御〃後乃で、ヰ篭覚被う中皮っ肥厚しして

暇劾矛磁土の毛のが認めら点在．本禰駅でば

肖矯の範生ねW点しη密箔庖壱が郁・こ・乙か

ら，　rさ手し、〆也ヒi’り翁衆．庄の誘囚セ／雪天’で窒な

介づだことみYご力・ら、　こη紀生1つ、　季賜免薇

う中塗が、舵省し肥琢寸ろ＝宅ヒよ・て勧’う右

の、乙傷ラー、P¢「し（うト6　q『zβ），臼／肥ト毬（R61

　　　　　　　　　　（46）



）　ら　0　貝ノ角昂・し　一　油女　t　イも。　　一∂　く　た「　〈　’乙　毛　，　　κoじ』：

6　　（　12，qzノ）　，　H（λドヒ　（　｝90z　），　R伏し1（　iqo4）　歩

の㌔・う前忙裏か5紀比づろしいう見解は、箔

彪の所見旧劇心しなbものと長腰う。

のN嫁っキ考P盛・よ・びf獅つ発比

　凶塘の菱／生、つ｝づ論多党ノかあフ’た。　寸なわち、

D中眉ヒ沿・てu矯が屍乃1二伸び，面容か5
屍．うじ偏か・て按第1ジ閉’鎖｛て嗜℃なろ（面

素じhe七5　i臼35）。z）三層がw層℃中嘱擬餌

しの間の闘充織中肋虫匂ヒ下博して尿　と殖羽

ヒ琶つる（耗ilx　lrlz・N＆8θi16叙．B儀｛《・賦

し3　13ワ9．　B久状e．L　lq　31；，駄話f【e不　R摺

）。　3）W嗜から勿劇乾～とつづう（（≒レ晦w久ld　l9

3了，　R41）。’な℃でち3＞。本；御輿に5れレざ、

ウシ胎修磁哀L9側から3、o例粒名での材判

ヒ叡・て、凶熱り屍蜘りW鋤て奮多し，昂屍

蜘頃W壕ヒー％皇ヒ島蜜右1■いた。吃の綾，岡

》牽蜘な噺直角ヒW爪判劣離して、つ＼・ヒ

ね隠隠1粥1ヒ尿生殖羽ヒκ置づ多，二の所
見，り．　岡傍の先ノわづw堵力・5あ剰見庄するz
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いう億万豚友偽づろ毛のである・
3）肖嗜の須・〕良ヒ⊃フ＼・久

　扉夜3、R㎝、ぐら・co爵期に、r「管直経ヒ雌

m椿の直雁榔報の金儲／生なって増してゆ

セ示羽子いる弓、心身5（鋼・位になるOうか5

められろ。そ1て、鱗長r伽位ヒ寿ろ乙，一

｝ト望ヒ亙る多P有義ノ残＼てi＞1管が霜露bわた・

今四所須庚が始葛り，・私説ヒその退ノ〒がゴ犀ノ側

へ℃直話のであう．づ色、峰の彫蘭炭d
凶楠が尿珪3団団に産弍、U層が兜・塗ヒ毘箆一し

てカ・ら起しつユいた．「『嗜qづ緒巣，力・5あ秘さ

れう図管抑制因引二より麺役恥ているひ’
われ’ていワう（丁。弐　 1953，　R6P。葦ち、　こ

　　　　　　　　　（48）



ラ修さ眠る’し毛＼・われて＼・る（＝∫。～501R71（λ・

レ）。雌グ）口僅は、卵東セ隙去し1キ二二の

雌・し残わりなく発二二，つる（＝∫；05七　n47）。こ

れ5のこ・しから，　1・／疹1二雌雄髪：か観のら身しる

H著期tは一でヒ雄の賄豹津練力・3のU管

辮咽手の影繹三七惣、・るわけである．よ
うづr｝に．ウツ舶イ5一ピンさ・・いて、3くなく℃毛

オ報」R伽ム人前に胎／嚇・巣か3二黒P制因各

の幽雅か始巷。ているこ℃が柔峻」さし脈。

3川管の感激について

　：雄凶嗜の左泉一か須戻3うの｝言、・鉾長qc撒粒

の爵期℃上考Pの日釦植烈⇔、月層の履膣

閣ロ部見糧伽て＼・相野の一寸か磯ろのあ
であっ托。この壱の‘甑精東垂℃吟β鋼矯の

置；残’ノ物b：相思づうセのであうう。Blうう。猶me七七

t　⊂回z4）も、　ウツ胎〆5’でモ」しが二外し月包しし

てバ蘇奴・餉粒の畑＝このようだもの免認めπ

紀・る。このこ℃tづ三つ鋤物しつ・・てセ報壱さ

畝ノ（いbぐし久3餉』伏（弘¢　199z’．　P¢色ト5　！R瑚ノ

5噸4鉢久引レ久」灰。　Rζ3♪。る在、丁多Pり塚しz圭

　　　　　　　　　（4臼）



七道寸血でtづ、格緬位記｝1・’室必なる毛の℃

思われ・う「4層つ琶む薇’かあるガv’，こ賦1＝つい「し

ピ彪面・・調・1宣し為かっマらので’1’0・さりkない・

硯虜でね、輸i．腺」L室1つ、N嫁由泉’しいう説

（不裾捌×166∂．喝e－R・9，レ・w5周忌
に，，肱七～o納　1q移）の13かに、屈し生．多雨凋二二

ト．十レ㌔』5｝q61）もある。

　　　　　　ち、1）、括

D》＼1管1＝ついて

　W管に雌雄髪、が認め5」k・う〆）・が〆牟’長7c・m∠立

の時装目であ9一面忘の間細胞出硯力ぐ糠長又・3

醐であう．この間細胞か3リアンドロ》ンか
虜ラ1邑さ眠ている・し3う℃．間を三月包が出話して

から惟窟L胎撮で豹z，｛日髭託て、W修ビア｝ド

ロツ｝の影響か瞬ぐこ切回唆さ藪乱蘇、

細い認り》岨仁しし一緒巣ひ9のねしじ
が後証ン駐で、精読か5匿く離臥ていう届官｛5

℃有／6が径い・しいう診兇イし支皆してい看かフた．

　　　　　　　　　（お・）



乙）「「筒について

　レ／晴ゆW崎から分雫llし、晃箆して4「：くもの

であう。

　【惰。須長1つ、口壕ヒ雌雄髪が認め5航ろ

オ娠3、r醐厄の賄婁用つはつでに箱鄭～の
｝「層抑制因苓の分ラ罎か始書・て＼・るもの℃思

わ4～セL。

（引）



悌ぢ章　ラット胎修庄殖腺！二つ＼’て

　　　　　　1、　は　じめに

　ラット胎修η膨二二っ初熊彰珍ラ三下1窃づ

で1二報旧派う（丁・ト吟lq　4ら．蕊6七彫Z・

仇）。≠一爾収は、ラットり胎陸期1二宙りろ、三

島ル点薬イし翻ベヵ所輿の！孫レし1（、ラット

心移の煮魚腺の澗期忌み弓ろ掬・仏全顎吃観犀

扉，

　　　　　　z、材孝＞1℃／秀疹

　ウ凶スダー壕勿プトセ・困＼・た・雌侑ラフみ

幽駅翻誹ち断卿絶し，月鯵鰯乏・｝脚九
陥修履第・し初ll叡・｝，ブイン固絶ち施した・

固彪履K肝臓，腸諺，4髪蔽，屍ち隊歩1，弗

菰1嬉1）7ノ詔／拷フィン臨伽片じして、

へ叫キヅレ・千イヅン架多，一群ぐヅノ

痴4、妬娠囮働’ら乾娠｝6ヨ財ぞ’しし、
彦！殖，腺影績の引回14．妊・娠1ら目綾「ら妊娠μ虜

　　　　　　　　　（ヒ乙）



ご四面硫層Uっヤ在って須胸房積・し朱り乱

　　　　　　3、観扉
D多チ須1隊i函、襯

　七一9i二そrし≠＝ようヒ、三田灸’ぢ高目｝っお’＼’

て、づで1（、雌、雄り密漁，腺一心倫ヒ雀v統霧イ学

4で、麓・o勿が末でわっち。

z）麹織喀的1二見扉

の衣あル寿賄：期

　妊姻3臼：申嘱の灘1に、わす赫陰起し
し丈捗殖，月誌面の穆肋初吃認ηう・薩勧
の中，如4、佃諺の激ヒレ乙ちか56個劣のジ啄
之で、こη堵P／立の掴膨は、疹直直1づ罪摯1修が

萄く細心が蟹塵ヒ｛vカ。二の・ちダ）．省！修11に

あ弓ヰ直心幽霊細胞も私馴・すろく・レ’がイ㌧登る・

しり・し，膨殖腺庫麓ち徹ゲてV乃砂腔グ皮し

の閣妬・〔多馴・すろこカ1づ・でぞな＼ご・　脅在・二4フ

帥移の翻鰺、し翻諭しの・頃．好セチヨ二上・↑あ多，

疹殖線膚径申に1才、大哩1で4文く、・kき毒円r杉

　　　　　　　　　（ち3）



れた。この綱膨籾創始に殖’綱歯し恩わオし勿・

二〇過熱は、周圃の細志し明瞬にち別づや二

℃彊できみ・　（千18今・　i民・　n3）

し）万有／6・しち寒期

　妊係14日＝二〇鮪塀ヒなフうと往殖一溜ヒ雌雄’

葦姻名僧σ励k’ろ。膨殖腺は，恵賜力明確ヒ官

別がっ窒．寒しく瞳噛す珍。

　協／ぐ1つ、影画線ゑ衝14！かりズ層の霜月乞で

薇わ氷’て、・カ。膨窮腺。壷1じ萄5は，1演題の翻

雅しくラ・べβ月勿v翻膨。集団じして認ηうれ

り。　これ5の翻胞欝欝ぱ：亀卜纏1つよ、）属団の

くvろ。／つ星4．未鯉の翻膨で尉鯵纏劒賂
し．1包われ＿勿，　毛う！ηつ翻肥な，　二の≠・型〆’

細膨菟象り団壱ぬ・、有・匂づ，ごれ菟粧ゼ〉よう

k務党づう翻討てあ勿。　こη綱膨のイ伽づ．プ

、定勿匁彫梯・℃，円砺，ク角’猫脅じη励ちじり，

腋の火き｛ね．周団ハ間允綴に見ら既勿佃肥

　　　　　　　　　（54）



の七のu創論じぐら＼・の畑さであ・た・

二の細臨がじレト1レ御歓’あうし露ψれ観

　雌ぞ、4，膨殖．息み面心．糟ね・口力’5て層

の細心・で雁われ！て＼・ろゐv，・つぐ／f彪η糊）彫’6

のβ別1つあ湿り明確：で鳶、・。、やじ聯ヒね，雄

無鉛られ也ようみ粕綱修鹸。翻諺・鼻二目・（

の日延媚に魏η1ラ甑寿力’っ在。　これちちη／て．、

の舶絡’編d4．妊娠13朋のセの1瀕孤ほ＼・

有・（f辱ラ・旧’に・o♪
　妊・娠1ぢ日＝擁・℃ね．日目瞬后緒綱嗜り稲放が

認　σり・托・ろ。覇細心虚心の闘後＠細心めザ慈で

闇細証し沿われヵ綱形14薇多／々れ有v。覇’東

切畑う／ヰ目躯／二夜1守、1各℃んUl廟の佃絡斑ラ

々・ろ。緋催，レ夜露・ro間そし繊【4、4幼鴨55廟

＝の賭：期・℃、4、縮細田！月に見ら耽る火型の山

肥ね、厚紬膨纏細膨であソ、こり周囲レ霧姦
弓う糊｛物1な、セ／！しトll一細肥・乙多ラニ’し・が／ぐ●

　　　　　　　　　（55）



をる・　（千ig5・／几3・／乙4♪

　雌でね、妊．娠β臼日，　14日目0弁且織／、鰍℃1呑

し徽曝し，4だ勅／瞬フ磁妬口＼・た・
卵漿丙ヒは、血壇が翻しん・汐認10ら水澹かっ

表・　（チ曾ラ・／乃〆・／乃7♪

　妊畝16目＝雄ぐ1な、箱1細槽周団の間賓が仏

徹り，佃月乞閻の間隔キ画く洛ゐ。閣嬢内は．

1なしんじ加細胞賃覚キ表毒、・脅東糸陰雨細厚乞力・ら

泳勿が，津に仏＼・細胞偵イレ毛ち，工易1＞ンに

よく葬弓ヵ聞緬物か撤無届K’認19ラオ（’た。覇

細膨の組轍像㎏妊娠15日目。老の∠｝創ぎ月像

ゐ殆見丸4し！い・表。（証左，ノ34，／36♪

　雌／じは、永勇ル選球無畜そして＼・だ。　（1ひ

猶，／39，ノ4／）

　　　　　　4，尉議
　〃鋤集0組織駄獣観轍・与，雌雄ラッ胴台
將ヒ蔚tうカたし殖腺0肉／ゆ1な．妊娠14・日k観螺

ζれた。擁で旺瀟細膨り初期のもの感応均、
中に嫌始導燈佃目全し二既吃諏1）國’むがこしく

霧耐多仏｛しトリー細月乞が認のら嶋．雌塗

　　　　　　　　　（56）



ね、緒掴権党楢欲つつよう寿雨月乞の象団が観

刃5れ毒い。吃、て、噺：期奴髭むkつれ、雄

如擁　細心が朗瞬＝、、爵ろのとタ禎碩雌では、

ノ主彪眼は現．産．づろが、隔り丸払：像は．彪見螺；期

間ち煎じて猛岳餉ヒ自嘲（五孫13日日）のも

＼・老。　↓虞）二の（し．まり、　ウツ周揉ラットビてち・

＼・ても、楕藁ηあ紗ね心乱・クあ／ψぎりも浮く．

詮K、　（歌5緒菓1二見りれ㊨栃見が寿v七の

雌・し判絶品わりであ珍．心乱雨漏碗／6
爵糊，あ・よイバ組綴心見・1ニクv・て1づ．Toレレ｛ヲ（

iq　45），丁。5もqg　7ん，仇）らのこれ尋での報

彪｝し！敏し・て＼・を。

　緒潔」（闇細賂が認ム0りれ珍爾蒙二つかわ多、

仏い佃臨画々．もち、多冴：ンンヒよく衆参勿細

賂が名詮幻られ勿鼠戸1つ、4エ旅の16円目！ぐあっ

表．9。。も鋤一R晒8ε5Gr　5r）Kよれば、妊

娠1ら日面1（あ・り珍緒菓K．P形陽十生ヒ築弓力

閣細肥縮勧ら眠る（・し駕ラットで斥し乱

　　　　　　　　　（57）



わ研燥ぐ監名、妊娠1ら嘱目じ押ケる緒東で1葱、

＊蘇囎圏囲つ闇劇窃非削娩困胞力嘱で、ヘ
マトニキこン、1＝ン・＝〔ニフセツ＝／ノ　・ゴ5・よ！び覧、　マ、ンソン

の多重律｛多ヒよって、閻葬田肥じ囲われ娘宿珂乞

、0識別圖に14で窓たみ＼つ≠；。妊娠ち日目の鋳

遡ね、Nou崩いトα5⊂回6〆♪によれば、千旦織砂

蜘勺観魚・ら，ラット制勃＊繰る・らアフド

ロツφシの勇珊ゐYあ珍じvう。づ危わち、妊

娠ち素目の＝o㈲期あ表1｝かり、緒菓が遼遠

多1砂の避雷ルづ珍〕暴論に入点りわけで’あカ、　一画安

に影桂一：期1（あ・＼・久、楯東η丙功％タ多多力か％％

・であ勿のに対／、面隠／℃は、跡止血彪ヒあみ

・し＼・われ・て＼・勿。張閥壌・でね．膨殖腺η身緯

値か多杉則覧初凋表妊躯ち円周に、づ’でに強＼・

紛薪学園角第七ぐP＜o・o。1）菟毛っ4、雄
η乃姻雌よりむ火ぐあ勿ゐ’5、二の％積値の

姦＼・から見・て、’ケ泣くしも二の噺劣ム人揃つ雄

蕊殖腺か内心ク修断じ菊心奥し・し・て＼・わ乏・乙ゼ珍

ぐ斥喚1・で＼・勿もの・レ1乏・われ’斉＝。

　　　　　　ぢ、、卜楕

　　　　　　　　　（38）



1、彦！湧診目象Jd、妊娠ヒL日目ヒ赤宿彙、しし・ての劣／し・

が回りり収つが、卵更Kっ＼・・てね、妊・娠16日

閉1二お＼・！てセ素劣／し1釜翠勿隆イし’系し／ぐ＼・素．

z、覇菓じ閻綱脇が君私ηられ仁のね、妊娠16虜

巨ぞあ。た，

、3、膨殖片東曙縮雇、壱十須1レ尾初つ’た妊姐15tヨ目ヒ、

づ／じに、雄つ多が雌ギ、）杉火でわっ’た・

（占9）



　解｛　6；　「茸　　　　ラ　　・・／　　ト　月台　イ写一’タト　なン多直レ陽　の　　孝ぎノ蓬望／　、く二　っ　　＼・

　　　　　　t、　はじとOK
　ラット胎／季1っお1づ・ろ外膨胆揚。例躬熔、肱

縦ら8ト曾ugz6），図・レ。鋤（n63）5・報老
ゐ、・あみ．呂。卜一回（tg　63）1くよれば、ラヅト胎

將の〃！膨討論り獅威につ＼・4、蹄纏、レちに妊

娠に三目1（倫排彬膨。顔力に、膨二心痴η原

控が、　・ト凌毒ろ・くりγ1じして現）才フれ、妊・・娠」4

βじね明瞭・レなφ。・ク＼、・で、外乱一身彩の雌雄

＼・ろ。版禰6』6ト曾Gρμ）毛同寸1（タ！膨植腸

の雌纏への知6口、彰・娠駒ヨ臥で’あかレt《

vカ。　骨面畷・℃14、〃ット六二の〃トに多修后1（

v・つぐ’うみり雌確海が瘍均蔽づうかち確η勿く

・レ弁、ん‘0錦／の幽伽あみ。

　4ト捗移’后の易幽、鮪じ雌1η膨植唯忽（じ←

ぞvつk陰雇フにっ＼・・て、　叡矯’でね、／身隻K

攻れ姻陰島の火都痴菟御忌つづうしされ、斥色

殖．レダ（じトでvう小陰雇r）噂屠しん汐須版

　　　　　　　　　（60）



づろし念われ・乙＼・ラう，拓じ屹べたように・　1う

ツじつ＼・久の田翁0観癬じよれ曜、　ウツでは

佑植晦知1〈｝須話し，彦島は尿捗雍レダかち獅

）・ぐ1つ、膨殖薩起，徐彦諺レダの両茄が脅在

植局の影畜髭雑ヒ右＼・＜、冷物纏閻蛮潅＼・伊

あ・ろのぞ、歩多ぞ熔ピレ飯彫膨学二言三二地ぬ’ララ

め勿。

　　　　　　る、材戯し脅菰
　ラットKl．り／スη／嫁イし囲＼・、浸屍の牛

閉しレ段。循妬娠臼骸kあ＼・・て習緋・仁レ断鍛放

彪14び・マン扱／¢高い、固紀嬢、・トそ＼・目創多噂

梁薩質倣貌イ・で、・κ遂v師務ヒっv4i4三三

備癬しむ。

　　　　　　　　　（6D



　　　　　　　　　　　　　　　　　（）穐．

　　　　　　　3．観血

：Pノ弘猿旨象レ雌雄海が認・リラれ珍碕糊

　妊娠15日こ昆愉し鮪’噺η間kl犠全形1く晩麺，

｝し表店殖縮磁心、“認妙られ珍。（の物心1く、1・き一i

i，寿鋼雀∂秀・4ら勃が錫鍛価．彦麺稲痴一

様力・りこの三瀬二諭す丈劇憂　に縦の御が剃

1す脅K認10りれヵ。（o嬉η両ノ則が面形膨レ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…・ 鰍ｵ判1廻々れ老が．脆。滑牝殖易しη閻ヒ、I
I〃1漁りあ＼・1守劔わら耽な＼・。条材料1引・さvi

臣の写卓κ斥詩評・フた．．　　・　，　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：細心16鳳彬弛鯉レダ置守、二の富松じ看・刎
1℃丸面；殖，レゲ払肛明レダZヒ功’離し吃：ろゐ琳：：

・槌ヒ泣づ4。膨殖鮪痴0腹心ヒ％ウ，れ力縦・クi

璃の餌側に、わす古庵ぢ・攻らのが、彦；じ！とく勿

この伊論り訪の彦多，舜例ヒ、塘索の月チ戸閉レi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲし副う聯痴ち1つ，ぞん：！じ、詞側に壱：う一！7つi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ・ム5方了が認～oりれゐ。…溢れガ：膨殖薩．忽・でi・あl

　　　　　　　　　　lO　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　15　（20x20）
　　　　　　　麻　　布（6Z，）大　　学



勿。　同誌舵痴り拓蜘じ動与水売諌球つ弓・くぢ

射t⇔わすかに火桑く寿多．　（の蘭＝期K二二砧

静の両側，未腿，の基柳池くかう綱卿ヒか】す4

膿面一レ勧“認めら緬。（％多，〃9．／7
〃）控材料1⇔1雄・ぐあ勿か，雌．のクト膨殖1形しol

閣K諺1づ魏めら地看い・

　勿娠π目こ二の崎糊にゐっ4楼多高点レダは、

尿膨埴レダし月φ四レダしに痴力’水力，左L植一

壷14、妊娠16日Klづ燕膨殖．レダしカら名β痴り

〃卜側ヒβ置して＼嵌が、油点蜘ダ層劒で，

彫四のづぐ1二多に膨置し、乱言循！レダの感応

嫡旬14々沓よわに移心づゐ。膨雍儲心し琢膨・

殖レダの境1弓朗話ヵ毒ソ．浄膨名診レゲ1を膨植

耐忍ち歓q直ぐよう｛く呑勿。捗鱗右痴っ勿埆

1〈ン恋し5れ壱嶺こ蕉の，1・ぐら”り耳目露し看ろ。孝グ

々、1づ、婬・娠16日圏のセのレ同様春廊置1う姦党

4つ。（fl急ら一引，1π）才剃羽1づ雄でわ，

勿が、慮り〃ト彦多画論しの閻ヒ毛ゆ認き。ラ地回、

又、9

乃）タ！膨殖彫｝〈ン雌雄疹ザ認ηられζう爾瑚

　　　　　　　・｛，・　　　ギし（63）ノ〔



　妊娠」6臼＝二ηロ寿：期に漁な℃〃1膨殖彫1っ雌・

雄の葺v搬罷のられわ。　し力’し．肉昌艮釣には

⊂η薩＼・回れ・P1すぐ回し塚！す珍（し賠困難で’わ

わ。

　碓・で1弓、膨藪餉火き有楕円勉の温良植口が

こり愈愈殖1記し三民P『、乙／つ間1づ14衡象の彩A亦

認めうれ1ろ。尿忘却口し月工高しの間θ彫偽珍1づ

雄ηラザ雌ポリセゑく毒忌。膨麺齢1づ、尿1

儲痴郁油鼠琳ち易し，二のすぐ昆／倒1無し膨：

殖レゲガ！侮璋1つ弓ように寿3。4レ振・は夢娠i6　i

日日，1フ日示し博ぼ同嫌盗仰βレκ置〔てv・

あが，二η幽瑚k者多縁ワη雍乞胎腺力喝5

Cf略ラ’　173’　i74　）

痘、を・よ・が，吃弘与のβ騒が類淋レしv壱．　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

　　　　　　　1｛ト　　lil（麟）ノ．



はπ朗瞬であみ。ぐらk．1尿彦三一ロと形門巳

の閣の1繍勧雄よ　も短高風、三二箇ヒの馳

　妊娠n日＝錘では、践工門℃鼻些殖ロとり閻

η距離は明3為、ヒ雌ヒくらべ客であしl、この

星巨離つ姦いから右肉眼的1（悔イクつく雌雄毫区

別づろ＝とができるよう1二なや。二二隆起14［

雌に4らぺ着しく発志し，大ぎなP窪起ヒし一（

認～0ら皮る。尿生殖．ヒダは、抹塞り庄：殖糸者飾

セ1包「むようになる。　二の一たX）三生．殖：Lダは訴

訟の様相セ示して4る。4壬娠」8日目K見ら東

出ヒこ。ろの，尿生殖ヒダと庄殖二二。境ヒあ；

フた民謡殖ロねフF明瞭ヒな・1、その毛・Pk二二i

し≠ヒ訟訴泉・ヒ言港凝フる。　こ♂フ蒔眞目にお1うる尿生〃直

ロね、尿二二じダ℃注：殖一節η士覧隠名Pl＝ある

〆フカ、～乙粍～オフオてる。　　（一　τ：i曾5，　177　，　17乞｝　♪

　雌でね、生殖結節，尿生殖ヒゲの二二派熊、

は払窪Y，ほぼ同様であろが、雌の乃がわす力’に

％るようである。尿吐殖日1権と1埴1＝明瞭

　　　　　　　　　P（6ら）∴



毎の境ヒ瓶置、てVう。このこしね妊娠ZZ遠
目弓で同様である。　雨眉；殖ピダし庄；殖．隆至り

窺ld守雄で免られるよう細二六な回線の形泳

1言認δ0ちれない。比恵隆起の6・くらの1な朗瞬

であるが、雄にくBぺて畜産が兎い。尿藍鼠

ヒダ1急心より寿範歯が竃く、ま仁巨夜の様相

1直訴tて＼・1を＼・。　（R35，　1了q！　1θo　）

　妊娠z・日こ雄でね、珪殖小島陪尿比殖ヒダ
に：隠Y，kY∫穂：わ水．るよう1て7な・｝．　＼・言や尿庄’

殖ヒダ1堰茎巳夜したう．珪殖臨ヒ嗣綿に：
　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

七のL同様であ。也。（恥弓，圖，19乙）i
　雌で1窟雄し同様ヒ比殖儲痴ね尿生殖七ダi

ヒ鷺℃kU祉われろように赤り、　い弓や泳比

丘ヒダは垂直包皮℃たる。雨湿慮ロね．尿生

殖ピダ況比殖唯起，の境ヒ認りら家う。雄で1つ

ミ垢随が維線の形撚があろ老研ロ瞬であ，
る。　些；殖；唯彪14雄：にく9べ梶産が悪＼・。　崖3直i

縫急のパ蝿雌雄鳥ヒ、舵植ヒダ乙月工門：

　　　　　　　＿、　　　　i’P（66）ノ、



　妊∫娠留日ミ雄では，乱心鮎節口牝端の診セ

残し、膏雨殖ヒダである擁茎包皮に徽→）取1（

し巷う。　庖皮の腹尾／興｝博，　こ日寺期で1急、　ヒL汐直

隆起の直ぐ巷でv穿状ド搬1寸目が認りられ、

γ1曾6．（185，1β6）から1な判別き水なvが、

この勢す目η歯面，腹雌ヒフブく基面Plて泳比

殖口が言君∂りられ｛う。　この尿匪3閉口の屍，イ則にね、

糸髭線の形放が認・κ）られう。　比殖1鼠走己宅良く国

産づる。　 （『Fros，　 161； ，　196　）

　雌で1な．雄乙異寿り，尿とと殖口が明瞬に言匙

縛ら・k、こ牽の腹屍例の絶線の心匠甘認のら

水な＼・。注殖隆走レの裂彦は彪く、ズ明面しな

ってくる．住殖稲節は、雄L同榛ヒ尿生殖上

ダであな陰言’z皮に博℃人が被わ・kてし書う。

（下槍6，167，1弱）

　妊娠祝臼＝雄では比殖舶節蝦訓ざ兜・釦二巳

夜1二芋り㍗疫われてし詠う。　尿比殖ロは、　この

比：殖結節の牝端池くbノ位置つる。その・佗つ前

見1寸妊娠zl日目のむの℃ほ・レんピ・笈わ5な＼・。

（召s～．囲，1曾。）

　　　　　　　　　（67）



　雌では，　比〃直糸も節は声色L同心集に、　【言1ぎ％・全

に区皮‘二よリ徹わ承てし｛｝う。　1面隠殖ロ憾、

》1るり至心℃｝主殖隆起の境1二旛：在寸i）。　そり

他，の所昆昌妊娠Z田目の毛の一喫ヒんど笈〃

露なV・ぐ鳶暫，1射・n乙）
　　　　　　　4、言寸講

1）月ト崖，殖届　の十生．窮　／乙　1二つ　＼さ　て

　外誌面雇の郁6時妊娠18日目b観螺むkた。

雄で噂、肛門℃尿比殖ロでの閣の距離が雌よ

り毛吾六く、尿、生，殖ロIJ雌よりセ火をV。　オ五、

比須直隆セ毛雌℃ぐ5べて舵歯し一＼〉う。　Hα㈲

e』eレ曾　（・lqス’6）ヒ言、　ラットηタト庄7亘腸のあ／ろ

か妊娠協％．日目ヒ認のら也うしし，月工門℃庄

殖紺疵基瀞しの間の距離が、姫で雌ギリ毛夜

く点るこし｛し観出しひ・ゐ。悩kε久い（nあ．

1脇）毛同様h目工戸雅殖結節直心麗確サ刎
だら・びにタ！比；殖，届η観潔から，・妊娠診出目0

ラット胎勝ヒ十生身／L1ゲ認のられる℃位’べてv

う。　この二し1づル所喫にあけ・る観蜂と一敷づ

一るものであフ表。

　　　　　　　　　　（68）



　本論喫で緒菓じ閣細飽が認り5山回の鳳

妊娠16目目であう。二の閣細月忌が、B副い俳
ら　（　1（≧64），　目｝七3）eηh鋤ぐn6z・），　Nie醐i　l5　（

lq引）じの言うよ：うに、寸でに、了）ドロ》
エン’乾，ノ分ラ修，して＼・るものY一一弓札ξず、　二日産申こ

一乙く外佳，：殖ラ畠の形負篁・分∠61で、　’ア：ンドロツェン・クフ

窃響つ“告よ承こしが希峨さ琢tた。

z、）陰画の看〃が×につ＼・て

　生殖隆惣の形威は、妊娠16日目1（雌広彦℃も

に吃乙・彦1現が認ao　5眠・る。はじの生所直隆走己一は

比感結飾の外、側，尿膨殖匹ダ・0タトィ則仁擁，看融

癒して霧在し・びう。このいしは、ウゆの比

、殖晩毎の出現が比殖紬痴つ頭側1二砿自1二出現

3るのしまフ溶く玄武3毛のであっも翅辰
ワ日目ヒなると、比殖帷麺目雌・雄て、1正比殖

ヒダの4後乃，肛門のつぐ．Lラ，’頭ノ側レ／色高し、

尿比埴ピダの犀側山回志よ列二回忌づう・

吃の線、麓の注山面セ博一応え丸きく痔うが

雌で鳳雄℃くら舎て麗産が兎＼・。陰雇の形
放1二つ＼・て塚しるならば，　ラ・γトの庄殖晩弛ね，

　　　　　　　　　（6r）



ウウの注殖碓起のように、三二縮範の頭側ヒ

4正正づ・うζ・し寿く、　るの！位置のななで乎土巨万

朗瞭ヒな3・Hα鏑6』ひ曾q臼あ）も同株に・

ラヅトに才・叶う生殖碓セ（陰雇し痔「う毛の）

は、出比前1つ矛閉瞭しなうとし一ひeる。フ確か

に．雌ラ・γ鬼胎移の比多直隆，忽は出比前1二牙明

瞭しなるのであうが、’生湿聰が閣淫す5＝℃

ヒ．よ二、｝陰后が舶献凌坪し・うこ℃1二なる’しv；う。

イし1ψ聾し弓多ガ，つく寿くし七二雇の荊撚！物

佳殖！隆毎が柳動一すう二℃、tつ＼・て誹れ1・ざ，ウ

》のそれ℃威まつ老く郷ろむのであっ也・
3）包夜の勧威1つっ＼・’て

　雌雄しも1二妊娠z・日旨卜痔うと、雄で熔亀

頭しなる毛のセ，雌で、言劇寡℃看3むの吃尿

生殖じダげ包古ようbな・5。　こ麻’ガ巳俵で一あ

り．朗ら力・に修夜っ密訴が尿膨殖．6ダヒ由来

寸つものであτ〉：二℃か詐さ淋た。

4）考レ薫、1ニ　ク　＼・／（．

　多峠の弘硯博妊姻6日目であクく、μ彦饒じ

　　　　　　　　　（70）



七〔つ膨植紡痴の廟側，教腿沁沁の腹雇絢・ラ胸

心！っ力’1寸て存影づうが．妊娠lga目し7な5二

う・か5、　夜・7の彰Z脂腺が紙鳶1てく．・多先り

毎気‘蘇閉心し網仁ゆ，珪砺明で1哲レ煮1二
η＼・へ舜く渥レ家／で・冬乃ノ為’フ右。

　　　　　　ぢ、、ト橘

D〃ト影一汁后の修有心レついて

　辮脇擁iの脅熊レ正忌，　る・ゲ硯われ多のが妊

娠1βa巨で、膨植晦血め尿膀帥し騨『しの

咽の距離が雌よ1随感であっ二扇汐力つ彦
刎できつ。二の＝℃み’ケタ！彦心添の修痴形1つ

マンドロツφンリ影磐ザ硯わ嶋のね、聞掴
％の払硯赤ら：乙日産れ・う二し’がわガ。夷。

Z）陰雇の励威し・フ＼・1て

　ラットの比植晩惣14、妊娠16日陽1つ観察づ

乳，妊娠i7目閉ム人心、月工門の頭側ノ膨殖・梯痴

の易伽っ存置し，汐シのようピ膨殖挽逸が

頭側1つ物鋤づ多ニレ1各く．44娠zzヨ争1ぐ伺じ

移置レ務姦11て、ろ二しか5，ウ寿くし去、

　　　　　　　　　　（7D



うひしか％灸与れプε。

6・

α



な4隻曽llq「し博ちづこ℃1さ、

（丁◎5七

雌比衝直居の胎庄泳：長iし1φ薯な＼・ヒミ水．て＼・る

（コb5七　円47）。ラプトの外佳瀦直雇rがあ化つ

る℃、雌で1つ、月工門庄紙誌憐間距離がW・1話

諺（ム人下W嫡ヒ曙寸）η出差，℃と毛に幽くな

る。雌にお＼・てそ，云いll〈》ト槽（駄下門瘡z禺三

寸）の籠達；L￥！もi二そつ距麗三毛ζ＜奪るが、

雄，よ・1も’智力’＼・（H久・岡｛乙』c’鴎1『z5，門Okβ杁賦

n6z，）。　尋た、胎修婁日1二お監すう内生；殖届，　づ

准わぢ，w層，　r『季多lrま、始め1・⇒忌忌し七に雌

　嬢，それぞ水に彦；在つるが、胎生4多堵1仁なうと，

雄，で博口確が、雌ではw槽が須朱1てtコう．
（　F↓lix　　’q’Z’ノ　　Be』a≦hickeト　　nIZ’ノ　　』i多ラ。〃し・γ、e’

・も七e　　i臼z4，　　0」｛ンiラ　　lq45　）　。　月台生期　1く　・》7　＋r　キい月台

　　　　　　　　　（73）

鷺7r章　ラット胎修Wo　lぢ槽しPluUeド権の

　　　　耽ヒとし須〕良にっ＼・’て

　　　　　1、　1書9じりに

：胎／仔の心急伽雄生殖駐の胎生成長ヒああき

　　　　　　　　　　　よく阜ロら1れ・て＼・る

　　　lr　6の。こ東1漏し．胎修の卵巣1つ



し、　1雌型Y＿フ争リ，　V）層、さ退ン4行づそi》9　タト庄殖届

フる・）月工門比殖結節聞距’離賠雌型℃存リ、正

洋｝伝：窪とく』；ぺてケ藝ゐ’いと＼’う（お5｛二　n47）。

　7トラ研喫はこ液らのニヒ見明らかに寸べく林

下つ喫瀞セ所なった。ラット胎移の妊娠4後：期

に制うる雌雄の月工門生殖台尻闇距離，告よ容

w確，　N管の直経屯計唄ll寸るとともに、妊娠

隷月（妊娠」ω日目の胎イチ）のうヅト胎移セ．手

払rklτ去心し，　月忌F『’とヒ．殖糸も節闇匪L属獲…，　告よてバ

W堵，N瞭の脚勢二よる物忌儲駆実。
　　⊂ソ
　　　　　　z、材料しラ該
　ウ／スター糸ラットセ引用＼・た。　：本厨裳に／使

用　　し　・f三　：右イ非斗　碇1、　　妊娠15　日　　目　力、　星5　妊娠ZZ，日　　目　iま

でり雌雄ラット胎洛であ瓦妊娠日数の娯・定

1づ、雌雄ラットセノ溶湯ぐせ，翠日雇坊ヰに毒

手が確・認され仁毛のセ妊娠嬌1日目しし雀。

Dラット胎イ苓の月工戸『1生殖糸右】抗論豊彦離グ）須1珪乙

　名妊娠日糠て房碓ラットセ断頭放血弐，多

宮か5ラット胎〆チセ，摘出し，　ラット胎蒋の月工

門脚殖儲節間距・離セ’劉艶丸た。ラ則良範圏は、

　　　　　　　　　（74）



庄灰三糸右飾脱端セ，二二イ則に・向　叶　て腹壁1つ守甲　し　っ　け

雀翠雲i二置き、その先端し月工prヒの間の距離

セ，劉るこ℃セ，，原則どし・と。　台だk，妊娠z・1日

目，双二二り胎・修では、言忌結飾セ腺壁ヒ押

しつけることld困難でわっ喪りで、＝の場名

kは、庄殖結節の頭側甚卿胡工門℃の間の距

離二叉置1っ五。喫際kl弓、月工門力・ら尿直ロ考で

の叡智がよVと二二られ石が、妊娠」6日目，

17日目では、　尋だ、尿：直，ロが望濫訴徽鎮下で万

明目叡至るカ・引ム㍑のよう七十劉尾三三

≠・わ1雪であ多。誹須リヒあ在って1つ、顕正心用

ぐ／・7ロメーターセ珊い，礎薩顕微鏡ノr1ぐ獅

寿。也。　レ託の二三，忌日骸のうちで、妊叛1ら

目旨の月諮嘘イ刻頃難イあ勿染り眸＼・在。

z，）ラント胎ノ仔のW嗜，凶墜の糸巨富，学｛二二見学．

わよ・び直．4径の須、q莚

　Pのヒニろで多栩1つ終クセ胎修は、三二り
曾生し七ηη出1し、　’だ‘だちにブ’アン固定1し’た．　固

也蔽、所臓，腸管，4後肢，’およ・び尾セ，噂＼・て

　　　　　　　　　　（7ぢ）



し1た。　染色なヘマトキツリンーエオ1＞ン…染

色と一毛Pマッソン〇三重喜色セ施し在。　W層，

凶・嗜ラ〆フ直多径の計乗展1は、　顕4敷法用マイηロメ　一

・7一イし用＼・1匿。　直4生の言七須1い急、　W管，　「ソ1管糸田

胞の墓極心から対側の甚心月葵．書で℃した。樹

ヨ則彩ア、位d、W櫛ヒつ＼・てね、　比恵腺附也と尿

比殖綱イ寸紅で，凶鰺ヒっ＼・てiづ、比殖腺／付血

で折なった．雌雄の言言1つ、月工門庄血綿節間

距離の計須ll結果と生殖腺の組細学釣所見1＝換

すい起，．

3）船庄未期く妊娠勿回目）のラット胎盤去画

線η物響η観三子

　妊娠勿日目り雄ラット胎存セ去勢し，妊娠

z乙目目でヨ扉ラットセ断頭放重11て、超／毎よ

リ胎溶血摘出し，月工門出殖結同心距離一計須1
し　／に。　君イ須II　4愛、　　」乙）」乙肩橡ヒ精油t置：　し　。　　去勢7忌月台

修のW管の直経七十刻した。この崎のW層の
誹劉都位は、w管ゐ・ら精嚢腺が窃岐づ’うとこ

ろで術なった。去勢群し正幣群しり比藪η夷

り，〕L聯飾ット胎移（妊娠勿日目，乙田周，

　　　　　　　　　（76）



ZZ日　目　）　にお＼・て　も　こ　り箸Pイ立で4行な　っ　プ三。

4）ラット月台イ5一去勧ヨ去の今“1重

　妊娠乃丁目の糎鳥ラットセエーテしで麻酔

し、腹部セ野毛，71しコ刊しで拭k・仁のち白

線に翁って腺塵セZ．一3㎝切開つる。切開獅

よリ手喜党一老P澆出し，チ葛ノ壁セ画tて胎〆チ

の筆工P『注；殖脅老廊開門，畠佳セ，鮭見擦つることにより

・下下判ノ別し仁。払色と判綻され仁胎修の昆＝根・付

直0手宮・壁ヒ、　おらかじり糸ち1し一プ状｝て匠レ
、　’て　πお・　く　o　　Iし　一　79　4フ　→7　1じこ・彰P〃フ　チ・官ノ壁セ，　・1・　・さ・　く

切干し，胎・仔‘つ尾と片足セ霧幽し老ηち糸セ

かるくし幻て二り獅κ立セ．蘇Ll定．づ・る。　さらに、

綜艶の竜峠乙，関野り二四セ防ぎ，胎／チ勇・術

老じ伺くように／立置セ正一つ仁り、悌ポに切フ

仁綿花セ三下筆下フkヒひ紅，，この卸1二巻き

っ叶仁。霧幽仁胎イ狗生殖結願し丁丁の麸
＝毛諄3〆）しセ間一下ノ、　1菱ζフ石≡｝月雪ピコ～＝ン「ヒ＿ツトセ＿用～．、一て．土丁丁

ロセ作り、こ＝介9精巣セ引き出し切蘇する。

今術艇3綴，胎洛の屍ど昆セチ官内に納りて
プ］・ら，あらかじagを官壁1＝方け一（窃・k・≠4釜セ

　　　　　　　　　（7て）



強く縛・6二でヒより、多面璽の切閣ロ党閉じ

ろ。つvで，酬わツトの簸鯉内K手宮門納
～o．腹1壁｛乙維倉tてこり身姫イし乾5つ：る・

　　　　　　3、観潔
D計…三品餉心心察

α）月工門生植結節間距竜台kっ＼’て

（直訳動ω
　国一負1二希1手しように、迩を，娠16日目の此往雄

ラット胎／引二あ＼・てld画工pr生殖紬節点巨離

ね、統，計学徳に角意彦セ斥さなかっ迄。妊娠

17日目にお＼・て1な、　月工門庄；殖結言間星巨三三1尋、

購妄誕修の間て統計単角に冶竃差（Fく…／
）セ，斥し・た。　二の時禁月に、　園一7に示し‘たよ

う1（．　雌直往島台’イ手つ砕重．1＝つ＼・一てキ統言十学看勺1＝

7自二竜系（、ρく0、ooi ）プ｝やぞ斥・こ呼し≠i＝o　この＝・r乙

ね、4窪娠17日目1二児られ・う月工門生殖結俳閻距

髄1ヒあ1→ろ雌：鮭差が、単ヒ雇泳・長の毒＼・’から

くるものであるし老灸ら蹴る。助’し，去勢

線の知乙のし巧で面ぺうように、縁重ヒ肩
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η毯＼・カ・り｛づ．月工pr彦殖結二間距蘭d行しん

か舜が認Xフ5敢ない。　ついで、妊娠18日目球

瞬，妊娠双日目急でのそ火ぞ敵の胎謙にあ・・

く、雌纏ラット胎〆チの月工門嵐殖続二間珍彦雛は、

統誹彰餉K回復な二二差（Pく0・Ool）セ示
しセ。　ム人」ヒ4フて乙から。妊娠17日目ム人憐にお

＼・て、雌雄：の間で月工門比；殖紬節間距離に差が

言忍～つら水ろ（．めかわ’かっ≠之。

（去勢履η種／し）

　國一℃■oに孟したように、右回娠ZO日目の雄ラ

ット船下の去勢つ易禦ね、二乙目後ヒ劉綬1た

妊娠z乙臼自。広鱒ラヅト胎、回し同腹の正弟雌

雄ラヅト胎移『し〆）月工四彦四三節刀距偶彦k、　凌

れ）εれ統計学餉肩三差（Pくひoo　1）克そっ

て硯／わ取．ていた．　寸がわ考，劣・勢ラヅト胎／5一

・0値は、正弟雄し正弟雌必η中間型セ守して

い鶴セリkそη値1つ、遜爾購術群の雄ラ
ット胎肩しの妊娠勿臼旨（身・二日）よリ火’で，

毎．娠Zイ臼目の但ヒ屹＼・／直セイし在．」沫上一の＝

・しから，　広幣1つ、歩在ラ・ソト月台イ手の月『工門膨殖紡
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衡間距離セ雌性仏づうノ傾向がわろくとがイさ

軋在．　二二無二術祷の雄ラ・ソト回忌し躍扉今

〃骸群・η重訳雄：ラツド胎修の月工門庄殖．縮愚闇距

畠住ヒは．統計学4月（肩寛甕1づ認りられな＼・，

しかし、：この日吾1二i郵一71二け斥さ7㌻殉’っ’たが、

砕重にフ・・てね、＝の雨老。闇に心計学餉ヒ

泊寛小一（P＜αol）が認ダ）られ，姦。づ寿力ち，

統計学餉ヒ看寛・た鮭亀彦があ・て老，耳工朗庄

殖結節閻距離に犀多耀イし弁よ1毎㌧3こしが1哲しん

℃たvミ・し力いわかっ老。

b）計須IM直から昆在w層の殉表につvて

（法弟愛κb）

　園一u1つ、妊娠ち日目か5z乙日目づで。雌

維ラヅト胎生のW管η直姪セ爺しを宅のであ

る。　掛刎御，位1つ．胎／5セ横断t仁恕を彪切片上

の彦殖腺の頭側端磁1言忌の刺とのμ・妬しし

在。雄！フW管は、妊娠16日目碧／で直，4その彪加

克廊つが，生れ雨脚妊娠μ二目弓でナ騎の落
所し島1て鋤をが夙’・ケtてゆく．雌のW脇づ、

妊娠」5日目力吟ワ臼目弓で博と，人が直4そ1二夜
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仏セ系さかV尋書、妊娠16日目じな’るW罐の

直4勧山城ケし，妊娠R二目で喧雌のW槽1“

須1衣1だ。づ寿わち9。膨殖腺尉絶のw権は．

妊娠15日目か㌻16日目書で言言の髪1づ認め5

眠ないが、妊娠17日目1誘るし雄のw嬉ね雌
のそれ密、｝セ第点く太く奪る．　ようづろヒ，

妊娠t7朋1ウ、　w壇じ雌雄差が認めら蜂。

　さ5にw嗜・ク血忌，，｛昆縮画纏ち群青1（調べ

ろ悔∂9、歯面の尿庄殖刎ヒ匠V獅・位で，直純

告直妊の懲v獅冠（楕東雄では緒論膨大脅
1二なる角↑）セ雌i覆うット月台ノ客の妊娠15日日rケ

らZZ，日目弓で計須llし仁。　（召劉獅ノ言々．限定で

きない狸由1つ、その紅置セ．染定．づべき幌餉し

なう届曽が／付匠ヒ呑vためで’あう。）六一IZ，　lq

これセ呑し表毛のであう。雌雄りW膨は．妊

娠15日目か胴6日目づでね℃の旧姓ヒ髪が認

刃ち水・なvが，琶娠17回目1二券5℃，雄のw
瞳の直履が雌よりも大きく看リ，髭一で1つ、妊

娠zz日自弓でコン久タフトヒ増加｛乙そつ。雌
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では、妊娠β日目春でわずかにw層直心か璃

加詞伯すが，雄．℃く5べ・うヒ明智に粍の直．径

艦4d・さ＼・。妊娠R日’ ﾚにな・る℃、雌つW堵ア直

佐14萩・レし，妊娠勿日目では須炭していた．

妹七の二しから，雌雄〃フW嗜kあ、・て、　注殖
月忌・イ寸　此，　　尿性レ殖ヨ司　イ寸1五）　し　キ’　に　・4在r娠の　17　目　　目　　に．

直雁ヒ差が認められ、姫で太力・っ鶴雌のW

櫛の狛束にフ＼・ては、上意（注殖腺飽く）・o

トさう！塔下＝｛ii戸（1厨ヒー生・愚直L多同と丘〈）より毛1日早く

w嬉が璃炭t■vた。雄．のw！彦1つ、　」ヒ獅（庄．

殖腺匠く）の初山．一霞直雁愚論溢し，っ

＼・で蒜激つるのに虚し，丁卸（尿比殖詞直く

）のキの威妊娠虚血・し憎寸kつれコ〉スタ
ント1二直一4重が太く7象ってゆく。

（去智4後の度イリ）

　働一Bは、画面末期（妊娠z・日出）の雄ラ

ヅト血気の去勢の影響セ系（たセのて・あう。

ζの回は、量4：娠z土日目の溢血籾ラ・ゾト胎ノ修ヒ

錦雄ラント胎謬℃の聞で、W勧づ正常雄の
乃が去考率雄ギリ直，4i乞か火きvこと覧守1てv
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る。三十ラ則脅F危は、胎二二糠：豪しセ直糸彪切片」二

η＊語誌焔Pで、績露腺力吻高畠P粒でち
み。　くれ。k重去鱒Kよ國り老と瀦忌月粟冷晶出藪でのW！嗜か

らで、一紀しセ計測柳紅セ励溺る在め、こ

η凝霜允産んだのであ・在。⊂の毛P位略、正

常雄武勝で，妊娠刀出目からz乙日目kかけて

W筍直4菱か茗しい噌加互守す。　しかし，　去嚇

雄胎勝のW婚動をは、珂毛附t須亘1温し在妊娠

Zo旨目の正常・雄ラ・ソト胎移よりも直4二二1“須ウ

1て＼・五。

c）誹孝リノ直から見応「り管・o劣寝kっvて

（正面後／b）

　函一14ね、妊娠1与日目かち双目二二での雌

雄ラット必修ヒあける岡管の直猛の童XOセ煮

し在七のでちる。計劉獅／豆はw高し同様k、

誌面腺の≠央の／位置で石た・在。雄の二二吋、
汝壬娠層1ζ；　目　　目　力・　i3　・看王娠f6　日「　目　　1て　カ、　竃‘十　’て　、　　直　4薙乏　ゐv

斗フ寸“カ・ノ釜増カロセ斥し≠ヒ。近4妬し17日目卜＝！急る1乙

ミの部の岡層甚り勇快して言傾傍看乞鴇つた。
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雌1の凶嗜ね、々三重辰i5日目力・ケ乙1β63で直4星

の噌加吃示ずが、妊娠乙乙日βで尽．わず吾！・

”管直握・が藏・’ケ吃テとた。雌で幻．」ヒr即の1り

・管け妊娠／9ヨ6よ・1φρ塗周囮吃激’1巻くよう

にな7、卵疹し（ての創6か・始弓ろ素り．一

記t声直4るの璃力惇ち看こてい表毛のが、毅’淫

されるたゆ1で起＝つた善のじ落わ娠rる．

　f窄Pの岡管，　づ捻わ参，尿彦殖」凋近くでの

凹磁づ計劉免，W儲。憎し’司揉1二1て4テ冷み

うし〔在が．妊娠かθ目こう1磁る乙，雌の
門門、この却の々管ば多宮学修々手宮万口多の

肉／しが始尋るたの、　二つ多アでの計劉な，　〃修

の4帳吃勿亥仁テず毛ので庵、・し思め教た汽

のイ『17詮イフ寿かった。

〔去考4イ髪η変定）ノ）

　雅庄本四（妊娠Z・β6♪η雄ラッみの宏勢

の累多響は、妊娠zzヨ首k言’1練1毒とこう、正

幣の雄ラツ房台修と解拠、〃棲何上穿がづ

で1て菊庚1て誇り，7ごr即右づ麦．拷孝の・前立

腺1∬・望妨浅づ酬で塗て4撒！て＼・骸の，
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広言す寸ること噌でき乃か・た．づ有わぢ，去

榊1くよって，一旦均戻｛右〃修が’再び尻彦つ

な二しが寿b＝℃ち’寛啄！て＼・る。

z）組虚心豹観点

α）W腫にフいて

（正三度／り

　妊娠／3θこW管ね雌雄ラット胎仔ヒお＼・て

柔勲た中腎。外劇ヒ粒置旧告リ、づで㌧尿
庄三二14産1ている。w鰺細膨貯弟層で立方

根1二直v｝『粧才ズリ掴胞ゐ’今ゐ・1変ぢん乙並：ん

近い都あK．昆石’像し恩われる佃胞柳の准し

同火の塩猛佐ヒ葎6る顯粒年47激彦泡め5れ麦。

（fl曾6，〃乙，”4）

　重三娠14｝ヨこ　W層ね雌雄ラット月台ノ仔につテいて、

妊娠に日目しi籍ぼ同嫌た所兇・吃斥づ。しかし，

妊娠13日目に認りら緑西孝細膨。｛賄／齢
思われ珍顧粒口、＝つ麟：期にね観扉せれ看め’

っ五。中鷺は名1く稔彦寸ろ。（名㍗，雄こ

1陪，μ6，雌こH9，　1乙1）
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　妊・娠一ら日こ雌雌胎有のW嗜ね、中賭し・しモ

じ笏産づろ。w嗜セ＝構滅下る細胞数毛馬づ。

（fi宅多，雄1z3パ／z女！雌・／乙む／乙り

　妊．娠i6日こ二の時・期づでW！壱時、雌雌：℃毛

に同様な所見吃回した。W管口，ヒ寄（注殖腺

直く）かぢ千獅（尿下等．颯近く）ぎで博ぼ月

縁た組織薇四葬1表・（fl　65，雄、／34’／3

ま，雌こ／89，14・）

　妊娠17日こ雌雄のW笏1な従i皇（，　f考F・つW

ろ。佃胞1つ背の鳥V円杜檬の早月餉・ら寿リ，

W層陽平つる掴胞の数三々くんる．この時

／鏑ヒ雄筋が太く春う・（恥ラ，雄こ147，

雌こμβ）

　妊娠16日こ雄で1つ、上半のw噺づ妊姻7日
旨し1暫ぼ同様寿所昆セ1イづ声、千名Pのw確は

回しく寵産し，さらヒ直4釜「し’噌づ。　二の崎＝斯

で喧妊娠170目1魂ら妨雌雄鋤丁＼・つそ

う明瞬し儲・（f悟14r）
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　雌では、上群W管園一獅の制去て漏しく退

4烈，層面立紙ず，w櫛細胞の胆／納に細
月論議ヒ同大の顛民庶〃タ俗話めた。雄で1せζ歌

が記りりれなV。また。上考PW層が蛸快1て
＼・る吾P・二毛認められ≠…。　これヒ1乏・するよ5に

f柳のW嬉ね、上暫に認りられ・た血石：所見セ

看君め〆ぴ　＼・　と，　と．　ち　1二．　r妊娠1τ　日　1ヨ　ヒ　嬉　Y・　ん　　｝グ同

様であ・うか、わずかヒ直達つるよr）に巴わ弱

る・　（F｛含■ξo）

　妊娠R日：・雄で吋、上御のW管は妊娠17日
目，　18右目ヒほ1「ぎ同様なヌケ見「乞示、し，　こ巌ム入

瞬妊娠z三日目弓で1冨とんビ変／乙がたし・ようで

ある．稲PのW管に置心嚢・原墓が出現し，

この毛Pのwp力曹園さら1く罷産｛て＼・るようでち

る・（日q5，1ぢ1，店3－54♪
　雌で憾、　上唇Pηv・！確；ね兜，左：1（萌択づる。　下

面のW瞥ね、妊娠15日目k認りら・k在宿御の
W噌llく見3れ在遽ノ行／礪Lt弓＼・っ語う顕．箔となる。

すな・bち，W管ね管腔セ宅たす、能ノ歩肉およ

び胞孫、外にも細月包版火の顧粒力窄タタ数記め5蛮
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這い翻テ傷沌赤づキのであっ在。こり揃魁

克示1て＼・るW椿の頭劇では．莞い・翻〒所

兇セ淫す籟粒1づ認めら敢倉＼・か、てつ獅のW

衝聯臥、細胞毛・1一さくな，ており，層セ繕

威づる三三の三毛’レな＼・，（Fl　8づ，1ち几，1；

捗，15κ）

　妊娠z・β，乃旧，z乙日β雄で1つ、　w層は上

獅の寿の1てつ＼・て見れば、妊娠n日日の毛の

℃啄乙んど二様である。し叡，下獅のW磁
1つ、　　頁台1購　の増言言　し　じ　毛　1（　多彦　｛　く　鞄産づ・・る．　　（

f曽6，1ε7・／紛・／6／’βZ ”4）

　雌でね．w瞭1つ妊娠z・日目1二寸でk、その

左長か璃抜1て＼・在・（fl　8酩）
（三熱後が変ノも）

　w確ね階しんび層牌セ角さず，　w嗜細胞は

背が遜くホぐくなる。三三の有裂底毛認のら

れす、　直〃行【て、・ろ所見，｛乙示づ。　しか（，　妊

娠1『日目の正二丁：の下言Pに看忍め捗れた、　卿巻受

0あでぐ仁だしい贈粒．け巷。たく君匙ど）ら耽なか

った，さ㌻ヒ去嚇、＝よる愛：／わ｛乙直家づろ表り
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縮麹腺，前立腺にっ＼・て毛心急t加乞うし乙

セじ，正命リキ。じ幽鞍tてけた。

　台臨．線じつ＼・てi弓正彰群では、w嗜℃同様

に説く発達しているが去勢群で噌，正弗群ヒ
【宕【雪・同心／位，セ．毒見，廉したしころ、　この月泉屹言猛り

ることがで窒なかった。　しか1，　この岳アイ立よ

リセ尿．生；殖瑚k凄い卸位感恩見寡寸れば、精嚢

腺セ，誌のろこ℃かででるが、正常群と・くらギ

て、層面か細く鞄産も竃い，

　前立腺1な．正齢群とくりべて腺の数力vケ有

之細心巳有懲k毛わず分’であ。右。

　ム捗去勢の易響t血温れ、W管精嚢腺，
前立月忌℃毛に正彰群ヒくらべて稔産／か悪＼・よ

去嚇づ群こ冨5～1紛）
』）口癒につ＼・て

（正翰愛イら）

　妊娠13日こ凶櫛と氾われる毛め1づ、この時
期｛（1づ答在言君められない。

　妊娠　4日ミヰ1鷺績隔膜苧刃帯力じ中｛宥1＝／付指ラ
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るやλウ屍バ則で，「二二上端の腹クト側に塒状。毛

ηが認．のられう。こつ窮が凶翁（・洛学の丹管
η　月隻，目空．閑　ロ　毛P　）　　し　匪重7り　多｝て．そ）　：カY．　　→コ　肩彰手　イヒープ祷蔓　う　メ1巴

厚しf三中ま一し周圖の間充織0見窃け砲つかす

和只瞭である。＝o嬉ゐ蝋翁であうかどうか

1オ，組織二二ヒ判児できなかった・（下懐κ

z）　。

妊娠ls日ての麟期になるし雌雄で【管
が明瞭に認めら回る。中腎横隔膜靭帯か中野

に／橘寸る汐ψ尾側で、蹄帥野。腹外劇に、

ヰ嗜セ種う報り直続ヒ1て．単層り判断細

胞か5券るN霧セ認りる．⊂り犀・側に口、W

管ヒわすか。距離覚畜＼・て閤礼織に境さ7K右、

細胞二様つりkきな細泡塊として、吻窪セも在

ない岡管が認りられる。さらに屍・側でlo，胃

管q槻リ索状で、画径1つ非常にll控くなっ

てくる。m管1ポの詐でQ，　W管と密着【て

＼・う加．そ淑それ。甚底膜で左下セ祓わ攻て

おり．これにぶソ二七は境さ干ている，三管

の屍，側端泣くヒなると、w嗜℃の密ゑ｛⇔さ5
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に強巷る・　こ0御で頃．薗管吃嘔てる基雇膜

陪尋つたく霧1在しておらず，m篤しw管が誌

上の基危膜で確われていた。そ1て．〔管っ

巖屍端し劣＼・て、’N壕はWl壱ヒ屈、看癒壱1て

い在・（Fl　8ラ・雄こμ3・淀‘，雌こ／忍，

／Z，β！。／zg，　／30一／33　）

　妊娠」6日＝直管は罷産．し、・全／体に1壱控セ備

乏、単層で円柱二つ細胞か5形泳さ眠て＼・る。
しカ、し、　1「》1管6r＝）イ≦≧二二「≒…二磧…氾察＝1∋「る・し＿　直4径‘グ＝）Dl、

さ＼・部血、ヒくに中富0血管は立回状の細胞

で管腔毛明瞭でなくなる。岡管の尾側端は、

妊娠15日ヒ同様に細胞出様セ呈（、心隔セキ

たず、Wノ壱に密着庖合してk・た，＝の都には，

紬胞り命直射か認りられ在。　この蒔期では、

一寸Pり7雄兎除き雌雄：のぼヒ《．どり；材＊丹で門！暫

賎論証颯1噛していなかった・（鞠5、
’血｛茎こ　ノ竃4　，　／ミ1よ　雌こ　／こi9ノ　／40，　／4え　一／4：6’

）しかし，尿生巧直…；同ヒ「1層が至ll産、ている雄

の赫剰では、庄殖腺k近VてころりN管が昆
4そし1；音p肉「哲今1て三肖失1ていた。この昆4行所見ム

　　　　　　　　　（ql）



1斑娠17日計ゆずる・（Fl　35，／37’β8
）

　妊娠17日：こり学期では、左．例において口

椿は尿庄殖剥に到産パてい仁。

　雄では、蹄P（庄殖腺泣く）の肖層1弓三脚

（て、盤．しかし，rヒ卸殖乙中御の口層は

ヨ肖皮仕ず残』三寸るが、渥4〒κ象兎示：す塩・基・陛つ

・1・さな穎粒セ認める。　岡噛は、なず管が’トさ

く7手る℃℃もに上皮4フ高rさが：勃1ケし、糸引＼・て

肉腔頃菊快して、1残っ雀L皮ね、　上皮セ取ソ

囲電線二二細肥り輪で縁られ否ように見える。

壌死細胞副ξヒんじ認りら瓦な・・．下御（尿

庄殖5同直く）の凶管tづ、こり巳折・像．が認めら

れない・（F砲14了）

　雌では、三層は発産する．、ミの点か雄乙火

窒く甥なり、　この日時二目に凶管に1雌1雄の差か顕

蒐に現われう。　口管・し構放つる殉胞は単層で

円柱状セ呈するか、日嗜の細し・鰍立では、口

箇細胞は立多嫁セ呈し，妊嫌16日目の所見ξ二

類伽てい在，（魚14β）
　　　　　　　　　・（q乙）



　　妊娠｛8日こ雄でな、口…韓有近℃下郁り県庄

　殖茅r〆寸｛し（醤来’前狂線小｝室：になるとこう）屯

　）残し、下中orl管は兜一全に埆、失する。・將：来前

　立腺小望になる・評命6クrり管は、左、右の管が癒

　右し免一本0管℃なフている．きた．庖・合か

　π見’全二で中隔か蕨フてVるもの毛認りちれる。

　⊂り獅り二叉㎏、単層で音釈k・に並んだ円柱

　状の僧団から瓜っており，二の獅にぱ日照つ

　艮4〒／政ヒ駐われる」所昆は三二められなかっ尺．

　　雌では、上暫ゑび下脅り岡！管はさちに下下

　していた．下獅り購勤雄し同縁て・、た冶の

　篭力漕名1て一声り崎℃なって＼・た。【層細

i月包ね沓イブ・高く、細月巳り丁丁キ士曽してい寸三。　（’Fi

冷、1も・）

1
　脚の二痔来三下．腺，ト室℃なる智4むセー1残して、上

　　雌で口、上獅の日ノ壱は庄二月東立耳又リ囲重よ

｝　うになってく＝る．妊娠1ぢ日目，　i6日目こうに

　　　　　　　　　　（r3）



二二腺り頭イ則にあう在三韓は、庄殖腺り尾側

へ〕吻動1て石く。下御では、「汽噛口方＝回り

層が庖！台／て一本の管となってVるが、　こり

昏調綿に三冠壇し鞄産して万室t思わ辻る
博ビヒなる。　こりすぐ頭！劇では、・「り惰1℃た后

0ものが間禿織亀隔てて．存在し、將来の手生

頚層ヒなる毛の乙魁われた，（下崎～．／5乙、

／蕊，　／志β．　／〆〃，）

　　　　　　4，討議
D万工門生殖結櫛間距．離にっ＼・て

　妊娠i6日目り雌：雄ラット殆修では、斥［門庄

殖．鮨節間三二窪は’、統計学餉k湾第差t赤さな

k・が、妊女話π日冒、二日目からそれぞ耽糸充計

汐餉に肩寛骨P〈0・Ol，　P4σool　t示し仁。

この能果は、妊娠16El目蓉で雌1雄ラヅト胎・仔

如訓ざ同様な粧有七言艦屯氏って＼・たこと菟

斥し、妊娠t7日目から外回庄殖雇1＝性差．か現

われるこ℃が示∵され仁。外生殖届り性有疋1が

ア〉ド旧〉エンにようて女配さ眠て＼・う（：影

孔　円引）ことから、かなくと・もこの麟期」訳

　　　　　　　　　（94）



首）に精巣からのアンドロ》エン劾1銃がある

こ・しセ．・示1ていた。’妊娠17日目では、九三の二

重は雌よりも重く、練計単’餉じ肩寛差Pく。、

ooi　セ．示　〔て　＼・る。　＝　つ時其月に　見、5　身（る月i戸『

庄殖結節闇距’離り統笥二叉有二子Pく。、olは

単に雌広住間の威長り｛鑑，＼・にようものかもし敢

獄・。しかし，劾躰り屈今術群と弓術群つ雄

胎修ヒり間に／薩重で純計学豹肩覧峯Pくα・。

1かあるにもかからわす、これ5三胎勝にお・

けみ月工門・生殖下学間距離に統計学酌角寛美一か

ないミと、妊・娠i6日目り生殖腺に間細肥が三

野ミれう＝とか5も、妊娠π三目。月工門注殖

結箭間距●離ヒ認りられた続下学看う肩寛男Llな．

椎淘二よるもりヒ彦え財C肱凧¢』e略（n
jこ6）！　卜10トe．α玖（1『6Z’♪』ジカ㌣灸と，娠tε》Er目1からタ←

庄三王に三佐セ認り†三ぎりもtロ早く観察づ

ろミとがで造良。

　去r勢し在雄ラット月台！仔の月三戸『庄．三糸吉節闇距

馳証幣雄つ妊娠zρ日目ヒ妊鰍1日目つ間で、
妊娠＝乙監日目に出）いオ直セ示した。Du団、5（lqら6

　　　　　　　　　（r5）



），丁e’伽ヒじ慰。う七（1『65）茎！＝よ東ば、月台庄

卑；期にエストロ》エ『ンセー寺蜜与する℃、；雄．胎・修一

セ強く雌’｝往〆乙づうぐとが加られてk・る。〔。陀

αU（〔9糾）は、雄ラット茄・修に拶ノ体経由でエ

ヌトロこ〉エン→と擾与づ’る、乙、月工門1生殖結倭←間

距潔往は兜左ヒ雌’陛下、　せ‘た1つ中間型．兎示し．

二三醸での却勢り結里ヒ類／似してk・糺従．

て胎庄未：期の去勢つ暑多響◎、績巣欠如りたり

0アンド｝コ〉エンィ分ラ修フF角乞による雌三生／乙で’，

1b≦も　（　1947，　1963　）　かウ　サ　ギ「ぐ示　し　で…　と．お　ン

であ。た。

z）w層の須泉＿について

　雌雄ラyト胎修のW管に差が認ゆ3れうり
は、妊娠17日目であり，　上需P窃よひご下宿PつW

管か雌よリモ雄ヒお、・て太く寿ることによ．

て斥される。W管は緕巣よリ・分多’仏ぐれう了ン

ドロンェンにより剣嶽干れる（お七n47、θ
ち3，　Pトice，し「奴嫡α．ら¢cke，レ｛qら6）。　Nle囲　ら

qq6乙），　H｝七う酬鏑Gq6の、βへiule5（
画64）』3によ呼しば，　ラットと．マウスの喫馬免力、

　　　　　　　　　（『の



ら，胎・仔精巣力57ンドロ：ンエンが6う躯さ賦

’（＼・うく℃寵幸忌月…1てk・る。本ノ研映での闇細

胞の出現二期⇔、姓娠｛6日目であ，■，u
こ〆）簡糸田月包7bv’アンドロご〉》エ．ンそこ／分ヲ必し’て＼・る

℃づるなら1ず、アンドロこンコ：ンり二二禦がW層

ヒ及厭のかi二二眠rうことか山口憂亡衆た。

　W櫛に対する去勢り黒多禦｝鳳．W筍か去温品

よりも浸しく昆　行L、W惜Q細くなる。　しか
し　，　重・三一娠1只　日　目　の　素月合／写・＼〈／層　に見　ら　zトしる　　よ　　う

に果貢粒の　出現や，　、笙月山／ヒ，し　在正月包は莞認め　5　れ

な　カ＼っ　・た。　　こ　オ（．1て‡Toう七．（　1『47　）　カ℃1》フ寸　宍潜てい41〒

なった喫験で行、くfれうように，三月台仔「心心．娠

ir日目ヒ去勢寸・うとw管1σ萌失k、妊娠1『日

目球回り去勢では今術賭期ヒよりW滴り退ノ〒

状能か種々。所見セ斥つと八・う。本字貌にわ

＼・ても、結果はW層が窮炭したかゲたに亡よ

丁05七（｛q4マ）の稿果と類二人づる・も・のであう’て、

雄ラット月台／修か宏ラ勢にようてアニド1コ》エ．ン

倣・ヒよる知響吃明鹸に舌づ主りで喝，表。

＝つ二℃ね、去1勢7雄：および正尊雌ラヅト胎’仔

　　　　　　　　　（9ひ



1も、冴礁告よび・船、仔・ク卵柴，副腎に、w党発

｛垂亡せ「る7ンドロこ〉エこ’セ．：要撃で＝き7早いこて

免示、Cノてい在。　憤なわち、　［3αkkt〈Lン5（n77

），　1）ol（、七5！；（R80）15力宰’乞うよう1て、 女壬壷

中の6・体バク雌胎／修トつ：血中テストヌラロンしべ

1しば妊娠住スヲーシセ直して響く、商濃霞
‘っ’血中テストス子口＝ン1加雄月下／下り∂ケ1二見5久

るヒいう報1老1二兜，・ξi二1ニー「至女！うri｝も一のであっ　た。

の凶管。発注．につ＼・て

　即興ね妊娠i4丁目か5ら臼目つ間（畜そ』
く　、信　妊娠1∠←　日　　目　　）　に　　、　　中　「賢　6つ　」二つ吉P膜タト・イ員q　’こ　姥

生づ＝う。　＝水．踏日置℃して認め3れる。　N確レ

リ尾劇端｝づ、尿注殖；凋に伺・て尻．うに早産八

統ける。そして、丹管か尿一生〃直胴に£つる急

で縄、1「層、錦に昭首厳り尾側智力V整箔魔

右して告、）、両，老1縁飽の基底膜で祉わ軋て

blミ。この宿Po細胞に肉購くも記り5犠た。

づなわち、ウ〕ンにつ＼・ての早見繋と洞様であり、

【惰ねW管か5吻下塵罷ノ生づるという説（6ト伽
wひ、id　　　I臼、37／　　1令4ノ　）　→こヲ塗、く　支キ許　し　’て　い　†…・。　　す

　　　　　　　　　（98ク‘



　なわぢ岡盾り発生に関しては種による差覧認

　り磨かっ在。
　4）図　午謹1の⇒等・モ乏＿【こう　　＼・　て

　　雄グ）凶層｛首、口早が尿生殖弱に産してか5

　須快．つるものでちつ蔦。　卜1管感、て「6～七（R53

　）が孟L在ようk績巣かキっ屑岡垣制因手ヒ

　より退所⇒る℃いわ水＿マちラ多。（1『73、　R77

　）tて｝、　こ・グフ因月5＝7ゴや、　お》（ピ〉くセニ．1しト　リ一糸F耳胞

　から早堀さ太るものでちる℃考えている。Pl

　餉（R69）ゆ雄ラット胎・修の緒巣1⇔妊娠
　14日目に、づでに、N移に対づる1卯剃袖果，セ

　ギうている・乙k・う。本厭興では、ラヅト胎／仔・

　にお1うるトり層が・亘4『・つるの1な、妊娠16日冒か

　く妊娠1ζ日華のものでQ，岡漸能甥ししてい

　なかった。つなわち、＝りこピーさ月磁が尿生

i殖．i凋に擁し、　r1層か能才に発産1ないと、，精

　　　　　　　　　（99♪



ヒ愚わ→てう。　愚焦、　屹に、　肖層が兜」全：に屍畠

する弓で、口価⇔この襯咽子に対づる慮受
性がな＼・キのと．魅わ眠る。

5）呂槽の童残につ＼・て

　上音Pの六二の1量残物である精巣毒｝は、ラン

トで【襯託れナα七りqq　45）％聴eへ

ζ『）のノ＼ムスターの所見りように精巣皇か直

，残寸るヒいうもら℃庄く異’なるものであうた。

　下告囲管の置残物である前t腺》ト室【倉，本

研采で、n喀に尿注殖飼の上皮か擬M、岡
層グ）上皮細肥乙置を復わるもり覧老え5梶、

旧楕・も尿比〃直祠つ両／老が、接台つ前i腺．1ト室

セ形成3る乙いう彦え．1筍盾定，さ眠うしない。こ

lq　38）とか、別圭殖ヲ司に：由東づる（Vl歓～1『

お，E砿e，試kn』『）と．か言われ一て来‘たのもも

フ℃もな℃であり、組織豪4比それ免庚宛

づうこと噌、窒わめて困難庵こ℃であり、年

厨咲力3明3かにづるてしはでをな6㌧た。

　　　　　　　　　q。（り



　　　　　　4、小括
D電工明生殖結節間距離℃w層につk・一（

月工門生麺縮嵜闘距離とW層1＝雌雄の）皇か認
めら　眠†三　の’カ“妊娠」7日　目　で、　聞秀田月包力“精彙＿1＝一

認め5総てか5i日遅，れてこの差が現》わ玖在。

⇒たわち、覇更か3売劃一軋る了）ドロ》エ
ンが月工門／圭殖索琶篠や間距離，　wノ虐　ヒ書評ノ響・セ．及　1ず

りのに，1日翔れがある毛のと一、老え3眠る，

勾去勢の駒響につ＼、て

　月L四リ主殖縮静閤距離か1正陣雄の妊娠矧日
巨のものよりケ豊力・く、　W槽・か孝i丞1蔑．に斎耳くな）

て＼・ちくとかB，雄胎仔1葛去勢づるこ℃によ

う’ﾄ雌、ト生．／ぐしづう詑勇向1二委）り，　’ア：：ンドロ》エ．ン

展≠ロの影響紀如才：ヒ示ム。し’（い仁。

o）γレ壱にう＼・て

　レ／堵時ウ・ンし珂腺bWノ壱介5あ馴し、発，髭

／鱈〒くものでちう．〕司瞬じ，月僅つ穂庄

t二｛℃罐閥しrる善が有か・た。

　図槽rも、　これが見在【＝発琶す5冠で、すな

わち、尿生殖凋に産づ谷書で陪、【層り尼侑

　　　　　　　　　（loり
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銘β算　総右考察

　　　　　　1，ウこンにつ＼・一て

D姓劣／とうにつ＼・て

　表一3は、ウシ胎仔にあける性あ／ム置促セ

。結果に、さらに組織栄誉観察i縮果→し加え在

セリである。

　雄にお・ける副注殖届・・や外庄殖届り分／乙1くQ，

胎仔緒菓力・ら出t水る雄性ねし毛》が循極餉

ヒ働く回り乙ミれて＼・る，雌にお＼・てのこれ

らのみ／じは，赤し毛ン滅二王で庵＼・とされて

vる，（葛b≦七　R巳3、　Pトlce，とP久州久』e．cke　n

竺の。緒巣りんパ6ね弓長る3酬，の爵期1二雇瞭

亡れ，＝り蒔：期の門門に間細胞が認められ雇。

ζつ履、雄では，4ト生殖下り雌雄への肉／乙（

イ鰍応7酬）／月工戸魅殖紬痴間門薩。伸長（

／御艮3♂醐）が起こる。つ＼・で前笠腺り移成

（薩長4占酬）ガ始書る。W層に雌雄差が認

賜・に、緒童。出現（陣長75酬）偽や認めら｛

　　　　　　　　　Goの



二三。＝爪ち雄／』セ示す留忌寸アンドロツェ

ン／依存性で、薩にはノ隼在しないか、　または．

須訳して＼窓うもの9である。　＝リアンドロこ〉

エン1守胎イ手回忌巣の間細龍か5つ了泌之収るとい

わイ（てい；る（、ラット：Nl（シいべ　し工ko穐em　 l（モ81

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
マ巾スこ田七つe酬傭　白鼠，らα．UGe．乙qトほξ1

十k～　　lq64　）　。　∠庫長；ζ、さ　αM　に二二り　ら　・kた間糸田月巳

が、　寸でに7ンドロ》エン二二ヨ甦しているも

の乙3れ1ず・外生殖：濯「り肉〆じ，前立腺の出現．

　V噛に雌雄差・力唯見療さ既う落でに．椎宛胎・鹸

に’おいてそれぞ畝．二二4日，　｛3日，　乙Uヨ瘤㌧水て，

和し七回忌易響が現われろこしが赤・憂さ耽る

℃Z一もに．　こ眠．」3の）程←官り了ンド｝：コ》エンヒ

対3ろ、｝乞プターの出現麟二二B寺期で応く、

大きく異減るこ乙が禾ロ変さ底，在。

　τo≦七　（、R53　），　！＞1久。レパ七γトe一　』；　（　lr　60）　甘　か

Vうように、緒東か5離れたもの蒋どll生命化

か産眠る。寸たわち。赤しモンの勧響堂受け

ヒく　い℃　／てk・る。　本；研輿つウ　》での観癖…で

4、外生ヲ直濫プドづす勿〆乙づること、w管にラ

　　　　　　　　　（lo4）



、・てセ．緒菓ヒ近＼・部肉よソ、尿庄殖颯ド匹

v獅命に雌雄差ガゲu二六k）うれるこ℃か3，

丁。5も（Rお3）’甑σ』モ／トしらqr　6。）5がい

うよう六三免友特一3るもので鴨磨かっ右。

初二二につ＼・「：

氏）発庄

つス、　つ＼・に時尿，生殖…詞1二・建，すう。　こ＝で図

嗜ね絶・0二二庭．ヒく鉢」艮！、8ωカ・93、o例言

で）に託て、聴の尾劇力囎にW修と留薦
1て右リ、夫重の基底膜，叱もって、・る。　【嗜’

の尾榎、鴎でけ、昭啓に顧猟倉し鴛た．そ

の後、岡槽末端噂噺薩櫓1＝w権キリ宛’離して，

つv〔二ゆW層’し喀別に尿注殖祠に位置づろよ

茨「縫、　彪生つる・し＼・う説（（斗トu撒wαt己　　lq　37，

R4リセ兜く女三つるものである．
』）増長

　図嗜1つ緕・東から掬躯さ呪る図管％戸制因苓に

より柳伶llさtk（丁。5七　（『ぢ5）、こり拓卿咽手

　　　　　　　　　（105♪



がセーしトリー細月包から介秘さ爪みし言わ肌て

いう（To≦≦o　｛『71）。　雌のト1ノ官1・さ〔多P：菓．セP二二、

しても正鴨り雌℃変わらぬ発遅，セとげる。言

さ眠てL弓う⊆IJo多七　1『47）。フト石〒f興でt急、

／体長3、OC酬克越える頃にト1層末五端か，尿．生殖一ヲ可

に産し、次＼＼で雌では、　コンスタントヒ直径

一興て太くなうて即くのに反して一雄では、
こり層つ増火かなく、階ヒんじ一一定でち、た

ミ℃カ’ら、胎／写精東かBρM層門門因写1⇔．

ウ応く℃も、凶悪に雌雄差が観療ミ眠る瞬期

（蝦灸3、勉猟）ム廟に賄秘網始してV引二
卜い寿いと疲』わ沢た。

3）今庄殖局．1特｛＝下下の形成ヒつ＼、て

庄殖．織碗、雄で酸茎亀頭、雌で陰　該亀頭

ヒ有化すう。二野殖にダは、雄で陰笙っ外／壁

℃亀頭当駅、雌で下端口窄轍に皮・し冷ソ、主

紘博肥厚して陰野（陰型）、乙庵る。フと二丁干し

1急、雄で惨桑し呑ソ、雌一。【⇔生殖紡脅紀舷え

　　　　　　　　　（1。6）



ヒ1つ・これるでしト（5P鋤同lm葛lr乙D克1さ

じめヒして・ブタ（H蜘¢』色穐R尾の・／ス
（、　Ev久ms　　n78　）　に　お　＼・’て　、　　P会ノ唇・　（　て　　く　tて　ヒニ　ト・

・つ＝尺紅唇）ね、　生殖P奮起に由来⇒る・（名1われ

てさ仁説ヒき，fしく反するものて・ち，ち。づ

くなく℃も反魂類でt有。陰雇の形成【⇒尿注殖

じタ・くしトつ小臓尾■二相当）によるものでち

・ス、生殖隆起1な見，全ヒ蛸庚することか明タ

腋つ頭うの腹ン壁に発産，づるこし口、履慶に乳

彦｛しも・っ冠物の携冠り形放宛必ど関厘艮てji輿

岐あるもの、し思われる．

　　　　　　　え、ラット1＝う＼’て

D佐売／6につ＼・rl

　ゑ一4は、ラット舶洛じおける姓る化置，殺

茸の耗艮ヒ更k組織導的観直結里t加乞たセ

のでちう。雄ヒおすろ副比殖届やタ陸殖温り

夷／しト［d、胎洛緯菓から出さしkる雄性ホILモ

　　　　　　　　　qoη



励噸極餉二、琶』くものしされてVる．雌

じお＼・てりこへ5の売化【。、出し毛〉依唐性

でな、・℃さ眠てk・『）（蕊≦七　f『協ノ隊恒e．ヒ

PM楓』¢。　ke臼qξの。精菓の剣U言、ラッド

胎／季では、妊娠」4回目に前廉さk、妊娠【6日

目に閉細胞つ』モ見が認めら眠仁。　こ〆）履、雄

でt⇒、肛門生殖結節間距離の紳長（妊娠」7日…

目），w管〔＝雌雄差（妊：娠〔マ日計）か訊め参

眠、つ＼・でタト庄縄の磁航（妊娠18巳且…
）か底暑明記1～雌雄差が　観血ミ甑ぢ。精血しつ

出硯14妊娠」ra目で、前i腺1⇒妊娠z・日直ピ

ンドロ＞rレンが坊ヨ¢，ミ　Kうと＼・われくNいe！呵　1

らn6しHミり（鞠1へμ、13久llい£一徹）、｝

Bロ目介ら始弓’うしもやわ眠てk・う（No帆撒いレ1

仁間細胞がづでヒ7ンドロンェンセ．女心してi

Vろものしづ齢ぜ聚四佳殖結衡間彫離にラi
＼・て、鴛む、W嗜ヒ4ンドロツエン0勧嬉かi



夙δべリヒ、間細肥が出硯■てから，　1日髭れ

て謡われ乃ミ℃が示唆さ帆仁。牙仁．精豪や
首1豆腺．り出視は＝↓ベヒ渥ψ欠・るlbけでちるか5，

㊧うも（nち3），甑d斌／トε参qr♂。）5が＼、

留酢にくく肉化が渥／く砥う、℃いう・説1づウ》

同腺ラヅト1二お＼、！てセ支一画さ眠瘡首，先。・

初山榜ヒっ＼・て

の溌庄

　図管i有そり屍潅虚上に告＼、1，屑層っ尾イ則

‘守津ヒw権℃屈彪L茨亀つ甚雇膜．で被わ↓欠て

v；う。さ5ヒ巴徳の尾、側蜘で頃、w修b屈ゑ

虚名し又Vろヒ℃右ヒ＝：り寄に細田乞あi舞と像←

心癖《眠■、・うこと看どカ3、ウ》珂r様、「り

層博w層か5あ麗面立1て屍生サ写七りであ
ろ＝・しが些、祈貌’で示《蕨だ。

』）璃長

　岡壕1⇒精曳か3窮聯さ帆うト／ノ心置三寸因チ1。

より柳：捌ミ眠（丁。弐　1q訓）、　こり抑制因チ

守匂レト／一細廟つ劒鍛れ勿・乙＼・われて

　　　　　　　　　（1。9）



ぜろ（⑩うう。　i臼7D。巷た、：雌り凶層｛守卵巣

尾隙笈し一（毛正弟つ雌℃変わうぬ訴訟ちしヴ

る。；雄→しrk勢づる乙翁面博艮メ行せず維待さ以

てk慧う（、To　5七　n47）。　声厨！興「ご．　雄ラッ

トの凶鰺ね，一暫り耕料で妊娠～6日目b鱗衷

して＼㌧＼る＝二て二rb、と；．　つく7手く　、三二デ：二のE時期玉人㌧

荊1二精東か5【上柳緒1因i桑が笏身¢と甑て、・う

こ℃が斥峻t低仁。　しか1、RC6納qq6『）
の直言ヒよゆし嬉＼妊娠六日目リラット耳台イチ精

巣じ【二恩髭剃する能．カかちる℃r報告1てい

ろ。藩祈漁り観療で口、門嵯り党生1づ妊娠一4

日目では珪ち観心さ胚’す，妊，娠彦二目で〔な雌：

雄のn嗜が減産虚上しあう。【槽が尽生殖珂

t＝産kて発産づ5のか』妊娠」6朋痢後である。

妊娠16a巨に1「！壱が須炭tている耕料1寸、【

嗜り犀イ則が尿生易直調ヒ産し「ζいた。ム人上のこ

℃堂忌詞ちわ＃う乙、言忌1弓その訴訟添上ヒ

畜＼・■づでに、岡瘡抑剃因多が覇菓勃・㌻命秘

さ藪一（＼・るくとから，この抑刷楓手り1影饗t
喚乏　吋　　て　　＼、　／ぎ　k・　と　＼・　、寸　7急　い　　毛　　の　　と＿思　わ　　Uべr｝●　　　し

　　　　　　　　　Glの



かし、前転には．N’管奮蛸嵐3るのねどつ；材

刑乞冴■毛【層か尿生殖綱に産してから起こ

フて＼・る。これは【層が寺庄殖調ヒ産づる弓

で噂．こり馴し毛ンの影響菟勧寸な＼些ので

あう。　うなわち，　この鰭蔦弓で図槽ね、　こつ

眠しrシンに舛架る鷹受性t与た叡・吾の磯
灸難論た。

の外生殖一管、特に咳、唇の形威ヒついて

　生殖縫滝レは．妊娠i6日9にね尿庄殖ヒ．ダの

昆側で、月工門のつぐ頭方に、位置tていたが、

妊・娠■7日目に麿るY．、わずかに・発色して、尿一層

算しダの昆・倒イしねさあよう仁たう。　巷在，　生

殖結節℃尿生殖，しグの境は明瞬ヒなり，尿生

殖しダ吋生殖結蒔ちしリ巻くようヒ幸う。そ

の履、尿生殖ロの尾甜月工門、乙の間で庄戸．隆

起貯第二つつ。雌で・訂、　＝つ隆葱1つあ弓1）発

勧呑・・。この隆起ね雌で口、ウ》1誘1寸る

ようにh汚、頭／則に4勿動つるこ℃導くその／位

1二よ「てで奄う陰唇1・っ＼・て口、寿あ屹質党

　　　　　　　　　（田）



操薯℃つるが、づく凹く℃キウ》と比転づる

℃望癒ろようじ旭わ珪しる．

　　　　　　3、　ρブ’1ンさ・・よてバ●ラット1＝う＼・て

D性・分〆6について

　園’白ね．　ウシしラントに渉）・けろ妊．娠期間

の闇、ゐ后官のか6断期がじのくら＼・の劇右
セイ　し　て＼＿＼r老♪プ〕’免・ラ極＼わし、　1ヨーi6竃rコ、　孝壬娠期

間セ，／・・〆　ヒし右、しでり　各洛官。劣／じ菊；期か

どのく5＼・の劇右セ，訂して＼・二うカ’免熟わづ毛

〆フでちろ。　、｝フシの女4娠i丁丁は一碍笑ヒ綴30日力、

9300　日しセ眠てあ・う、・今回／吏屠1≠…ラット

の44．4辰期間吋zz日である。　＝の＝・C口、　ウシ

で！つ『台生卑二目に1荏ノ分イ6’が惣てり、ラットで噌

胎庄末、期に走己＝ろ℃い気多。　1カ・し有が5，

ウン℃ラ・ソトの緒柔かあ化1てる・らタ！生殖渇

【ぜ、ウ・：ンで4日目，ラヅトで國も4日目’である。

丙》で二二に胎幽であろ表め誤毒か犬で＼・℃

臨が創隔での糊間14非削つ権山てk・る
こ℃に1つ亀vなv．前立線っ出硯！時媚・捗卜1管

　　　　　　　　　（ilり



り艮伊州理り相暴ヒ言そ楠じ燈な髪で・餉
k・。　づ々わち、・』生劣／し1な、種が異溶っても1言

ぼ同4柔な爵期｛二走二ごる＝℃カベ示さ眠る．

　ウシ’しラットの、膣有／し過，4呈にっ＼・て見れL蕉

ウツでq外生殖魑の夕祀，ラットで耐／興り

冠省菊朱ゐv、縮’東国乃緩し見5れる雌雄へり

如しの朗始で制、凌吐ぞれつ堅物伽6つ
・ろ1・1重序が縫ヒよ・て異庵う＝乙か希さ珪（で…．

z）岡惰につ＼・て

伏）発呼

　ウツヒrIち・＼・’てセ、　ラ・ノトヒー古＼・ても置管’の

荊珈り野生・萢・程づ存わち，呂管り、履確開ロ考F

（N看）り泥佳ヒつ＼・てldフト明瞬であろか、

卜／着の雇ノ側にあ・q＝う導管の発達｝ね、　ウツ、　ラ

ント℃キにW響町5等割瑳．生「づ’う二℃ち明瞬

ヒでつて・しか弘来仁。

』）須長

　リウの門噛二住彫錺伽認納れろの1ゴ、毎
長3・9（凋前イ後であろで℃奇ら、rl下柳剃頃多一

が雄で、寸く有く℃もこの晦郷揃k有躯ぐ

　　　　　　　　　（IB）



気て㌔・ろこ℃か守・疑れ、ラットで口、口層

ガー群の柑1で妊娠16朋に璃肉て＼・うこ

てか㌻、一妊娠｛6日目尽翫ヒこの囚苓か売ヨ屡で

軋ていうものじ形乞参航ろ。

　Plじ。例ぐR6『）の実鞭ヒよれば、ラツ1で

妊娠14召自の粕藁」τ卜1権党柳制つる能みかあ

匂乙一尺堵【て＼・ろ。捧一所畷力・ら妊歩辰β日目あ・

よ’び妊・娠」6日目（一八の材孝凶四脚く）熔凶管

の置網階上であ・て口物彰均卜しては＼・看い．

ド嗜か丞ノ循旧るの1つ、牌多が発創て尿
ノ擁壁に産」てk・餌紳1のの1く認≧り5藪勿。

穿下わち、上、尺仁，（こ℃ぬ・5、呂准多1言その四壁

庭」ニヒよlvて、u層手軽膝下が劣剤6ぐ眠て＼・

珍【つ一下・か5わず、モリ易繹1守髪置づ1ぐ＼・た＼・

例であろ．よう→ろ1姻嗜が麟須生づう
の時、口層が属し彦寸胴に産／1’て兇全｛つ発産＿づ

ろ4で須集1たv毛‘り乙％乞5甑、4た、兇
をじ発鑑づう弓で1⇔、この因別っ対づろ慰乏

・性｛しも　在な　＼・七　の・レ露わψtろ。　ウ’ンじづ～・サろ

襯！でも、N鰺1；雌雄彦↑認や5屯ろっか，

　　　　　　　　　（目4）



硅．後＿3、貸伽諭媛「じあ3。　寺ε、回忌が月し比：殖

剃に産づろηか誹．夜3、・伽前後であろこしか

ら、ウツ及イズラッド‘つト1嬉0医，婿須炭か’馬弓

ち斜4．岡層が尿試植胴じ産し％釦っ晃産づ

ろ脅で色レニら庵vものと．先乞3ψL仁、

3）糾庄所直届∵嫡に彦屠η看勿残1二つ＼・て

　わ’ンヒよ・けう袴、雇の形威1つ、尿生殖ピ，ダ（

しトの・ト荏肩1つ相当）1二よう宅のでありて、

生殖睦起⊆しトの火直雇1っ相当）1な頭側へ勅

意し、っ＼・1引創兇庄ヒ幽遠1て円う。この

こUづ今山で葛わ，kてき仁説に弓っ仁く反づ

こ肱輔¢ら¢槍qr乙6），／ス・Ev餉う（n7β

）乙大之く異同，て＼・て、　ヤギこBδW幽（ROぢ

）の）所昆じ〆r敦づるもノ）であ，1覧。ラットで

略生殖隆もがウツりようヒ頭側へ物動づろて

賄4、そ0愈置の翻で乎狽弄明瞭・し看ろ。
細心「の看ウ扮く1＝っ＼・’て1つ縁…ンイ髪：起ころ忌め、さ」タ｛て

直駅4し1ψ薯しづろが、→く磨くと毛ウツし1つ

全く異痔って＼・づうようレ隠われ老。

　　　　　　　　　（l13）



　蠕r輩　維橘

　　　　　　i、　ウツじつ＼・て

P椎《／ししフ＼・て

　緒菓の四三ね弓長z・3醐に観察され、間綱

吃の出硯紹この晴期ト認1りりれ右ミし存5、

緒東からつ雄性ねしる功桝崖琢直腸の勧態窃

イし，H工門比殖循静間距鶴の二言，　w修ヒ羅ゲ磐

ち須匠づのじ推：に胎下々で、　それぞれ病4日，

q日，z・目と昆鼠ぐあ5こ乙か示峻ミ賦在，
乙）【謄の麗／生iつつ＼・！（

　N嗜。屍端Fl弓W平し犠箔庖后1てvた、そ
η蔽、三権ま一備口噺野鼠1しw壕よりあ’離して

ついヒqW磁℃1づ別じ尿毯殖胴1つ紅墨怠るこ

・し力・与、口傍の二二がw・鰺かり三思発些づろ

乏Y！伽示ざ眠fと，

3川下の獅回しつVて
　口嗜ゆ緋，長3、o醐首i4後克母乏一う彦負ヒ「1傍東

端匂ツ尿生殖詞じ到達メ、攻＼・℃、雌で略宏ん

じん直佐吃噌1て太く寿って獅くつレ反し、

雄二で【づ嬉の璃丈が寿くi割雪㌧艶であろミ乙か

　　　　　　　　　（ii6）



5、胎イ田隈砺の瞳柳制因豹葛寸く存く
しセ鮭長3・β箇のト1惰し雌：彦盒寿か認めうれう

二期レ《諭に、有％開始し一しvろし薩＼・呑い乙

処あ燃、rまセ、ラットィし壱りて鬼乞ろ℃凶杉

が須生干るの1つ、二野が屏しとと3直多同1（薩」久見

左じ発産づろ弓で起＝5為＼・セのヒ光え3甑
お．

4）外崖殖島、特1っ陶移の砺酬ウフ＼・て

　陰野の影矯（！手4し佑回しダ（しトの賦1一陰雇b

相当）じょうものであって、生殖芳野爬ピト
4）プヒ＼陰フ啓1rニフ招当）　竃ノ＝L、　頭ノ四竃1｛二筋7動し、　つ　＼、　tr二

Q兇皇ヒ須炭してし鴛う．この二、し口ら諭で

＼・われてき乖説℃4っおく雇35ものであソ．

しト，ブ／7，イ又℃／たきく畢みり、ヤギと同

株．であウ（一し’ガ朗ら脊・しゐっイ三。

　　　　　　2乙、　ラント1＝う＼・て

D性劣イじじフ＼・て

緒菓の虜化け妊娠！4明b観髪ぐれ、間細
胞の出嗅1守・妊4危16ロ目k：認めら叶（セ＝℃カ’今．

精蛎吟の雄性ホ1し毛つが月工pr生殖縦多間距

　　　　　　　　　（1に）



離の縦長，w嬉ヒ影響費．及写づっK【日。外

生減点艦の砺熊命κ6か葱こ・うの1二’λ臼民甑るこ

とか示峻さ眠良．

紛三冠の礎！生kフVて

　ウツ℃同株に二三の多陣14w諺介5有’離発：

生づろむので、種，1痔う粕屡か寿いこてガ赤，

さ敵f乏．

3川修の須族ヒつ・・て

tてVろく℃か5．ケ為くしもこの時斯鼻下，
1二、縮東力・らのU層物7劇因多が肉二王でれて・・1

㊧1つ薩・・寿く、Piω納（二回η）が～報壱【也よ；

うじ妊！4辰」4・日目し二の困ろ一・が吻飛・さ蘇て＼・ろi

憂三寸弱で1弓．この因勃物下旬細寿．＼・

ものし％灸～〉亀れ在。

4桝二七届特レ鰺雇の御あ（1つフ＼！（

　佳擢唯をレ｛4駈娠i6日自｝L鰻癖さ淑ち．友＼・

で、嬉ではこの薩葱が修殖紡皆，風注殖じダ

・し恥門℃の藺じ現あっつ・が．號↑1つこの脅P〆置

　　　　　　　　　　　G18）



1（し℃雪り、ウツのギう1二頭側へ掬勧し矢須

紹5ので1旙曲“、乎坦で不朗瞬トた・《
t弓う。　崖．複、罫望つ9閣ロレよって惨雇・がそ秒放’

ミれうが、　こ畝1＝っ＼・てrJた巷～・隆ン察｛と1屡薯し

3ろ。＼しかし，豫、雇のぞ防万反！ニフ＼・一てヒ｝ウこン℃

1り喫：な弓も。し懲・わ駅仁，

（llr）
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表一L　ウッ胎移肛円生殖結節閲距離℃月工門

　　　　ノと殖隆翅蘭距離セ示づ



Animal no.

80009
80010
80011
80012
79113
79114
79081
80081
80073
800 79
79077
79075
79076
79057
79080
80008
80080
80017
79058
79 10 2

80077
79071
79089
80078
80 135

80015
80074
80014
79087
79117
79 10 7

79108
79074
79082
79079
79078
79101
80013
80006
79111
80016
80105
79060
80104
79088
79083
79096
80067
80019
79112
79086
79100
80007

Sex

M
M
F
F
M
F
F
M
M
F
F
F
F
M
F
F
M
F
F
F
F
M
M
F
F
F
F
M
M
F
F
M
M
F
F
M
M
F
F
M
F
M

Length
 (mm)

 5.70
12.18
16.32
16.64
18.40
l9.40
19.75
21.10
21.85
22.40
22.45
23.25
23.35
23.65
23.85
27.55
27.65
29.37
30.55
31.40
31.96
32.00
34.50
35.78
36.20
36.30 ,
39 .32
39 .85
40.12
43.10
4. 3.55

43.60
45.35
45.70
46.25
46.35
49.90
50.22
53.35
54.40
58.70
58.70
60.55
61.15
61.45
63.40
69 .40
72.25
73.45
74.80
75.35
76.90
77.25

Body
weight
 (g)

O.26
O.52
O.64
O.90
1.10
O.92
1.22
1.43
1.36
O.90
1.10
1.10
1.70
!.71
2.25
2.03
2.93
3.30
3.09
3.55
 3.06
 3.30
4.31
4.15
4.45
5.13
 5.77
4.24
 6.17
 5.60
 5.50
 6.80
 5.90
 5.32
 5.20
 6.93
 7.98
 9.14
 8.50
10.23
11.41
12.70
11.83
12.20
 9.80
14.00
18.48
14.01
15.90
17.20
18.20
21.10

Anogenital
distance
  (mm)

1.10
1.40
1.00
1.65
1.40
1.89
1.60
2.10
2.00
2.60
1.30
2.60
2.70
3.10
1.60
3.00
 3.05
 3,, OO

 2.67
 3.30
4.20
 3.30
 3.40
 4.20
 3.60
 3.40
 3.60
 3.60
 6.80
 5.95
 4.00
 3.80
 4.00
 4.32
 9.35
10.95
 4.50
 4.44
11.50
13.56
 4.50
 4.40
16.10
16.05
 4.30
 4.00
15.60
 4.00
19 .83

Anoserotal
distance
  (mm)

2.50

2.50

2.00
2.95

2.20
3.50

3.01
3.50
3.40
3.20
3.50
4.50
3.60
4.60
4.60
4.00
3.30
4.30
5.17
6.60
7.15
5.35
6.06
7.00

 7.85
 5.83
10.15
10.15
 7.10

10.10
 6.60
11.52



Animal no. Sex Length Body
 (mm) weight
         (g)

Anogenital
distance
  (mm)

Anoscrota1
distance
  (mm)

79099
79059
79072
79106
80018
79094
79085
79062
79084
79093
79063
80108
79064
80107
80106
79065

F
M
M
F
F
M
F
M
F
F
M
F
M
M
F
M

 77.65
 81.30
 83.65
 85.25
 84.45
 89 .25
 93.20
 95.30
 98.15
 96.55
 99.30
 99 .40
102.50
IOO.65
115.50
118.00

20.00
24.50
24.10
27.50
21.05
25.00
29.30
39.70
30.50
32.72
43.00
39 .41
41.30
37.70
58.66
45.60

 4.30
19 .20
16.10
 4.30
 5.70
23.60
 4.95
23.35
 5.00
 5.00
23.50
 5.58
24.45
27.90
 5.22
26.55

 7.00
11.25
10.00

 9.27
14.20

14.50
 9.30
 9.25
14.15
11.46
l3.17
16 .80

15.80

.
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C．R⊥， AGE MALE FE門ALE

23 自1
情巣分化

ﾔ細胞出現

27 駒 外生殖器分化

36 49
包皮出現

阮蜷ｶ殖結節間距離の伸長

43－45 53

前立腺出現

纒狽l管退行

卵巣分化

A生殖洞へのW管開口部
N胱への尿管開口部の間

ﾌ距離は長くなる

51’53 56 陰嚢形成

纒狽l管消失

71’75 61 下記出現

97－99 70 下部M管消失 生殖姿起（合の陰嚢）消失

120 75 w管消失

lqo 78 W管発達
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AGE MALE FEMALE

1り 精巣分化

16
間細胞出現

纒狽l管退行

卵巣分化

17

上部M管消失

阮蛻齔ｶ殖結節間距離の伸長

ｺ部W管発達髭大

駈

18

下部M管消失

O生器形態分化

上部W管退行

A生殖洞へのW管開口部
N胱への尿管開口部の間
ﾌ距離は長くなる

ユ9
精嚢出現 上部W管消失

ｺ部W管退行

20 前立腺出現 下部W管消失
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阻一16 ウしおよびラント胎存の妊・娠期間セ
／oo　ヒ＿し‘≠三＿日毫≒・〆）1レ≦1L・ラ行ノiピコ珪蓋ヨL程〃つしめぎ）

劇右セ斥づ。

A耳工門生窟右静間距離の伸」艮

E・G〃陛殖彩郊6

M　噸1己ト嗜須焦

P　前i腕出現，

w　W。1｛f管多鰍一
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Fi8uトes



1）A

2）CO

3）F

4）G

5）GS

6）GT

7）エG

8）L

9）ME

10）MG

11）Mエ

12）MP

13）MS

「4）OV

15）P

／6）PR

17）PRE

18）R

19）S

20）SC

肛門
皮贅

尿生殖ヒダ

齢直腺

生殖隆起

庄殖結節

闇細胞

陰唇

髄賃

M喜
劇包あ製

岡管原基
多L点．

61喋

青藍腺
総排ラ芭腔気

慰夜

維足
緒細瞭

陰勲

21）SE

22）SI

23）T

24）TE

25）UG

26）UO

27）V

28）WB

績勲腺

尿生穂颯

白膜

績東

尿庄殖薪

尿生殖ロ

血鰺

中腐



fi　3－1

（×z％）

／声長1・z＿側，　ウツ胎／手比殖月東．セ

柔づ．　生汐直腺から陪雌雄の区別

吋、まだできな＼・．上卸庄殖月鼠

ね、　中幣糸王求’演三ヒ密差f、ス＼・る。

（Xち70）

下惜一1り拡犬セ斥づ．
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（×【43）

／ヰ長｛、る例，ウン胎／5・生〃翻東t

柔づ．生3直月衆か3は雌雄の区別

は．尋仁“でをない，下多P生殖月東

でq，中幣捺錬毎ヒの密差は観
擁されない。

）
4
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o

二
辞

Q
・
q
X

r
r
（

Fl　8－3の拡大一セ・示づ・
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（×143）斥づ．生殖腺か5口雌雄の区別
　　　　　　は、　書倉できない．

rl　8－6

（Xち70）

Fl曾一ちの拡た屯示す・
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ng　－7
（X　l43　）

鉾長i、｛3例　　ウじ舶イi臼主殖月臭L免

示3．生殖腺，からは雌雄の区別

lr逆　言1なでそない．　上毛P庄汚直腺

は、　中腎兼球／牟に留看1てL・る．

F略　一8

（Xぢ70）

F蛤一7の拡丸セ示づ．
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Fl　8－9

（×’143）

鮭長1、ら（撒　ウ》胎有庄殖月東見

赤：づ，　生殖腺力・3は雌雄の区別

は、急だで乏ない。下告P庄殖月曳

ては、中警糸錬侮とつ密危は観
窄…さ眠ない．

Fi寄一［o

（Xる6ら）

F砲一Rっ拡丸セ示す・
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Fil－11　屏長z・3艦　雄ウツ殆∠手生殖腺

（X143） セ示づ。朗瞭応緒教が記められ、

これ免も・て雄と判｝鴛ること

かてさる。

Fi曾一1乙

砧了。）

下1q一目の拡大免示づ・精索内

ヒは．原始庄殖細胞か存ン在し、閣

質ヒ1つ線維笏細肥の他に間細肥

セ認りるこヒかででる。
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Fl　8　－i3

（x71）

・体長z・3c撒　雌ウツ脂脊庄殖，腺

竃斥づ．雌雄っ〔乙別がうか奉、・

日鞠期℃同様て、末宛ノし為状態セ

示づ．雄におけろよう‘て緕索，

原始生殖細胞ほ観察でれない。

（xおζ）　殖．細胞は麟て眠有い。
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Fll－iち

（X71）

、イ；本長　Z、7　c！肌　　　雄　ウ　　シ月台、イ5一オ主殖月泉、

セ示づ．髄賃は緕細管て満仁で
軋’てk・・う。

（x乙8ち♪　自膜の形威が認∂05れ看．

Filげ17
（Xと70）

Fi　3－1ちの拡大嫁づ。緒細管

内1源：始庄殖細胞セ観察でを冶，

闘質1二は、糸鬼維募細胞の〆也にこ

の細肥にくらべ広い細胞賃’t宅

ゲ間細胞が回りうk珍。
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Fia一旧　　躰長3スωし雌ウじ胎府庄殖腺
（　x　7｛　）　　　　　　イ乙テK　づ。　　皮ノ婆　ヒ　殖賀　・こ　カv日月瞭rぐ、

　　　　　　皮質は雄にくらべ厚・走乞薦づ．

（x之8ち）　殖．細胞．1つ言忍め5眠磨L・。

（　x　　l5て。　　）　　　　｝髄簑1筍糸泉≧条倉三毒午細月をしの筒多　1二　よ　　う　て

　　　　　境さ眠ている。
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（xz5）

屏長1、そ働　ウじ月台／子タト庄殖．器

（腹側か5見仁）堂示づ，賄’帯

’乙尾根しの間1くわすかに隆起1

在生殖結節か認り5れる。　こつ

隆起の両側に庄殖．隆起つひく5

冴が認め5れろ。庄殖結肺の中
央に女＼・排三世腔膜が認めうれう。

hξ一zz　屏長1・尾ωtウ》胎／チタト生殖麗

（×z～）　　q則面から見た）克示づ。
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殉一z3　礁長1、6蝋ウ朗台務汐｝庄殖器
（x2コ））　　　（腋イ貝・1カ・5見、た♪セ．ブ了＝づ，　・祠←，三世二

　　　　　腔膜tづ講状しなる。

Fll一燐　／渉長1・6猟ウツ胎洛タト生殖塵

（×z・）　　（側面か5見在♪セ赤づ。
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Fi臼一z5　扉長1・r猟　ウシ胎務タ／庄殖器

（X由） （腹側から見た）亀示づ。　こつ

時期昔で生植腺、外生殖鰐に雌

雄差回認りられるい。庄殖紡節
ね日月瞭℃なるの　この月下イ則ヒ…藷セ，

叩放3る排三巴腔ヒダが認り5眠
’ろσ

f曽　一弼

（X　l9）

馬長z、3蝋管ウッ胎修4生殖
呈昌　（　月舅しイ旦ll力・　～ヲ　顔した　　）　｛〔，そF　づ’。　　屓L

穂腺力・ぢ1ト材料n雄℃判定ざれ

た。1かし、タ臼と殖霧かり博雌

雄セ子別寸うこ・し目できない。

この時期に生殖三曹の履側’二尿

生殖ヒダ図工門ヒダが託り今れ
ろ，
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Fi曾一z7

（Xlo）

体長Z・7ωし雄ウツ胎修外庄殖

器（腹側から見た）セ斥づ．生

殖結節の尾ラk楕円勧の尿注殖
ロ　ヒ　こ　の尿生孫直ロ　ヒ二十艮，　斥L門

との間にノ会陰繍ぐが記り5眠ろ。

こ軋｛乙も、て外庄殖1器・し雄足判

慮ででな。雌ヒはこ帖セ認る

こ℃ねででたい。

両Fi曾　一　z≦3　　　／峯’長一：乙・70〃戦　　雄ウ⊃！月台イ手タト生，植

（Xlo）　　器ぐ創腹側から見仁）丸示す。

1ゼl　　rl」
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F砲一乙曾

（Xlo）

礁長る臼繊　雌ウ》胎務外崖殖
器　（、月隻ノ但llか　与　見た．ノ　セ，示　す．　　庄．

殖紬箭腹側の尿生殖ロは舞兼の

奪寺で、　これ乙月：L戸「℃つ悶には

念陰維線1守認めりれ1含い。

Fil－30　鱗長Z・曾岨雌ウ》胎務外庄汐直
（XIo）　　器（ξ→腹側か今見た）セ柔づ．
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Fis’31
（×Io）

礁長ふ『蝋　雄ウツ胎ノ仔外庄殖

器（腹側か5見たうセ示づ。庄
殖結節甚吾P伽わすかに5・＜ぢ冴、

を皮の砺旗が託め5しkる。な修

絢線キ明瞬℃洛る。このBキ：期克

鰍釦て比殖紬葡4誌面ラ何、

頭側へ吻勤1てゆく，

F曽　’3乙

（×lo）

緋長ふ『（爪　雄ウシ胎務・外生殖

器（糾腹側かり見た）セ赤言，

生殖結節副子，尾側に尿，生殖ロ

の1トざ／智・卜孔力い認めりれろ。
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τi8’35
（×ID）

扉長3、6（孤　雌ウし胎／手外庄冴直

器（腹4則から見た）1し赤す。尿

比殖ロ1つ講状でたく、尿生殖凋

へ0穿孔し1て明瞬に認めうれ
る。尿生汐直ヒダは日月瞬：と，ゐ噸う。

F噛一34　／娠ふ6ω・雌ウ》胎イ手4生殖

（Xlo）　　器（剣腹側か5見た）セ赤づ，
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（Xlo） 器（腹側か5見表）セ示づ。屋

殖結節瑚諦ラ向へ傍勧つる喪
め庄殖薩：起頃この屍ノ則にノ位置す

ろように寿る．

（Xlo）

鳥畏4志働雄ウツ腸有桝生植
器（斜腹側か5見た）吃イづ。

庄殖結節茎音Plて尿生殖ロが叡圭り

りれ・う。
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（Xlo） 器（履ノ側か5見仁）吃示づ．／些

泳長じ蹄私て生殖睦麺は瞬帯
多翻つ傍動づうが、生殖鮪嫌冒

その’位置ト止づろ1しめ、粕対餉

lt生殖随が差と殖結膏り頭側ヒ

ノ位置寸るよう1二なる。　生殖薩起

は雄1二491v（小さv。

F崎一δa

（Xlo）

緋長4、6（撒　雌ウシ胎有舜生殖

嘉（剃腹ノ忌め・ら見老）免イこづ，

尿生彩直ヒケロわす寿ヒろ・くりん

で’くる．
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Fl葛一3『

（X　8）

／fヰ長．ぢ、3C猟　広住ウ：シ胎ノ修タト生殖

審（腹劇か5見た）セ赤づ。生

殖隆起1請石の毛の力唖央で癒

伽て陰嚢しなろ．

（X　　ぢ　）　　　　　堵智　（　腹！倶巴5カ・ら　見≠」　）　「！乙イ〒＝す。

（X　ζ）　　窟（腹側か5見回）セ年づ。
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刊8－4乙

（x8）

∠歩長5、o（〃し雌ウン胎務タト庄；殖

麗　　（　　腹イ夏リ　カ・　ら　　見／≠』　　）　　セ＿　看ニ　一す　9　　　崖＝

殖隆起1訓と殖縮の前うヒ位置t、

1トさくたり、わずかに艮4行づる。

鞠一43　イ報5・・‘凧雌ウシ胎有タ性殖
くXlo）　　居各し魁・腹ノ則から見仁）セ，布づ。
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Flど一44

（x　5）

／本！良75㎝、雌ウツ胎修外生殖．

器（腹側か弓見仁）t示づ，　庄

殖瀦ヒは庄殖縮祷の荊多で勇炭
t　’か　カ＼　っ　’て　、・　ろ9

（X　b）　　脇（剰尾側力・5貝／ち）セイづ。
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fl　3－46

（xぢ）

体長8、56微　雌ウツ胎務外生殖

器（複側か5見仁）t斥寸。庄
殖隆と1訓鴛℃んど須抜1かか．

’てvる。

F噛　一47　　扉長6志畝　雌ウシ胎イ多4卜庄殖

（X｛。）　　、器（斜尾側か与見．た）尾示づ。
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8

一
」
b

q
q
N
X

で
「
（

／フ争一モ…＼｛o、6（ン7戦』　　雄｝＞7　コン胎ノ仔∠クト　生殖二

器（　片隻ノ傷fリカ・　5　見≠三　）　セニ　ま　一す．　　2圭．

、殖隆起1つ屍飽し丸をく昏く3壱。

庄殖緯皆1な包皮η磁じざ、）巳

譜娠つようヒ存る．

（　x　　　8　）　　　　　　　器　　（　特　卜二　生％直斧吉　節1乙但11面　　力・　5　貝＿

　　　　　孝）セ煮づ。
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F伯ノど。

（x　ぢ）

緋・長10、0蝋　雌ウじ脆洛外1と殖

器（腹側かり見仁）t雰づ。生

殖隆急噸じ雛附血ヒ見塗じ須
恥寸る。

砺一引　／娠一1・・o㎝雌ウ朔台翻佳殖
（xρ）　　．器C創尾側力・5見ち）｛し示づ．
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F嬉一し乙　／ヰ長R・oωし雌ウ甥台勝外庄殖

（X吸） 器（劇昆側か5俗心）堂斥3。

庄殖儲衡1守尿生殖しダトよ・て

周囲セ．囲弓Lk一・うようピーたろ．

Fi亀一じ3　扉長33・・ωし雌ウツ制写外回茎

器（斜尾／則から見た）｛昌盛す。

尿．1と殖ヒダ陪売産一し、生殖循皆

セほヒ氏じ雁うようヒたづう。

Fia－s4
（xラ4）

雇長46、0倣　雌ウン胎存外庄纏

器（針屍イ則力・5見仁）t手づ。

尿比面しダね並幅．し親し見5叡

・う陰山と同様ヒなう．
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恥一坊　　癬長1・乙碗　りし胎洛撫llひ壕

（x鰯s） の原基セ示づ。庚ぢrl守中購し中

署横隔膜麹帯の耐老笥）t斥1て

いる

Fil一ぢ6 緋長5、え。帆　ウツ胎移悔ll・cL杉

かt二尾・側セ示しfし与ので、炭6ア

の所，　中㌧暫中1亥にわすかに肥厚

か認めらlk乃。これかU管つ旅
基であ乃．
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fig－k7
（X　Z65）

〆ヰ長1、z，α欺　ウレ胎イ3－u尉トぴ管

の原．基セ・示づ。1天印つ1所、　中賢

中　皮　に　わすか　ヒ＝月巴厚が言［』り　5　1れ．

る・鞠也6のわすかじ尾側セ
斥3。

Fl　3一ぢ6

〔x鰯ぢ）

／ヰ長1、z．6砥　ウツ胎移撫u｛歩膨

の原基セ示3・Fis一竺7りわす

かに尾劇堵仁峰毛ので、庭r
の所、　中腎中夜1二わ’すかb月已厚

が受動め5ルしう，
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Fl宅一ちr　舛長｝・6㎝．ウじ胎／チN賦H鉢矯

（X143）　‘り原基セ示づ。中品ヒ中靖横隔

　　　　　　膜靭帯の／寸箔音Pセ赤づ。

下il－60

（X143）

Fi　3一引

（X143）

扉長1、6傲　ウツ胎勝冷u群管

の雇基セ柔づ．廊rの所、中継

中夜のわす力・な肥厚か認めうれ

カ・F噌’厨のわすかに尾側二
四づ。

力卜長1、6（凧　ウツ肥仔悔ll£ト管

の原甚・し斥ず，択ぢrり所、中嬬

一60のわすかヒ尾・側セ示、3，
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Fi　3一双　　冗長k6鍬　ウツ胎・修冷U鉱層

（XI43） の雇基（將来の口管腹腔開口卸、

卜1義）セ示づ。　〕天曾は岡孝卜、下i

8一司のわすか1＝尾側婦づ・

下埼一63　　ア嬉一〆乙の拡大一克禾3．択£rは

（X乙8ち）　　卜1講，

（X143）

誹長．i、6伽　ウン胎修冷い£L層

の原茎セ弥づ・τ18一∠几つわす

かヒ昆側　し斥3．屍側1∵向，て

中1宿中皮の月巴ノ卑lrポなく7まりつつ

あう。択タ1弓rり糞
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τ噛一あ　　緋長【沼鰍　ウレ胎修岡蝋鉢層

　　　　　　　力’にノ尾ノ側セ，斥づ

刊q一あ　　躰長L6畝　ウツ胎修冷h件権

（×143）　の雇基セ祠・鞠一兆のわす
　　　　　　　か1＝、尾・側セ孟す．

　　　　　　　カ・に尾！側セ示づ。
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F帽一68　／御艮ふ6似　ウツ胎洛唱ぴ口外管

（XI43） の原基セ祠．η曾一67のわす
か1＝ノ毛ノ復1μ乙イ丈す．　中幣中：皮の月巴

厚（択卸）の景．尾端あちり1＝な

る＼乙、＝つ門嬉廉基℃w瘡か樟

血■てくう。

臼3－69
（X143）

イヰ長」、6c砥　ウツ万台／手除λ6｛≧ト杉

か1㍉尾側に示づ．中賢中皮の肥

雇（炭印）ヒw層1弓擁着する。



　
　
　
　
　
馴
　
　
。
ド
　
　
　
　
．
．
・
　
　
！

　
　
　
　
　
　
　
　
で
ロ
　
　
じ
コ
　
の
ヒ
サ
ぼ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ヒ
ロ

盗軋磯憲

病’，甥1タ競而

・ケ

’》

　．　■診

　　“蘭

　　蟹

騨

ヘビコ

　も・：

諺
，

彰・

漉

・．

恫
I
罎
隔
鑛
鷺
、

灘魏懸’

．
湯
掛
h

幅晶

F
∂
、
．
押

・
義
糊

．
‘
羅

　
鍛
嚢

■
｛
、
．
9
．

匿
／
…
．

　
　
　
∴
〆
・

　
　
　
・
♂
塾
．
『
・
、

　
ぬ
　
そ
　
ぽ

．
｝
鯨
琳
鑛



F噛　一70

（XZ4へ

X46（一X

qら）

扉長∫、8C肌　リシ脂洛隙U鉢ノ壱，

Wol看《謄t窪続酌に斥づ。　中琶旨

し中腎横隔膜廟帯の／橘獅尾側

tol》1義力嗜赴めら眠、）乏の昆側1＝

口細胞索様のト／管か言忍・められる。

層膣ね才七．御1氏ざ眠■＼・な＼・。

顔側で口N管とw擶が離賦て位
置1’（vうか’、尾・側に伺う仁つ

眠■N管はw修ヒ擁着→るよう
1＝／釜る。
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（X570）

辞長L8α肌　ウ：シ胎勝一猷1陀トノ菅、

い／o！貿辱セ斥コ．

イ則t示づ。　w惜，

密着、一（＼・ろ。

下面　～70の尾

旧情か見全に

下ll一π

（Xζ70）

イ本長1、8（猟　ウ匹胎仔冷llも」管，

Woほ三冠tfづ。
／則堂示づ。　w冷多，

合1■＼・ろ。

下18－71の尾

翌夕づ密着癒

F曽一73　ノ侮長1・βc撒ウン胎勝屑U！1恐修

（Xζ7・）嚇雪戦示づ・Fl　3－7乙の尾
　　　　　イ則｛乙赤づ。1「管1つ認め3れない。
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Fi　8軸74

（xz4へ

×48へX
佑）

／体長3、lC肌，ウじ陣／手晦t陀ト層

Wo　i舅層セ豊続餉に示．勺。　ヰ賢

ヒ中腎横隔膜廟帯の耐箔御尾側

〔t凶…舞力噛忍め5れる。N群1さ単

層の円柱七皮て被わ賦、＝の尾

側に！d嬉忠良毛ぢ，単層の円柱

上山か3、なる心心か認めら↓曳る，

昆爬い＝・向うヒ，つ賦て層腔t意い、

細胞転榛．りm擶が観血て眠ろ。

頭／則で口N管℃W鰺か嶺注敬てノ位

置1ていたが、｝＞1管が細肥索揉．

の構立克ヒろあたリカ’5、　岡管

ヒさW馬多1二密．純一するようヒ、有・る。



丸複

隅、

・
～
　

…

さ
　
㎜

　
　
　
一

■
難
撃
L

触
～

門｝■一一一

＼

’

齢．

V
幽

へ

」

．
葎

’
　
訴

へ擁

．

O

，
’
　
メ

　
ノ

鞭三1

」

L

“
翻

　
．
鎧
、
■

．“

E
石
畿

．
～
　
，
瞭
・

、
、

団
．

」
．
．
蝉

照
．
‘
．
，
」

モ

　
’

、。．胤励振

．西荊



Fil－75
（×・ち70）

〃卜長3do帆　ウ》胎／手鴨ll〈歩層、

W・ほf管起斥す・下1亀一7キの尾

側セ示す。　w鯵，　「4層は密，看／

’（又・る。

下il－76　／帳3・i傲ウシ胎修口u　燐層・

（X7i5）　W。1三管セ斥ゴ・F曽一7らの尾

　　　　　／則セ希づ。

　　　　　イ則尾示づ．
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Fl　8－7β　／報3・｛猟ウし胎仔図“uひ層

（X7｛3♪W・麿管セ派3．下1曾一77の尾
　　　　　　劇t止す．

鞠一7臼 ／輩長3d畝　ウン胎移剛1もL膨

／則ち斥す。隅多の景，尾蜘爾志

1∂密箔癒頒つる。

下1竃一8・　／擁し3・1鍬ウツ胎イ手酬1℃L管
（x　7113　）　　　㌧へ／。【舌考　朽多｛しf律’す・　τ＝1亀　一7臼6つフ毛一

　　　　　　側セ示づ。
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（　X　71　）　　　　　馬多，　　Wlo　lぎf　ナ嗜ヲ±乙示「重。

F殉一8乙　緋長3・Oc肌雄ウツ胎修隙n£レ
（、X　71）　　　　擁多、　Wlo卜去～　佑多イしfドづ。
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くX　7i）　　　　管’，　Wol貨　瞭妃赤づ。
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Flg一8ち

（X71）

扉長4、；（凱　雄ウツ胎／手附uもレ

管，wる1∬確穐示づ。　N管は／ヰ

畏3、R鰍の毛のヒ竜℃んじ度わ
㌧な℃・。

Fig－86　／十長4、5畝雌：ウツ月台仁ド騨毛L

（×7え）　　管，醸／ol舅　鰺セ年づ。肖疹ね去

　　　　　　くなる
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（X570）　管ヒ緒細層の間には間細飽が認

　　　　　　めら軋る。



4
，

7　
　
9

、
，

　
・
㍉
馬

歓．

ﾇ
竜

痘
押
ゼ
姦
．

薯
弊
．

　
亭
轟
‘
．
’

が
凄
艶
．
．

ア
　
　
♂

’
∬
’爵

餅
9

蝕
．

へ

寵

’

」
．

誤
解
噸

4
f

　
犀

繊
3 駕億



‘臼8　－　D7　　　妊・娠｛6　日　目　　広住ラ　ッ　ト月合・イチ岡U口

（Xち70　）　　・eト1壱吃示づ，　上1夢p，　【…毒近くの

　　　　　　屑瘡口艮イ〒L罐鍵セ快う。

F帽　一P8　妊娠16日目　雄ラット胎廃F惚U
（X儲。）　　・eト嗜堂斥3。　上辛P，　口……葬血くの

　　　　　　N管1守艮，石し管腔一セ炭う。



「　
　
艇
　
　
，

　
鷺
且

鑓
烈
・

葡、

]
亀
瞬
．

　
　
ゆ

餐
．

’

陣溢

含　
　
　
●
，

脳

鮮



臼g－3『
（×143）

妊娠」6日　目　　雌ラッ　ト、胎／手ナ主ゲ直

腺芝示づ。庄殖聯一は抵脈」4日目
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刊S－14ち

（X竺70）

Fi　8－146　R　8－14竺の屍側セ元3・騰
（Xぢ70）　　’3庚L生じW管に1征老癒i右3・否。
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F冷一14了
（×z8ち）

女L娠17日目　一広窪ラヅト月台／写一屑UU

鉢瞳，Wol鱈層セ示3。　列管略

時℃人じ増炭1かか，ていろ。

W管、づ雌のそ眠よ・）キ兇違3る．

臼δ　一『148　　女壬娠17日目　　雌…ラット月台／仔h賦U

（xzβζ）　・eト喧，　Wol覚嗜デセー弄、3。「4瞭は

　　　　　　・発蓬づる。



「

鞍
‘、

霞
．

，’

冒

り

’

「

罷
．
廠

、ヤ、、、
、亀

　6　　｛
　　8◎
　●

楓、u」飼

　
6

●
亀

’

4

サアも

し

璽

・
．
病

，．
■

恥

－
飽

び
　
　
　
　
　
　
　
　
の

、
．
鰯

・

’

．廟崇轡・

‘



Fl　8－4『

（xz85）

妊娠．β日目

テ櫛セ示づ。

→る。

広珪ラット胎イ：チW。1～

口噺1言％左ヒ幽炭

Fi笥一1ζo

⊆×お5）

妊娠」8日目　雌ラット胎／各1鰍U

℃トぜ　w。1貨管セ元づ。W瞭は

｛艮4行薇し恩1わψLラう顯紅栖丹塁月包が

認り5歌．ろ。
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気x遡ζ）　《管セ．斥づ。

雄ラツ’ト月台イ：チ緬ヒ～

（X脇5）　£酵セ斥づ。W励弓完左1＝須炭

　　　　　　つる。卜／管i弓さらヒ発産づう。



ρ

・
、

　
　
」
▼
戯
あ

獣
．
、
　
　
・

』
．
、　

　
　
　
　
月

　
　
　
’

転．、

圃

－’

oバ7h醐　9、．．’

　　　　　　　δ’4P匿

●

醒

・’ ﾓ～1醸●
儀閥，　

、

、
－
い

虚
　
・

、㍉
「

酬
馬

渚ψ
L　　　　　　∂

　
．
碇

醗
薄

　
，
∵
　
・



Fig一虐3
くX紹5）

凌壬娠R日目　 雄ラット月台，イ：チWoヒ3

テ筍，図引【外矯セ斥づ。尿生殖

調近くでは、W管ね箔しく発良

＼て｛ヰの嬉と有っており、ま

だ三肖斥し1てk・な、・。

下il－1ζ4

（X几8ち） づ．w管かぢ精豪の原甚か出i嵜

1て＼・ろのが認められろ。　ド1管

頃’退ノ行1てk・る。



鉱翻．馳’・’．．1，．．．．覇．．

．
縛
蔑
．
二

瓢
9
　
　
　
　
，
．
．

●
　
、．

斬
“

3
．6

』ド」＝

調節酷

．演’紀．・ミe言

　　一．、
，，．・　　　　　　．㌧　・

　、
課』 A蔭　院

議網i

　　　　　∂9り

鳶’

’じ

O
，

ψ

、’A

鱈覇．盟蟻

儀

螺
髪
マ

ヒ「L♂



kX乙85）

妊．娠R日目，　雌ラット胎／チト欺ll

℃レ嗜’W。1賃層セ赤づ．尿庄殖

颯絶くで1つ、購多か函者癒右し

てvる。W管1づ．著kく昆斯し，

柳と周kの願紅が・舛数認りら軟

る。

下18－156

い竺70）

Fl　9－155の拡大セ孟づ．
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F噛一157　妊娠z・日目

（×z6些）　f擶t示づ

雄ラント胎／仔輪ほ

〔×乙8ζ）　殊管セ斥づ．岡管1つさ5ヒ溌産

　　　　　　づう．
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F喧　一f60　妊娠zi日目　雌フット胎修陥ll

（X乙βち）　叱ト愉セ斥3。図・管ldミらに裂鹿

　　　　　　づゐ。
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下i6－i61妊娠疋日目雄7ツト胎／与尿庄
（、X　　71　）　　　　　殖⇒毒T近ノく　セ示　・づ。　飛蓬茎ンL　て三荊豆

　　　　　　腺，が認りら既ろ．

（XZ砧）　　W管り反生ラ直ヨ同℃の毘舵考P吃添

　　　　　　づ．
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Fi　8－163　Fl亀　　161

（Xz85）

の拡欠t’斥づ

下喧一164下i8－161の勘頭但llにお、する
（xzβぢ）　w。1話管，緒嚢腺吃示一言。
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下喝一にち 妊娠ZZ日目　去勢雄ラント、胎・仔

．尿．生殖詞血くセ斥寸。前・立月衆つ

発産頃正常雄にく5べ・て兎く、

細胞有易L毛あ巷り誕り5れ一ない。

W管は管月磐か細く、艮行像し恩

われる穎粒が認めら軋ろ。

Fl　8－66

（xzβ5）

Fi亀一｛あの拡丸セ示づ・
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Fl　9－167

くx切竺）

Fll－166
（×乙35）

ア塩一i65の3。…噸．側ヒ吉1ケう

1甘・E4行し、　嬉月空セほ℃んじ毛た

腺一℃巴わ眠ろものは須失｛■1

暑うてk・ろ．



灘
、
．
甥

凝
議
灘
灘
、
．
霧
舞
舞

　
ノ
ゼ
お

・
懸
．

濾
．
、
、

．
翫
為
．
理
艶

出
｛

』・

ｮ
、

サ

罎

鴨

．
蒙
”

．
蒙
駿
灘
・

醤

‘

」
　
　
｛
．

読噺
淑｛

．
墾

騒
灘
．
灘
懸

噂

御



下il－6『

（x5）

妊．娠16日目　雄ラγト胎有く外生

〃直器（腹狽りか5見セ）免示づ。

庄殖腺力・5は雄：℃判定一さ帆仁力v、

外生殖湊から1⇔雌：雄｛乙判定一づる

こ’乙ねで奄みい．雌し周横の」所

昆セ斥づ。生殖縮鋳1丘くの覆～壁

1二孝し億か認め1う軋づう。

下隠ノ170

〔xζ）

云壬4辰16日目　　広窪ラット月台イ手タ←差と

汐直、器（尾腹劇か9見仁）尾示づ．

丹紅殖ヒダの尾側にわす方碗・

く5冴℃kて両側に生殖隆急か

認りbれ乃。





下噛一了｛

（×ζ）

女壬娠」7日目　　広佳ラ・／ト胎イ手タト生

殖器《腹、倒か5昆ち）t赤∵3。

庄殖腺．かSは雄℃判足さ眠仁力v、

外比殖器か5時雌雄透し判定5う

こUつてそない。雌と肩様の所

思セ示3。比殖結飾血くの履イ壁

ヒ弩し焦か梨め5しんrう。

乙

一
↑
）

q
σ
V
入

η
（

女をタ辰」7日目　広：窪ラヅト胎イ手タ←庄

殖1器《尾腹側から見仁）t示づ。

尿比殖ヒダの尾側で生殖＝隆セは

両煮癒右づる。
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Fi　8－173

くX～）

Fi冒ノ174

（X；）

妊∫娠」6日目　雄：ラット胎／等タト庄

殖器（腹側か5見た，）セう＝す。

外生殖器か5雄℃判宣づること

かできる．尿生殖ピダの尾側、

月工門℃の間ピ生殖産起が罷劃
て直り、尿庄；殖，ヒ，ダの．尾ノ劉ヒ・楕

円形の尿丘殖ロが認の5牝る。

これらね雌ヒく5ぺて大．き＼・。

妊娠16日目　雄ラット胎／与タヂ生

殖廃（尾腹側か5見た）尾’示づ。

生殖結博窪くの腹ノ壁ト下しξか認

δ（フ生れろ。
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Fl　3－175

⊆xぢ）

妊娠18日目　　雌ラット月合／仔、クト庄

殖．器（腹劇かヲ見ち）t守つ．

雄ヒく5ぺて生殖隆起の裂産か

悪く、尿佳雍［ロ1訓＼さV。生殖

結節近くの腹壁に亀ξが都め5
しkる。

砺刊76　妊娠」β日目　雌ラット胎硲タト生

（×ち）　　殖器（尾腹，側か5昆托）セ希寸．
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F曽一177
（x竺）

妊娠回日目　雄：ラット胎修タト匡

殖器（腹劃か5見色）セ斥づ。

佳殖結節1訂刀し生殖．じダによ・て

巳葛しk・るようになり，注一殖隆起

はさ5ヒ乾産一づろ。肉目艮t右。

て」琴男ヒ雌P雄の判定一1ブ可’能ノしβ

「う．考し焦頃痩フの毛乞脂腺しあ

書、1巳列でミなく庵る。

ぐ　X　　ぢ　　）　　　　　　　：殖審　　（雇二月雛llか　　ら　　見た＿　♪　吃　柔　づ，



霧

「

潮
サド

9辱

’

曜
Ψ

／
ノ肝

一、

F

・・〆パ’

　6
昌

GS．

『’

A終

レρ甥

　　

霧，



Filr17『
⊆×ぢ）

4を吻良R日目　雌ラγト胎／手タト1圭．

殖．器（腹狽肋、5見た）セ柔づ，

尿庄埴ピダし庄殖隆起の境に尿

生殖ロか認りられう．注植結節

ね尿注殖ヒダによ。■包書れる

ようヒなろ。比殖睡起り発産，ね

慰＼・，

（x竺）　　殖．器（尾腹側力・5見た）吃斥づ。
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Fl　8一｛81

（xぢ）

妊女辰Zρ日目　雄：ラヅト月台／チタト崖

殖．器（腹側．から見在）吃示づ。

崖殖紬節は尿性殖ヒダヒよ，て

博とんじ被わ軋乃。　崖殖隆起は

さ5に舵産．づう。

Fi　8－8乙　妊娠か日目　雄ラット胎疹外生

（x竺）　　殖器（尾腹／則かり見た）セ赤寸，
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Fi　8－63
くx竺）

妊娠zP日目　雌ラット胎／多タト庄

殖器（腸側から見色）．覚’示㊨。

生殖結節｛づ隠℃氏ど尿注殖しダ

じよって柔皮われ均。

（X竺）　　殖」器（屍，腹／則か今見た）圭し赤づ。
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⊆x～）　　殖器し腹測力・5見ち）t赤づ．

ぐxぢ）　　殖器爬尾腹劇から見だ）セ柔づ。
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くxζ）　　殖．器（腹劇かり見ち）セ斥づ。

　　　　　　生殖隆勧軒坦和月瞭鴎る。

ぴ5）　　担器〔尾腹側か5見仁）セ斥3。
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ぐx5）　　〃直器（腹側から見た）セ赤ぢ，

くx竺）　　殖器（尾腹狽llか9亥しち）セ・赤づ。
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刊8－rl　妊娠疋且’目　雌ラット胎洛外・生

侵X竺）　　殖．器（脱側か5見仁）セ赤3，

ぐx竺）　　殖器《尾徹llから見た）t赤づ。
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